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はじめに

このマニュアルでは、Cisco IOSXRQuality of Serviceコマンドについて説明します。 『Cisco ASR
9000シリーズアグリゲーションサービスルータモジュラ QoSコマンドリファレンス』の「は
じめに」では、次の内容について説明します。

• マニュアルの変更履歴, vii ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, vii ページ

マニュアルの変更履歴
表 1に、初版後、このマニュアルに加えられた技術的な変更の履歴を示します。

表 1：マニュアルの変更履歴

変更点日付リビジョン

このマニュアルの初版2011年 12月OL-26082-01-J

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次の URLで、毎
月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規お
よび改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。
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ANCP コマンド

このモジュールでは、Access Node Control Protocol（ANCP）を設定するために使用するコマンド
について説明します。

ANCPの概念、設定作業、および例の詳細については、『CiscoASR9000SeriesAggregation Services
Router Modular Quality of Service Configuration Guide』の「Configuring ANCP」の章を参照してく
ださい。

• ancp, 2 ページ

• ancp an-port circuit-id, 4 ページ

• ancp neighbor, 6 ページ

• ancp rate-adjustment, 8 ページ

• ancp server sender-name, 10 ページ

• clear ancp an-port, 12 ページ

• clear ancp neighbor, 15 ページ

• clear ancp summary statistics, 17 ページ

• show ancp an-port, 19 ページ

• show ancp an-port circuit-id, 22 ページ

• show ancp an-port interface, 24 ページ

• show ancp an-port neighbor, 28 ページ

• show ancp an-port state, 31 ページ

• show ancp neighbor, 33 ページ

• show ancp neighbor summary, 36 ページ

• show ancp redundancy iccp, 38 ページ

• show ancp redundancy iccp group, 41 ページ

• show ancp summary, 47 ページ
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ancp
AccessNodeControl Protocol（ANCP）をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーショ
ンモードで ancpコマンドを使用します。 ANCPをディセーブルにして ANCPの設定を削除する
には、このコマンドの no形式を使用します。

ancp

no ancp

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト ディセーブル

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みancp

___________________
例 次に、ANCPをイネーブルにして ANCPコンフィギュレーションモードを開始する例を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ancp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ancp)#
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___________________
関連コマンド 説明コマンド

ANCPコンフィギュレーション情報を表示します。サーバ送
信元の名前、ステートごとのネイバーとポートの数などが含

まれます。

show ancp summary, （47ページ）
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ancp an-port circuit-id
各アクセスポートごとに一意のアクセスノード IDを定義するには、該当するコンフィギュレー
ションモードで ancp an-port circuit-idコマンドを使用します。この情報は、ANCP Port Upおよ
び Port Downメッセージに含まれます。

ancp an-port circuit-id Access-Loop-Circuit-Id [interface type interface-path-id| interface Bundle-Ether
bundle-id]

no ancp an-port circuit-id Access-Loop-Circuit-Id [interface type interface-path-id| interface Bundle-Ether
bundle-id]

___________________
構文の説明

アクセスポートを示す一意のアクセスループ回路 ID名。最大 63文
字です。

Access-Loop-Circuit-Id

Access Node（AN;アクセスノード）ポートを説明します。interface

インターフェイスタイプは次のとおりです。

• GigabitEthernet（GigabitEthernet/IEEE 802.3インターフェイス）

• TenGigE（TenGigabitEthernet/IEEE 802.3インターフェイス）

type

物理インターフェイスインスタンス。名前の表記方法は slot / module
/ port / interface . subinterfaceです。

interface-path-id

Bundle-Ether（集約されたイーサネット）インターフェイスを識別し
ます。

interface Bundle-Ether

Bundle-Etherインターフェイスインスタンス。範囲は、1～ 65535の
数値です。名前の表記方法は interface.subinterfaceです。

bundle-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

ANCPコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドは、イーサネットバンドル上のVLANインターフェ
イスに対する ANCPポートマッピングをサポートするように更
新されました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

イーサネットとイーサネットバンドルインターフェイスのサブインターフェイスだけを、ANポー
トにマッピングできます。

アクセスノードポートの設定をコミットする前に、回路 IDを指定する必要があります。

共有ポリシーインスタンスをANCPとのサブインターフェイスで使用する場合は、同じ共有ポリ
シーインスタンスを持つすべてのサブインターフェイスに ANポート回線 IDをマッピングする
必要があります。

回路 IDの情報は、show ancp an-portコマンドを使用して表示できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みancp

___________________
例 次に、一意のアクセスノード IDを定義する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ancp an-port circuit-id circuit1 interface gigabitethernet
2/0/1/1.1

___________________
関連コマンド 説明コマンド

動的データまたは統計情報のアクセスノード（AN）ポート
をクリアします。

clear ancp an-port, （12ページ）

個別または複数のアクセスノード（AN）ポートに関する
データまたはメッセージの統計情報を表示します。

show ancp an-port, （19ページ）
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ancp neighbor
ネイバーの設定を対応する TCP接続にマッピングするには、該当するコンフィギュレーション
モードで ancp neighborコマンドを使用します。マッピングを削除するには、このコマンドの no
形式を使用します。

ancp neighbor sender-name {H.H.H| A.B.C.D} {description string| adjacency-timer interval}

no ancp neighbor sender-name {H.H.H| A.B.C.D} {description string| adjacency-timer interval}

___________________
構文の説明 ANCPネイバーの ID。sender-name

送信元インターフェイスのMACアドレス。H.H.H

送信元インターフェイスの IPアドレス。A.B.C.D

ANCPネイバーの ID。 63文字以下の普通の文字列です。description string

隣接タイマーは、ANCPサーバによって送信される隣接プロトコル
メッセージの頻度を制御します。 ANCPセッション確立の異なるス
テージ間の最大遅延およびANCPキープアライブの間隔を定義するに
は、adjacency-timerキーワードを使用します。 adjacency-timerの間隔
の単位はミリ秒です。 interval引数ではこれを 100～ 255（10～ 25.5
秒）の値に置き換えます。デフォルトは 100（10秒）です。

adjacency-timer interval

___________________
コマンドデフォルト 隣接タイマーの間隔のデフォルト値は 10秒です。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

ANCPコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ネイバーからのTCP接続は、IPがイネーブルになっている任意のインターフェイスで受け付けら
れます。ネイバーの設定を対応するTCP接続と一致させるため、ANCPネイバーは、隣接プロト
コルメッセージの対応するフィールドと一致する必要のある送信元名によって識別されます。

descriptionと adjacency-timerの両方のパラメータを設定するには、「例」で示されているように
2つの異なるコマンドラインを使用します。ネイバーセッションがすでに確立されている場合
は、隣接タイマーが有効になるようにリセットされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みancp

___________________
例 次に、ネイバーの設定を対応する接続にマッピングする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ancp neighbor sender-name 0001.2222.3333 description VendorA-1

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ancp neighbor sender-name 0001.2222.3333 adjacency-timer 20

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ネイバーとの隣接接続をクリアします。clear ancp neighbor, （15ページ）

集約メッセージの統計情報だけをクリアします。個別の

ネイバーまたはポートの統計情報は変更しません。

clear ancp summary statistics, （17ペー
ジ）

個別のANCP隣接または隣接セットに関連付けられてい
るデータまたはメッセージの統計情報を表示します。

show ancp neighbor, （33ページ）

ステート別に隣接関係の数を表示します。show ancp neighbor summary, （36ペー
ジ）
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ancp rate-adjustment
シェーパー比率として適用する前に ANCPの比率更新に数学的な補正を適用するには、該当する
コンフィギュレーションモードでancprate-adjustmentコマンドを使用します。比率の調節をディ
セーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

ancp rate-adjustment dsl-type access-loop-type percent-factor factor

no ancp rate-adjustment dsl-type access-loop-type percent-factor factor

___________________
構文の説明 DSLのタイプを設定します。有効な値は次のとおりです。

adsl1 adsl2 adsl2+ vdsl1 vdsl2 sdsl

dsl-type

アクセスループのタイプを設定します。EthernetまたはATMです。access-loop-type

ANCP比率のパーセンテージを設定します。 ANCPで報告される比
率の更新をシェーピング比率として設定する前に、この値を適用する

必要があります。

percent-factor factor

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

ANCPコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

比率の調節を設定するには、dsl-typeと access-loop-typeの両方を指定する必要があります。
access-loop-typeおよび dsl-typeは、ANCP Port Upメッセージに含まれるオプションの TLV内の適
切な値と比較されます。一致する場合、ANCPの比率は設定されている係数で調節されます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みancp

___________________
例 次に、DSLタイプが ADSL2でアクセスループタイプがイーサネットに対して 90のパーセント

計数を設定する方法の例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ancp rate-adjustment adsl2 ethernet percent-factor 90

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ANCPコンフィギュレーション情報を表示します。サーバ送
信元の名前、ステートごとのネイバーとポートの数などが含

まれます。

show ancp summary, （47ページ）
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ancp server sender-name
ローカル送信元名がDSLAMに対する隣接プロトコルメッセージでANCPサーバによって使用さ
れるように設定するには、該当するコンフィギュレーションモードで ancp server sender-nameコ
マンドを使用します。ローカル送信元名をデフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を
使用します。

ancp server sender-name {H.H.H| A.B.C.D}

no ancp server sender-name {H.H.H| A.B.C.D}

___________________
構文の説明

送信元インターフェイスのMACアドレス。H.H.H

送信元インターフェイスの IPアドレス。A.B.C.D

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、ローカル送信元名は管理イーサネットポートのMACアドレスに設定されます。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

ANCPコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みancp
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___________________
例 次に、ローカル送信元名を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ancp server sender-name 0013.1aff.c2bd

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ANCPコンフィギュレーション情報を表示します。サーバ送
信元の名前、ステートごとのネイバーとポートの数などが含

まれます。

show ancp summary, （47ページ）
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clear ancp an-port
個別に、またはグループ内で、動的データまたは統計情報のアクセスノード（AN）ポートをクリ
アするには、EXECモードで clear ancp an-portコマンドを使用します。

clear ancp an-port {all| circuit-id Access-Loop-Circuit| interface type interface-path-id| interface
Bundle-Ether bundle-id| neighbor{description string| sender-name {H.H.H| A.B.C.D}}} [statistics]

___________________
構文の説明

すべてのポートの動的データまたは統計情報をクリアします。statistics all

単一のアクセスノードポート。circuit-id

アクセスポートを示す一意のアクセスループ回路 ID名。最大 63
文字です。

Access-Loop-Circuit-Id

ANポートを説明します。interface

インターフェイスタイプは次のとおりです。

•統計情報GigabitEthernet（Gigabit Ethernet/IEEE802.3インター
フェイス）

• TenGigE（TenGigabitEthernet/IEEE 802.3インターフェイス）

type

物理インターフェイスインスタンス。名前の表記方法は

slot/module/port/interface.subinterfaceです。
interface-path-id

Bundle-Ether（集約されたイーサネット）インターフェイスを識別
します。

interface Bundle-Ether

Bundle-Etherインターフェイスインスタンス。範囲は、1～ 65535
の数値です。名前の表記方法は interface.subinterfaceです。

bundle-id

ANCPサーバとの隣接関係が確立されているアクセスノード。neighbor

ANCPネイバーに関連付けられた説明。 63文字以下の普通の文字
列です。

description string

ANCPネイバーの ID。sender-name

送信元インターフェイスのMACアドレス。H.H.H

送信元インターフェイスの IPアドレス。A.B.C.D

（任意）指定した一連のポートの統計情報をリセットします。statistics
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___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドは、イーサネットバンドル上のVLANインターフェ
イスに対する ANCPポートマッピングをサポートするように更
新されました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

showコマンドと同じように、個別のポートは回路 IDまたはマッピングされたインターフェイス
で識別できます。

すべてのポートまたは特定のネイバーだけのすべてのポートについて、動的データまたは統計情

報をクリアできます。

statisticsキーワードを指定しないと、clear ancp an-portコマンドは、選択した ANポートのすべ
ての速度情報を含む動的データをクリアします。ローカルインターフェイスにマッピングされて

いないポートは、ANCPポートデータベースから削除されます。 statisticsキーワードを指定する
と、選択したポートの統計情報がリセットされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みancp

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ネイバーとの隣接接続をクリアします。clear ancp neighbor, （15ページ）
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説明コマンド

集約メッセージの統計情報だけをクリアします。個別の

ネイバーまたはポートの統計情報は変更しません。

clear ancp summary statistics, （17ペー
ジ）
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clear ancp neighbor
ネイバーとの隣接接続をクリアするには、EXECモードで clear ancp neighborコマンドを使用し
ます。

clear ancp neighbor{all| description string| sender-name {H.H.H| A.B.C.D}} [state| statistics]

___________________
構文の説明

すべての ANCPネイバーをクリアします。all

ANCPネイバーを示します。 63文字以下の普通の文字列です。description string

ANCPネイバーの ID。sender-name

送信元インターフェイスのMACアドレス。H.H.H

送信元インターフェイスの IPアドレス。A.B.C.D

（任意）隣接関係をリセットします。state

（任意）隣接メッセージの統計情報だけをリセットします。statistics

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ネイバーデータまたは統計情報は、個別に、またはリストとしてクリアできます。
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stateキーワードを指定した場合、隣接関係はクリアされず、リセットされます。ANCP隣接プロ
トコルは再起動しますが、TCP接続は開いたままになります。隣接関係に属していてマッピング
されていないポートは削除されます。

statisticsキーワードを指定した場合、隣接関係の状態は変化せず、隣接メッセージの統計情報だ
けがリセットされます。

どちらのオプションも指定しないと、選択した隣接関係がクリアされて、隣接関係の説明が存在

しない場合は、ANCPネイバーデータベースから隣接関係が削除されます。ネイバーのリセット
または完全なクリアのどちらの場合でも、このネイバーに属していてマッピングされていないポー

トはすべて削除されます。マッピングされているポートはダウン状態になり、速度は変化しませ

ん。

マッピングされているアクセスノードポートのデータは、この動作によって影響を受けませ

ん。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みancp

___________________
例 次に、すべてのネイバーデータと統計情報をクリアする方法の例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear ancp neighbor all

次に、特定のネイバーをクリアする方法の例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear ancp neighbor description vendor1a

___________________
関連コマンド 説明コマンド

動的データまたは統計情報のアクセスノード（AN）ポー
トをクリアします。

clear ancp an-port, （12ページ）

集約メッセージの統計情報だけをクリアします。個別のネ

イバーまたはポートの統計情報は変更しません。

clear ancp summary statistics, （17ペー
ジ）
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clear ancp summary statistics
個別のネイバーまたはポートの統計情報は変更せずに、集約メッセージの統計情報だけをクリア

するには、EXECモードで clear ancp summary statisticsコマンドを使用します。

clear ancp summary statistics

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みancp

___________________
例 次に、集約メッセージ統計情報をクリアする方法の例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear ancp summary statistics

___________________
関連コマンド 説明コマンド

動的データまたは統計情報のアクセスノード（AN）
ポートをクリアします。

clear ancp an-port, （12ページ）
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説明コマンド

ネイバーとの隣接接続をクリアします。clear ancp neighbor, （15ページ）
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show ancp an-port
個別または複数のアクセスノード（AN）ポートに関するデータまたはメッセージの統計情報を表
示するには、show ancp an-portコマンドを使用します。

show ancp an-port [{all| configured| dynamic-only| summary} [statistics]| statistics]

___________________
構文の説明

（任意）すべての ANポートのデータを表示します。all

（任意）ローカルサブインターフェイスにマッピングされた ANポー
トのデータを表示します。

configured

（任意）どのローカルサブインターフェイスにもマッピングされてい

ない ANポートのデータを表示します。
dynamic-only

（任意）すべてのアクティブな ANポートのサマリーデータを表示し
ます。

summary

（任意）ANポートのメッセージの統計情報を表示します。statistics

___________________
コマンドデフォルト 引数を指定しない場合、show ancp an-portコマンドによって、回路 IDでソートされたすべての

ANCPポートが表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドは、イーサネットバンドル上の VLANインターフェ
イスに対する ANCPポートマッピングをサポートするように更新
されました。

リリース 3.9.0

このコマンドは、VLANサブインターフェイスの ICCPグループに
関する情報を提供するように変更されました。

リリース 4.0.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りancp

___________________
例 次に、すべての ANポートの統計情報を表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp an-port all statistics

List of AN port message statistics

Circuit-id Port Up Port Down Total
------------------------------ ---------- ---------- ----------
cir100_1 1 0 1
cir101_1 1 0 1
cir200_1 0 0 0

次に、ローカル VLANサブインターフェイスにマッピングされたすべての ANポートの情報およ
び統計情報を表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp an-port configured

List of AN port data for ports mapped to local sub-interfaces

------------------------------ ----- ---------- -------- ---- ------------
Line Num Adjusted DS

Circuit-id State Uptime State Intf Rate (kbps)
------------------------------ ----- ---------- -------- ---- ------------
cir100_1 UP 00:12:04 SHOWTIME 1 10000
cir101_1 UP 00:12:04 SHOWTIME 1 10000
cir200_1 - 00:00:00 - 1 0

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp an-port configured statistics

List of AN port message statistics for ports mapped to local sub-interfaces

Circuit-id Port Up Port Down Total
------------------------------ ---------- ---------- ----------
cir100_1 1 0 1
cir101_1 1 0 1
cir200_1 0 0 0

次に、すべての ANポートのサマリーデータを表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp an-port summary

AN Port Summary
--------------------------------
State Up 2
State Down 0
Config only ports 1
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Total 3
# Configured ports 3
# Mapped sub-interfaces 3

___________________
関連コマンド 説明コマンド

回線 IDで識別される ANポートのデータまたはメッセー
ジの統計情報を表示します。

show ancp an-port circuit-id, （22ペー
ジ）

ANポートにマッピングされるサブインターフェイスのデー
タまたはメッセージの統計情報を表示します。

show ancp an-port interface, （24ペー
ジ）

特定のネイバーに関連付けられたANポートのデータまた
はメッセージの統計情報を表示します。

show ancp an-port neighbor, （28ペー
ジ）

特定の状態にあるANポートのデータまたはメッセージの
統計情報を表示します。

show ancp an-port state, （31ページ）
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show ancp an-port circuit-id
回線 IDで識別されるANポートのデータまたはメッセージの統計情報を表示するには、showancp
an-port circuit-idコマンドを使用します。

show ancp an-port circuit-id Access-Loop-Circuit-Id [detail| statistics [detail]]

___________________
構文の説明

アクセスポートを示す一意のアクセスループ回路 ID名。最大 63
文字です。

Access-Loop-Circuit-Id

（任意）ポートにマッピングされたインターフェイスのリストの追

加データを表示します。

detail

（任意）ANポートのメッセージの統計情報を表示します。statistics

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドは、イーサネットバンドル上の VLANインターフェ
イスに対する ANCPポートマッピングをサポートするように更新
されました。

リリース 3.9.0

このコマンドは、VLANサブインターフェイスの ICCPグループに
関する情報を提供するように変更されました。

リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りancp

___________________
例 次に、回線 IDで識別される ANポートの情報を表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp an-port circuit-id cir100_1

AN port circuit-id cir100_1:
State UP
Uptime 00:11:31
Time Since Last Message 00:11:31
Encap Type ETHERNET
DSL type VDSL2
DSL Line State SHOWTIME
Number of Mapped Sub-interfaces 1
Neighbor sender-name 0000.3200.0102
Neighbor description -
Configured Rate Adjustment 100%
Actual Downstream Data Rate (kbps) 10000
Effective Downstream Data Rate (kbps) 10000

次に、回線 IDで識別される ANポートの統計情報を表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp an-port circuit-id cir100_1 statistics

Port message statistics for circuit-id cir100_1:

Port Up 1
Port Down 0
-------------------------
Total 1

___________________
関連コマンド 説明コマンド

個別または複数のアクセスノード（AN）ポートに関する
データまたはメッセージの統計情報を表示します。

show ancp an-port, （19ページ）

ANポートにマッピングされるサブインターフェイスのデー
タまたはメッセージの統計情報を表示します。

show ancp an-port interface, （24ペー
ジ）

特定のネイバーに関連付けられた ANポートのデータまた
はメッセージの統計情報を表示します。

show ancp an-port neighbor, （28ペー
ジ）

特定の状態にある ANポートのデータまたはメッセージの
統計情報を表示します。

show ancp an-port state, （31ページ）
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show ancp an-port interface
ANポートにマッピングされるサブインターフェイスのデータまたはメッセージの統計情報を表示
するには、show ancp an-port interfaceコマンドを使用します。

show ancp an-port interface {physical interface-id [detail| statistics [detail]]| mapping}

___________________
構文の説明

（任意）表 2：show ancp an-portコマンドの物理 Interface-idパラメー
タ, （25ページ）で定義されている物理層 ID。

physical interface-id

（任意）ポートにマッピングされたインターフェイスのリストの追加

データを表示します。

detail

（任意）ANポートのメッセージの統計情報を表示します。statistics

（任意）ANポートにマッピングするサブインターフェイスのサマリー
を表示します。

mapping

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドは、イーサネットバンドル上の VLANインターフェ
イスに対する ANCPポートマッピングをサポートするように更新
されました。

リリース 3.9.0

このコマンドは、VLANサブインターフェイスの ICCPグループに
関する情報を提供するように変更されました。

リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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次の表に、show ancp redundancy iccp groupコマンドの出力を改良するために使用可能な物理イ
ンターフェイス idパラメータを定義します。物理インターフェイス id引数の代わりに物理イン
ターフェイス idパラメータを使用します。

表 2：show ancp an-port コマンドの物理 Interface-id パラメータ

説明構文

集約されたイーサネットインターフェイスを指

定します。

instance引数をイーサネットバンドルインスタ
ンスに置き換えます。範囲は 1～ 65535です。

subinterface引数をサブインターフェイスの値に
置き換えます。範囲は 0～ 21474883647です。

Bundle-Ether instance.subinterface

GigabitEthernet/IEEE 802.3インターフェイスを
指定します。

instance引数を rack/slot/module/portの形式で指
定された物理インターフェイスインスタンスに

置き換えます。

subinterface引数をサブインターフェイスの値に
置き換えます。範囲は 0～ 21474883647です。

GigabitEthernet instance.subinterface

TenGigabitEthernet/IEEE802.3インターフェイス
を指定します。

instance引数を rack/slot/module/portの形式で指
定された物理インターフェイスインスタンスに

置き換えます。

subinterface引数をサブインターフェイスの値に
置き換えます。範囲は 0～ 21474883647です。

TenGigE instance.subinterface

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りancp

___________________
例 次に、ロケーション 100.1の Bundle-Etherインターフェイスの ANCPの情報および統計情報を表

示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp an-port interface bundle-Ether 100.1
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AN port circuit-id cir100_1:

State UP
Uptime 00:13:26
Time Since Last Message 00:13:26
Encap Type ETHERNET
DSL type VDSL2
DSL Line State SHOWTIME
Number of Mapped Sub-interfaces 1
Neighbor sender-name 0000.3200.0102
Neighbor description -
Configured Rate Adjustment 100%
Actual Downstream Data Rate (kbps) 10000
Effective Downstream Data Rate (kbps) 10000

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp an-port interface bundle-Ether 100.1 statistics

Port message statistics for circuit-id cir100_1:

Port Up 1
Port Down 0
-------------------------
Total 1

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp an-port interface bundle-Ether 1.1 detail
Tue Nov 17 17:28:44.390 EST

AN port circuit-id ckt1:

State -
Uptime 00:00:00
Time Since Last Message 00:00:00
Encap Type -
DSL type -
DSL Line State -
Number of Mapped Sub-interfaces 3
Neighbor sender-name -
Neighbor description -
Configured Rate Adjustment 0%
Actual Downstream Data Rate (kbps) 0
Effective Downstream Data Rate (kbps) 0
Actual Data Rate Upstream/Downstream (kbps) 0/0
Minimum Data Rate Upstream/Downstream (kbps) 0/0
Attainable Data Rate Upstream/Downstream (kbps) 0/0
Maximum Data Rate Upstream/Downstream (kbps) 0/0
Minimum Low Power Data Rate Upstream/Downstream (kbps) 0/0
Maximum Interleaving Delay Upstream/Downstream (ms) 0/0
Actual Interleaving Delay Upstream/Downstream (ms) 0/0

Sub-interface Summary: total 3
-----------------------------------------------
Sub-interface name ifhandle ICCP Group Redundancy State
-------------------------------- ---------- ------------

------------------------
Bundle-Ether1.1 0x20000072 1 ACTIVE

GigabitEthernet0/0/0/0.1 0x20000022 0 DOWN

GigabitEthernet0/0/0/0.2 0x20000042 0 DOWN

___________________
関連コマンド 説明コマンド

個別または複数のアクセスノード（AN）ポートに関する
データまたはメッセージの統計情報を表示します。

show ancp an-port, （19ページ）
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説明コマンド

回線 IDで識別されるANポートのデータまたはメッセージ
の統計情報を表示します。

show ancp an-port circuit-id, （22ペー
ジ）

特定のネイバーに関連付けられた ANポートのデータまた
はメッセージの統計情報を表示します。

show ancp an-port neighbor, （28ペー
ジ）

特定の状態にある ANポートのデータまたはメッセージの
統計情報を表示します。

show ancp an-port state, （31ページ）
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show ancp an-port neighbor
特定のネイバーに関連付けられた ANポートのデータまたはメッセージの統計情報を表示するに
は、show ancp an-port neighborコマンドを使用します。

show ancp an-port neighbor {description description| none| sender-name {H.H.H| A.B.C.D}} [statistics]

___________________
構文の説明

（任意）ネイバーを説明で識別します。引数のdescriptionの最大文
字数は 63文字です。

description description

（任意）ネイバーに関連付けられていない ANポートを表示しま
す。

none

（任意）ネイバーを sender-nameで識別します。sender-name

（任意）送信元インターフェイスのMACアドレス。H.H.H

（任意）送信元インターフェイスの IPv4アドレス。A.B.C.D

（任意）特定のANポートのポートメッセージの統計情報を表示し
ます。

statistics

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドは、イーサネットバンドル上の VLANインターフェ
イスに対する ANCPポートマッピングをサポートするように更新
されました。

リリース 3.9.0

このコマンドは、VLANサブインターフェイスの ICCPグループに
関する情報を提供するように変更されました。

リリース 4.0.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りancp

___________________
例 次に、どのネイバーにも関連付けられていない ANポートの情報および統計情報を表示する例を

示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp an-port neighbor none

List of AN port data for ports associated with no neighbor

------------------------------ ----- ---------- -------- ---- ------------
Line Num Adjusted DS

Circuit-id State Uptime State Intf Rate (kbps)
------------------------------ ----- ---------- -------- ---- ------------
cir200_1 - 00:00:00 - 1 0

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp an-port neighbor none statistics

List of AN port message statistics for ports associated with no neighbor

Circuit-id Port Up Port Down Total
------------------------------ ---------- ---------- ----------
cir200_1 0 0 0

次に、sender-nameで識別されるネイバーに関連付けられたすべての ANポートの情報および統計
情報を表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp an-port neighbor sender-name 0000.3200.0102

List of AN port data for neighbor sender name 0000.3200.0102

------------------------------ ----- ---------- -------- ---- ------------
Line Num Adjusted DS

Circuit-id State Uptime State Intf Rate (kbps)
------------------------------ ----- ---------- -------- ---- ------------
cir100_1 UP 00:18:03 SHOWTIME 1 10000

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp an-port neighbor sender-name 0000.3200.0102 statistics

List of AN port message statistics for neighbor sender name 0000.3200.0102

Circuit-id Port Up Port Down Total
------------------------------ ---------- ---------- ----------
cir100_1 1 0 1
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___________________
関連コマンド 説明コマンド

個別または複数のアクセスノード（AN）ポートに関する
データまたはメッセージの統計情報を表示します。

show ancp an-port, （19ページ）

回線 IDで識別されるANポートのデータまたはメッセージ
の統計情報を表示します。

show ancp an-port circuit-id, （22ペー
ジ）

ANポートにマッピングされるサブインターフェイスのデー
タまたはメッセージの統計情報を表示します。

show ancp an-port interface, （24ペー
ジ）

特定の状態にある ANポートのデータまたはメッセージの
統計情報を表示します。

show ancp an-port state, （31ページ）
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show ancp an-port state
特定の状態にある ANポートのデータまたはメッセージの統計情報を表示するには、show ancp
an-port stateコマンドを使用します。

show ancp an-port state {up| down| none} [statistics]

___________________
構文の説明

（任意）アップ状態の ANポートに関する情報を表示します。up

（任意）ダウン状態の ANポートに関する情報を表示します。down

（任意）どのネイバーからもレポートされない ANポートに関する情報
を表示します。

none

（任意）特定の ANポートのポートメッセージの統計情報を表示しま
す。

statistics

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドは、イーサネットバンドル上の VLANインターフェ
イスに対する ANCPポートマッピングをサポートするように更新
されました。

リリース 3.9.0

このコマンドは、VLANサブインターフェイスの ICCPグループに
関する情報を提供するように変更されました。

リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りancp

___________________
例 次に、アップ状態のすべての ANポートの情報を表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp an-port state up

List of AN port data for ports in UP state

------------------------------ ----- ---------- -------- ---- ------------
Line Num Adjusted DS

Circuit-id State Uptime State Intf Rate (kbps)
------------------------------ ----- ---------- -------- ---- ------------
cir100_1 UP 00:18:42 SHOWTIME 1 10000
cir101_1 UP 00:18:42 SHOWTIME 1 10000

次に、どのネイバーからもレポートされないすべてのANポートの情報を表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp an-port state none

List of AN port data for ports with NO state

------------------------------ ----- ---------- -------- ---- ------------
Line Num Adjusted DS

Circuit-id State Uptime State Intf Rate (kbps)
------------------------------ ----- ---------- -------- ---- ------------
cir200_1 - 00:00:00 - 1 0

___________________
関連コマンド 説明コマンド

個別または複数のアクセスノード（AN）ポートに関する
データまたはメッセージの統計情報を表示します。

show ancp an-port, （19ページ）

回線 IDで識別されるANポートのデータまたはメッセージ
の統計情報を表示します。

show ancp an-port circuit-id, （22ペー
ジ）

ANポートにマッピングされるサブインターフェイスのデー
タまたはメッセージの統計情報を表示します。

show ancp an-port interface, （24ペー
ジ）

特定のネイバーに関連付けられた ANポートのデータまた
はメッセージの統計情報を表示します。

show ancp an-port neighbor, （28ペー
ジ）
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show ancp neighbor
個別の ANCP隣接または隣接セットに関連付けられているデータまたはメッセージの統計情報を
表示するには、EXECモードで show ancp neighborコマンドを使用します。

show ancp neighbor {description string| sender-name {H.H.H| A.B.C.D}} [all] state {none| synsent|
synrcvd| estab} [statistics] [summary]

___________________
構文の説明 ANCPネイバーの ID。 63文字以下の普通の文字列です。description string

ANCPネイバーの ID。sender-name

送信元インターフェイスのMACアドレス。H.H.H

送信元インターフェイスの IPアドレス。A.B.C.D

すべての ANCPネイバーを表示します。all

指定されたステートで ANCPネイバーを表示します。

• none：ANCPネイバーをダウンステートで表示します。

• synsent：ANCPネイバーを SYNSENTステートで表示します。

• synrcvd：ANCPネイバーを SYNRCVDステートで表示します。

• estab：ANCPネイバーを ESTABステートで表示します。

state

（任意）パケットの統計情報を表示します。statistics

（任意）すべてのアクティブなANCPネイバーのサマリーを表示しま
す。

summary

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みancp

___________________
例 次に、sender-nameMACアドレスを使用する特定のネイバーからの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp neighbor sender-name 0006.2aaa.281b

ANCP Neighbor Data
-------------------------------------------
Sender Name 0006.2aaa.281b
Description first
State ESTAB
Capability Topology Discovery
Ports:
State Up 25
State Down 5
Total 30

次に、同じコマンドに detailキーワードを追加して、ネイバーからレポートされた ANポートの
サマリーを表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp neighbor sender-name 0006.2aaa.281b detail

ANCP Neighbor Data
-------------------------------------------
Sender Name 0006.2aaa.281b
Description first
State ESTAB
Capability Topology Discovery
Ports:
State Up 4
State Down 0
Total 4

Remote IP Addr/TCP Port 4.11.0.1/11126
Local IP Addr/TCP Port 4.11.0.100/6068
Server Sender Name 0013.1aff.c2bd
Remote Timeout 25500 msec
Local Timeout 10000 msec
Adjacency Uptime 01:25:20
Time Since Last Port Msg 00:00:04
Remote Port 0
Remote Instance 1
Local Instance 1
Remote Partition ID 0

List of AN port data for neighbor sender name 0006.2aaa.281b
------------------------------ ----- ---------- -------- ---- ------------

Line Num Adjusted DS
Circuit-id State Uptime State Intf Rate (kbps)
------------------------------ ----- ---------- -------- ---- ------------
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circuit1 UP 00:27:49 SHOWTIME 3 2250
circuti2 UP 00:00:49 SHOWTIME 2 2250
circuit3 UP 00:00:49 SHOWTIME 2 2250
circuti4 UP 00:00:49 SHOWTIME 0 2250

次に、同じコマンドに statisticsキーワードを追加して、選択されたネイバーのメッセージ統計情
報のサマリーを表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp neighbor sender-name 0006.2aaa.281b statistics

ANCP Neighbor Message Statistics
for Sender-name -, Description 0006.2aaa.281b
-----------------------------------------------

Sent Received
SYN 1 2
SNYACK 1 0
ACK 589 238
RSTACK 0 0
Port Up - 10
Port Down - 0
Drops 0 0
Total 600 250

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ネイバーとの隣接接続をクリアします。clear ancp neighbor, （15ページ）

個別または複数のアクセスノード（AN）ポートに関す
るデータまたはメッセージの統計情報を表示します。

show ancp an-port, （19ページ）

ステート別に隣接関係の数を表示します。show ancp neighbor summary, （36ペー
ジ）

特定のロケーションにあるインターフェイスを表示し

ます。

show qos summary, （198ページ）
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show ancp neighbor summary
ステート別に隣接関係の数を表示するには、EXECモードで show ancp neighbor summaryコマン
ドを使用します。

show ancp neighbor summary [statistics] [detail]

___________________
構文の説明

（任意）サマリーメッセージ統計情報を表示します。statistics

（任意）現在の比率調整表を表示します。detail

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みancp

___________________
例 次に、show ancp neighbor summaryコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp neighbor summary

ANCP Neighbor Summary Information
---------------------------------
Neighbor count by state:
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- 0
SYNSENT 0
SYNRCVD 0
ESTAB 1

次に、同じコマンドに detailキーワードを追加して、ネイバーごとのデータのサマリーを表示す
る例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp neighbor summary detail

ANCP Neighbor Summary Information
---------------------------------
Neighbor count by state:
- 0
SYNSENT 0
SYNRCVD 0
ESTAB 1

Summary Data By Neighbor
----------------------------------------------------------
Neighbor Neighbor Port Cnt by State
Description Sender-Name State Up Down
----------------- -------------- -------- ------- -------
first 0006.2aaa.281b ESTAB 5 2
- 0101.0101.0000 - 0 0

次に、show ancp neighbor summaryコマンドに statisticsキーワードを追加して、サマリーメッ
セージ統計情報を表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp neighbor summary statistics

ANCP summary Neighbor Statistics
------------------------------------

Sent Received
SYN 4 8
SYNACK 5 0
ACK 8886 3525
RSTACK 2 0
Port Up - 16
Port Down - 0
Drops 0 0

Total 8897 3549

___________________
関連コマンド 説明コマンド

個別または複数のアクセスノード（AN）ポートに関するデー
タまたはメッセージの統計情報を表示します。

show ancp an-port, （19ページ）

個別のANCP隣接または隣接セットに関連付けられているデー
タまたはメッセージの統計情報を表示します。

show ancp neighbor, （33ページ）

ANCPコンフィギュレーション情報を表示します。サーバ送信
元の名前、ステートごとのネイバーとポートの数などが含まれ

ます。

show ancp summary, （47ページ）
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show ancp redundancy iccp
ANCPアプリケーションの ICCP状態または統計情報を表示するには、EXECモードで show ancp
redundancy iccpコマンドを使用します。

show ancp redundancy iccp [statistics]

___________________
構文の説明

（任意）ANCP ICCPの統計情報を表示します。statistics

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りancp

___________________
例 次に、ANCPアプリケーションの ICCP状態を表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp redundancy iccp
Tue Nov 17 17:17:04.043 EST

ANCP ICCP Information
---------------------------------------------------------------
ICCP State UP
ICCP Congestion Cleared
ICCP Group Count 1
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ICCP Group Interface Count 1
Creation Timestamp Tue Nov 17 14:20:15 2009

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 3：show ancp redundancy iccp のフィールドの説明

説明フィールド

ANCP ICCPの状態。ICCP State

ICCP輻輳の状態。ICCP Congestion

ANCP VLANサブインターフェイスがメンバで
ある ICCPグループの数。

ICCP Group Count

ANCP回路がマッピングされているMC-LAG
VLANサブインターフェイスの数。

ICCP Group Interface Count

ICCPサーバのANCPの登録のタイムスタンプ。Creation Timestamp

次に、ANCP ICCPの統計情報を表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp redundancy iccp statistics
Tue Nov 17 17:17:08.150 EST

ANCP ICCP Statistics
---------------------------------------------------------------

ICCP Statistics
---------------------------------------------------------------
Up Rx 1
Down Rx 0
Congestion Clear Rx 0
Congestion Clear Rx Drop 0
Congestion Detecetd Rx 0
Congestion Detecetd Rx Drop 0
Tx Failure 0

ICCP Group Statistics
---------------------------------------------------------------
Peer Up Rx 0
Peer Down Rx 0
Sync Request Rx 0
Connect Tx 1
Connect Tx Failure 0
Disconnect Tx 0
Disconnect Tx Failure 0
Start Retry Timer 0

ICCP Interface Statistics
---------------------------------------------------------------
Active Rx 0
Standby Rx 0
Down Rx 0
Sync Request Rx 0
Sync Request Rx Drop 0
Sync Request Tx 0
Sync Request Tx Drop 0
Sync Rx 0
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Sync Rx Drop 0
Sync Start Rx 0
Sync Start Rx Drop 0
Sync End Rx 0
Sync End Rx Drop 0
Sync Unsolicited Rx 0
Sync Unsolicited Rx Drop 0
Sync Invalid Rx 0
Sync Tx 0
Sync Tx Drop 0
App State Rx 0
App_State_Rx Drop 0
App State Tx 0
App_State_Tx Drop 0
Start Retry Timer 0

出力は、ANCPアプリケーションによって受信（Rxで表示）および送信（Txで表示）されたメッ
セージの数およびタイプ（Up Rxなど）を示します。 Failureは、失敗したメッセージを示しま
す。 Dropは、ドロップされたメッセージを示します。 [Start Retry Timer]は、メッセージ転送が
失敗した結果として再試行タイマーが開始された回数を示します。

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ANCPアプリケーションの ICCPグループの状
態および統計情報を表示します。

show ancp redundancy iccp group, （41ページ）

設定されたICCPグループとその状態のサマリー
を表示します。

show iccp group
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show ancp redundancy iccp group
ANCPVLANサブインターフェイスがメンバである ICCPグループの状態や統計情報を表示するに
は、EXECモードで show ancp redundancy iccp groupコマンドを使用します。

show ancp redundancy iccp group [ICCP group id [interface Bundle-Ether instance.subinterface [statistics]|
statistics]| detail| interface [Bundle-Ether instance.subinterface [statistics]| detail| statistics]| statistics]

___________________
構文の説明

（任意）ICCPグループを識別する番号。範囲は 1～ 24です。ICCP group id

（任意）特定の物理層インターフェイスの情報を表示します。interface

（任意）集約されたイーサネットインターフェイスを指定します。

instance引数をイーサネットバンドルインスタンスに置き換えます。
範囲は 1～ 65535です。

subinterface引数をサブインターフェイスの値に置き換えます。範囲
は 0～ 21474883647です。

Bundle-Ether
instance.subinterface

（任意）メッセージの統計情報を表示します。statistics

（任意）詳細情報を表示します。detail

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータモジュラ QoS コマンドリファレンスリリー
ス 4.2    

   OL-26082-01-J 41

ANCP コマンド
show ancp redundancy iccp group



___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りancp

___________________
例

次に、ANCP アプリケーションで設定された ICCP グループの状態を表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp redundancy iccp group
Tue Nov 17 17:19:30.484 EST

ICCP Active Standby

Group Id Peers Interfaces Interfaces ICCP Group State
-------------------------------------------------------------------------------------------
1 1 1 0 Connected Peer Present

出力は、グループ ID、グループの状態、およびピアの数を示します。各グループ内の、ANCP がアクティブ PoA また
はスタンバイ PoA であるインターフェイスの数も示します。

次に、ICCP グループ 1 の詳細を表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp redundancy iccp group 1
Tue Nov 17 17:19:33.470 EST

ICCP Group 1 Information
---------------------------------------------------------------
State Connected Peer Present
Previous State Connected No Peers
Number of Active Interfaces 1
Number of Standby Interfaces 0
Number of Peers 1
Creation Timestamp Tue Nov 17 17:16:57 2009

ICCP Group 1 Peers

Ip Address Timestamp
-----------------------------
10.10.10.1 Tue Nov 17 17:18:49 2009

出力は、ICCP グループ 1 の現在および以前の状態、作成タイムスタンプ、およびピアの数とその IP アドレスの数を
示します。各グループ内の、ANCP がアクティブ PoA またはスタンバイ PoA であるインターフェイスの数も示しま
す。

次に、ICCP グループ 1 の統計情報を表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp redundancy iccp group 1 statistics
Tue Nov 17 17:19:38.262 EST

ICCP Group 1 Statistics
---------------------------------------------------------------
Peer Up Rx 1
Peer Down Rx 0
Sync Request Rx 0
Connect Tx 1
Connect Tx Failure 0
Disconnect Tx 0
Disconnect Tx Failure 0
Start Retry Timer 0

ICCP Group 1 Interface Statistics
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---------------------------------------------------------------
Active Rx 1
Standby Rx 0
Down Rx 0
Sync Request Rx 0
Sync Request Rx Drop 0
Sync Request Tx 4
Sync Request Tx Drop 0
Sync Rx 0
Sync Rx Drop 0
Sync Start Rx 0
Sync Start Rx Drop 0
Sync End Rx 0
Sync End Rx Drop 0
Sync Unsolicited Rx 0
Sync Unsolicited Rx Drop 0
Sync Invalid Rx 0
Sync Tx 0
Sync Tx Drop 0
App State Rx 0
App_State_Rx Drop 0
App State Tx 0
App_State_Tx Drop 0
Start Retry Timer 4

出力は、ICCPグループ 1で受信（Rxで表示）および送信（Txで表示）されたメッセージの数お
よびタイプ（Up Rxなど）を示します。 Failureは、失敗したメッセージを示します。 Dropは、
ドロップされたメッセージを示します。 [Start Retry Timer]は、メッセージ転送が失敗した結果と
して再試行タイマーが開始された回数を示します。

次に、ICCPインターフェイスに関する情報を表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp redundancy iccp group interface
Tue Nov 17 17:24:31.356 EST

ICCP Interfaces

Interface ICCP Group Id Redundancy State ICCP Group Port State
---------------------------------------------------------------------------------------------------
Bundle-Ether1.1 1 ACTIVE Active Peers

出力は、ANCP回線、ICCPグループ ID、冗長状態および ICCPグループポートの状態にマッピン
グされるMC-LAG Bundle-Etherサブインターフェイスを示します。

次に、ロケーション1.1のBundle-Etherインターフェイスに関する情報を表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp redundancy iccp group interface bundle-Ether 1.1
Tue Nov 17 17:24:37.111 EST

ICCP Group Interface Bundle-Ether1.1
---------------------------------------------------------------
ICCP Group Id 1
Redundancy State ACTIVE
ICCP Group Port Active ICCP Down
Previous State Active No Peers
Last Redundancy State Change Timestamp Thu Aug 5 12:20:40 2010
Last Sync Timestamp None
Creation Timestamp Thu Aug 5 12:20:40 2010
Request Id 0
Retry Timer Not Running
Retry Timer Period 0

出力は、ANCP回線にマッピングされたMC-LAGBundle-Ether 1.1インターフェイスに関する情報
を示します。 [ICCP Group Port]は、ICCPグループポートの現在の状態を示します。 [Previous
State]は、ICCPグループポートの以前の状態を示します。 [Request ID]は、このインターフェイ
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スのアクティブなPoAに送信された最後の要求メッセージに添付されるタグです。PoAの要求と
応答を相互に関連付けるために使用します。要求に対する応答が受信されない場合、[RetryTimer
Period]が経過した後に要求メッセージが再送信されます。 [Retry Timer]フィールドは、再試行タ
イマーの現在の状態を示します。

次に、ロケーション 1.1の Bundle_Etherインターフェイスの統計情報を表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp redundancy iccp group interface bundle-Ether 1.1 statistics
Tue Nov 17 17:24:42.662 EST

ICCP Group Interface Bundle-Ether1.1 Statistics
---------------------------------------------------------------
Active Rx 1
Standby Rx 0
Down Rx 0
Sync Request Rx 0
Sync Request Rx Drop 0
Sync Request Tx 4
Sync Request Tx Drop 0
Sync Rx 0
Sync Rx Drop 0
Sync Start Rx 0
Sync Start Rx Drop 0
Sync End Rx 0
Sync End Rx Drop 0
Sync Unsolicited Rx 0
Sync Unsolicited Rx Drop 0
Sync Invalid Rx 0
Sync Tx 0
Sync Tx Drop 0
App State Rx 0
App_State_Rx Drop 0
App State Tx 0
App_State_Tx Drop 0
Start Retry Timer 4

出力は、MC-LAG Bundle Ether 1.1インターフェイスに関連して、受信（Rxで表示）および送信
（Txで表示）されたメッセージの数およびタイプ（UpRxなど）を示します。 Failureは、失敗し
たメッセージを示します。 Dropは、ドロップされたメッセージを示します。 [Start Retry Timer]
は、メッセージ転送が失敗した結果として再試行タイマーが開始された回数を示します。

次に、ICCPグループ 1インターフェイスに関する情報を表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp redundancy iccp group 1 interface
Tue Nov 17 17:25:18.302 EST

ICCP Interfaces

Interface ICCP Group Id Redundancy State ICCP Group Port State
---------------------------------------------------------------------------------------------------
Bundle-Ether1.1 1 ACTIVE Active Peers

出力は、ICCPグループ 1の ANCP回線にマッピングされたMC-LAG Bundle-Etherサブインター
フェイスの冗長状態および ICCPグループポートの状態を示します。

次に、ロケーション 1.1の ICCPグループ 1の Bundle_Etherインターフェイスに関する情報を表示
する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp redundancy iccp group 1 interface bundle-Ether 1.1
Tue Nov 17 17:25:24.389 EST

ICCP Group Interface Bundle-Ether1.1
---------------------------------------------------------------
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ICCP Group Id 1
Redundancy State ACTIVE
ICCP Group Port Active ICCP Down
Previous State Active No Peers
Last Redundancy State Change Timestamp Thu Aug 5 12:20:40 2010
Last Sync Timestamp None
Creation Timestamp Thu Aug 5 12:20:40 2010
Request Id 0
Retry Timer Not Running
Retry Timer Period 0

出力は、ANCP回線にマッピングされた、ICCPグループ 1のMC-LAG Bundle-Ether 1.1インター
フェイスに関する情報を示します。 [ICCP Group Port]は、ICCPグループポートの現在の状態を
示します。 [Previous State]は、ICCPグループポートの以前の状態を示します。 [Request ID]は、
このインターフェイスのアクティブな PoAに送信された最後の要求メッセージに添付されるタグ
です。PoAの要求と応答を相互に関連付けるために使用します。要求に対する応答が受信されな
い場合、[Retry Timer Period]が経過した後に要求メッセージが再送信されます。 [Retry Timer]
フィールドは、再試行タイマーの現在の状態を示します。

次に、ロケーション 1.1の ICCPグループ 1の Bundle_Etherインターフェイスの統計情報を表示す
る例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp redundancy iccp group 1 interface bundle-Ether 1.1 statistics
Tue Nov 17 17:25:27.719 EST

ICCP Group Interface Bundle-Ether1.1 Statistics
---------------------------------------------------------------
Active Rx 1
Standby Rx 0
Down Rx 0
Sync Request Rx 0
Sync Request Rx Drop 0
Sync Request Tx 4
Sync Request Tx Drop 0
Sync Rx 0
Sync Rx Drop 0
Sync Start Rx 0
Sync Start Rx Drop 0
Sync End Rx 0
Sync End Rx Drop 0
Sync Unsolicited Rx 0
Sync Unsolicited Rx Drop 0
Sync Invalid Rx 0
Sync Tx 0
Sync Tx Drop 0
App State Rx 0
App_State_Rx Drop 0
App State Tx 0
App_State_Tx Drop 0
Start Retry Timer 4

出力は、ICCPグループ 1のMC-LAG Bundle Ether 1.1インターフェイスに関連して、受信（Rxで
表示）および送信（Txで表示）されたメッセージの数およびタイプ（Up Rxなど）を示します。
Failureは、失敗したメッセージを示します。 Dropは、ドロップされたメッセージを示します。
[Start Retry Timer]は、メッセージ転送が失敗した結果として再試行タイマーが開始された回数を
示します。
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___________________
関連コマンド 説明コマンド

ANCPアプリケーションの ICCP状態または統計情報
を表示します。

show ancp redundancy iccp, （38ページ）
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show ancp summary
送信元サーバ名、ステート別のネイバー数とポート数など、ANCP設定に関する情報を表示する
には、EXECモードで show ancp summaryコマンドを使用します。

show ancp summary [statistics] [detail]

___________________
構文の説明

（任意）ANCPメッセージ統計情報のサマリーを表示します。statistics

（任意）show ancp summaryの出力に加えて、比率調整設定情報を表
示します。

detail

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りancp

___________________
例 次に、ANCP設定に関する基本情報に加えてステート別のネイバー数とポート数を表示する例を

示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp summary
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ANCP Summary Information
----------------------------------------------
Capability: Topology Discovery
Server sender-name: 0013:1aff.c2bd

Neighbor count by state:
- 0
SYNSENT 0
SUNRCVD 0
ESTAB 1
----------------------------------
Total 1

Port count by state:
State Up 1
State Down 0
State Unknown 0
----------------------------------
Total 1

No. configured ports 1
No. mapped sub-interfaces 4

次に、前の例で表示した基本情報に加えて比率調整設定情報を表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp summary detail
ANCP Summary Information
----------------------------------------------
Capability: Topology Discovery
Server sender-name: 0013:1aff.c2bd

Neighbor count by state:
- 0
SYNSENT 0
SUNRCVD 0
ESTAB 1
----------------------------------
Total 1

Port count by state:
State Up 1
State Down 0
State Unknown 0
----------------------------------
Total 1

No. configured ports 1
No. mapped sub-interfaces 4

Rate adjustment configuration:
-------------------------------------------
DSL Type Loop Type Percent-Factor
-------------------------------------------
ADSL1 ETHERNET 90
ADSL2 ETHERNET 100
ADSL2PLUS ETHERNET 100
VDSL1 ETHERNET 100
VDSL2 ETHERNET 100
SDSL ETHERNET 100
ADSL1 ATM 100
ADSL2 ATM 100
ADSL2PLUS ATM 100
VDSL1 ATM 100
VDSL2 ATM 100
SDSL ATM 100

次に、ANCPメッセージ統計情報のサマリーを表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ancp summary statistics

ANCP Summary Message Statistics
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--------------------------------------
Sent Received

SYN 3 6
SYNACK 4 0
ACK 7105 2819
RSTACK 2 0
Port Up - 6
Port Down - 0
Drops 0 0
Total 7114 2831

___________________
関連コマンド 説明コマンド

個別または複数のアクセスノード（AN）ポートに関する
データまたはメッセージの統計情報を表示します。

show ancp an-port, （19ページ）

個別のANCP隣接または隣接セットに関連付けられている
データまたはメッセージの統計情報を表示します。

show ancp neighbor, （33ページ）

ステート別に隣接関係の数を表示します。show ancp neighbor summary, （36ペー
ジ）
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パケット分類コマンド

この章では、QoSのパケット分類に使用するコマンドについて説明します。パケット分類の概
念、設定作業、および例の詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Modular Quality of Service Configuration Guide』の「Configuring Modular QoS Service Packet
Classification and Marking」の章を参照してください。

• class（ポリシーマップ）, 53 ページ

• class-map, 56 ページ

• end-class-map, 59 ページ

• end-policy-map, 61 ページ

• exceed-action, 63 ページ

• match cos, 68 ページ

• match vlan, 71 ページ

• match ethertype, 73 ページ

• match fr-de, 75 ページ

• match frame-relay dlci, 77 ページ

• match access-group, 79 ページ

• match destination-address, 81 ページ

• match discard-class, 83 ページ

• match dscp, 85 ページ

• match mpls experimental topmost, 89 ページ

• match precedence, 92 ページ

• match protocol, 95 ページ

• match qos-group, 98 ページ

• match source-address, 100 ページ
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• set fr-de, 102 ページ

• set discard-class, 104 ページ

• set dscp, 106 ページ

• set mpls experimental, 108 ページ

• set precedence, 110 ページ

• shape average, 112 ページ

• show qos interface, 114 ページ
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class（ポリシーマップ）
ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定するには、ポリシーマップコンフィギュレー

ションモードで classコマンドを使用します。ポリシーマップからクラスを削除するには、この
コマンドの no形式を使用します。

class [type qos] {class-name| class-default}

no class [type qos] {class-name| class-default}

___________________
構文の説明

（オプション）Quality of Service（QoS）クラスを指定します。type qos

ポリシーを設定または変更するクラスの名前です。class-name

デフォルトクラスを設定します。class-default

___________________
コマンドデフォルト クラスの指定はありません。

タイプを指定しないと QoSになります。

___________________
コマンドモード ポリシーマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン 適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユーザグループに属している必要

があります。このコマンドリファレンスには、各コマンドに必要なタスク IDが含まれます。
ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用できないと考えられる場合、AAA管理者に連
絡してください。

ポリシーマップコンフィギュレーションモード

ポリシーマップ内で、class（ポリシーマップ）コマンドを使用すれば、ポリシーを作成または変
更するクラスの名前を指定できます。ポリシーマップを最初に指定する必要があります。

ポリシーマップを指定する（および、必要なポリシーマップコンフィギュレーションモードを

開始する）には、class（ポリシーマップ）コマンドを使用する前に、policy-mapコマンドを使用
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します。ポリシーマップを指定したあとは、新しいクラスのポリシーを設定したり、そのポリ

シーマップ内の既存のクラスのポリシーを変更できます。

クラス特性

ポリシーマップで指定されたクラス名により、class-mapコマンドによる設定に従い、そのクラ
スの特性（つまり、クラスポリシー）がクラスマップおよび一致基準と結合されます。

デフォルトクラスを設定するには、class-defaultキーワードを使用します。これは予約名であり、
ユーザ定義クラスでは使用できません。このキーワードは、クラスが設定されていない場合で

あっても、ポリシーマップ（タイプ qos）に常に追加されます。たとえば、次の設定は、クラス
が設定されていなくても、実行コンフィギュレーションで「class class-default」が表示されること
を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map pm1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# end-policy-map
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end
!
RP/0/RSP0/CPU0:router# show running-config
!
policy-map pm1
class class-default
!
end-policy-map
!

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、policy1という名前のポリシーマップを作成する方法の例を示します。このポリシーマッ

プは、class1のトラフィックを 30%に、デフォルトクラスのトラフィックを 20%にそれぞれ整形
するように定義されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match precedence 3
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RSP0/CPU0:routerconfig-pmap-c)# shape average 100 mbps
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class-default
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# shape average 50 mbps

デフォルトクラスは、class1に対して設定されている一致基準を満たさないパケットに使用され
ます。 class1は policy1で使用する前に定義しておく必要がありますが、デフォルトクラスは、シ
ステムで暗黙に定義されているため、ポリシーマップで直接使用できます。
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___________________
関連コマンド 説明コマンド

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させる関

連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを作
成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）
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class-map
トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させる関連付けられたルールを定義するに

は、グローバルコンフィギュレーションモードで class-mapコマンドを使用します。ルータから
既存のクラスマップを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

class-map [type qos] [match-all] [match-any] class-map-name

no class-map [type qos] [match-all] [match-any] class-map-name

___________________
構文の説明

（任意）Quality of Service（QoS）のクラスマップを指定します。type qos

（任意）すべての一致基準での一致を指定します。match-all

（任意）いずれかの一致基準での一致を指定します。これはデフォルト

です。

match-any

クラスマップのクラスの名前です。クラス名は、クラスマップに使用

されるだけでなく、ポリシーマップでクラスにポリシーを設定するため

にも使用されます。クラス名には最大 63文字を使用できますが、英数
字で開始する必要があります。英数字以外に次の文字を使用できます。
_ @ $ % + | # : ; - =

class-map-name

___________________
コマンドデフォルト タイプを指定しないと QoSになります。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン 適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユーザグループに属している必要

があります。このコマンドリファレンスには、各コマンドに必要なタスク IDが含まれます。
ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用できないと考えられる場合、AAA管理者に連
絡してください。
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class-mapコマンドでは、クラスマップ一致基準を作成または変更するクラスの名前を指定しま
す。このコマンドを使用するとクラスマップコンフィギュレーションモードがイネーブルにな

り、任意のmatchコマンドを入力して、そのクラスの一致基準を設定できます。インターフェイ
スに着信したパケットは、クラスマップに設定されている一致基準と照らし合わせて検査され、

パケットがそのクラスに属しているかどうかを判定されます。

クラスマップでは次のコマンドを使用できます。

• match access-group

• match atm

• match [not] cos

• match destination-address

• match [not] discard-class

• match [not] dscp

• match frame-relay dlci

• match [not] mpls experimental topmost

• match [not] precedence

• match precedence

• match [not] protocol

• match [not] qos-group

• match source-address

• match vlan

• match vpls

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、クラスの名前として class101を指定し、そのクラスに対してクラスマップを定義する方法

の例を示します。アクセスリスト 101と一致するパケットは、クラス class101に一致します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map class101
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match access-group ipv4 101

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータモジュラ QoS コマンドリファレンスリリー
ス 4.2    

   OL-26082-01-J 57

パケット分類コマンド

class-map



___________________
関連コマンド 説明コマンド

ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定します。class（ポリシーマップ）, （53ペー
ジ）

指定したアクセスコントロールリスト（ACL）番号をクラ
スマップの一致基準として識別します。

match access-group, （79ページ）

特定の宛先MACアドレスをクラスマップの一致基準とし
て明示的に識別します。

match destination-address, （81ペー
ジ）

特定の廃棄クラスの値をクラスマップの一致基準として識

別します。

match discard-class, （83ページ）

特定の IP DiffServコードポイント（DSCP）値をクラス
マップの一致基準として識別します。

match dscp, （85ページ）

最上位のマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）
ラベル内にある特定の 3ビット experimental（EXP）フィー
ルド値をクラスマップの一致基準として識別します。

match mpls experimental topmost, （89
ページ）

IP precedence値を一致基準として識別します。match precedence, （92ページ）

特定のプロトコルをクラスマップの一致基準として識別し

ます。

match protocol, （95ページ）

クラスマップの一致基準として特定の Quality of Service
（QoS）グループ値を識別します。

match qos-group, （98ページ）

特定のソースMACアドレスをクラスマップの一致基準と
して識別します。

match source-address, （100ページ）

選択された VLAN IDをクラスマップの一致基準として識
別します。

match vlan, （71ページ）
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end-class-map
クラスの一致基準の設定を終了し、クラスマップコンフィギュレーションモードを終了するに

は、クラスマップコンフィギュレーションモードで end-class-mapコマンドを使用します。

end-class-map

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、クラスマップの設定を終了し、クラスマップコンフィギュレーションモードを終了する

方法の例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map class101
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match access-group ipv4 101
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# end-class-map
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
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___________________
関連コマンド 説明コマンド

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させる

関連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）
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end-policy-map
ポリシーマップの設定を終了し、ポリシーマップコンフィギュレーションモードを終了するに

は、ポリシーマップコンフィギュレーションモードで end-policy-mapコマンドを使用します。

end-policy-map

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ポリシーマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、ポリシーマップの設定を終了し、ポリシーマップコンフィギュレーションモードを終了

する方法の例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police

rate
250
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# set precedence 3
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# end-policy-map
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

___________________
関連コマンド 説明コマンド

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを作
成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）
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exceed-action
レート制限を超過したパケットに対して実行するアクションを設定するには、ポリシーマップポ

リシングコンフィギュレーションモードで exceed-actionコマンドを使用します。ポリシーマッ
プから超過アクションを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

exceed-action [drop| set options| transmit]

no exceed-action [drop| set options| transmit]

___________________
構文の説明

（任意）パケットをドロップします。drop
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指定したパケットのプロパティを設定します。optionsを、次のいずれかのキーワード
またはキーワード引数に置き換えます。

• atm-clp value：セル損失率優先度（CLP）ビットを設定します。

• cos [inner] value：サービスクラスの値を設定します。範囲は 0～ 7です。

• cos value：サービスクラスの値を設定します。範囲は 0～ 7です。

• dei：ドロップ適性インジケータ（DEI）を設定します。 0または 1の値を指定で
きます。

• discard-class value：廃棄クラスの値を設定します。範囲は 0～ 7です。

• dscp value：DiffServコードポイント（DSCP）の値を設定し、パケットを送信し
ます。有効な値のリストについては、表 4：IP DSCP予約済みキーワード, （86
ページ）を参照してください。

• dscp [tunnel] value：DiffServコードポイント（DSCP）値を設定し、パケットを
送信します。有効な値のリストについては、表 4：IPDSCP予約済みキーワード,
（86ページ）を参照してください。 tunnelキーワードによって、DSCPは外側
ヘッダーに設定されます。

• fr-de value：フレームリレーフレームのフレームリレー廃棄適性（DE）ビット
を設定し、そのパケットを送信します。輻輳環境では、DEビットが 1に設定さ
れたフレームは、DEビットが 0に設定されたフレームの前に廃棄されます。フ
レームリレー DEビットは 1ビットしかないため、0または 1の 2つの設定しか
ありません。 DEビットのデフォルト設定は 0です。

• mpls experimental {topmost | imposition} value：マルチプロトコルラベルスイッ
チング（MPLS）パケットの最上位ラベルまたは付加ラベルのexperimental（EXP）
値を設定します。範囲は 0～ 7です。

• precedence precedence：IP precedenceを設定し、パケットを送信します。有効な
値のリストについては、表 5：IP precedence値と名前, （93ページ）を参照して
ください。

• precedence [tunnel] precedence：IP precedenceを設定し、パケットを送信します。
有効な値のリストについては、表 5：IP precedence値と名前, （93ページ）を参
照してください。 tunnelキーワードによって、優先順位が外側ヘッダーに設定さ
れます。

• qos-group value：QoSグループの値を設定します。

• qos-group value：QoSグループの値を設定します。範囲は 0～ 63です。

• srp-priority value：スペース再利用プロトコル（SRP）のプライオリティを設定し
ます。範囲は 0～ 7です。

set
options

（任意）パケットを送信します。transmit
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___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、レート制限を超えるパケットにアクションが設定されていない場合、パケット

はドロップされます。

___________________
コマンドモード ポリシーマップポリシングコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

set deiキーワードが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

トラフィックポリシング機能の詳細については、police rate, （118ページ）コマンドを参照して
ください。

• experimental値、qos-group値、および廃棄クラス値または

• experimental値および qos-group値または

• experimental値および廃棄クラス値

ポリシーマップの set deiアクションは、802.1adパケットで次の項目に対してサポートされてい
ます。

•入力および出力

•レイヤ 2サブインターフェイス

•レイヤ 2メインインターフェイス

•レイヤ 3メインインターフェイス

set deiアクションは、802.1adカプセル化用に設定されていないインターフェイスのトラフィッ
クに対しては無視されます。

（注）
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次のMPLSの例では、レート制限を超えるトラフィックをドロップするトラフィックポリシング

を設定しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match mpls experimental topmost 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# exit

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police rate 250 kbps burst 50
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# exceed-action drop
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface pos 0/5/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if) service-policy input policy1

この例では、ポリシングレートを 5 Mbpsに設定しています。適合するトラフィックは 0の DEI
値でマーキングします。ポリシングレートを超過したトラフィックは 1のDEI値でマーキングし
ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map 1ad-mark-dei
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class c1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police rate 5 mbps
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# conform-action set dei 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# exceed-action set dei 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# end-policy-map

___________________
関連コマンド 説明コマンド

レート制限に適合したパケットに対して実行するアクションを設

定します。

conform-action, （166ページ）

（SIP 700カードだけに使用されます）。アップストリームノード
で以前に廃棄適性とマーキングされた入力レイヤ 2のフレームリ

exceed-color, （202ページ）

レーパケットの事前分類を設定します。これらの以前マーキング

されたパケットは、2レート 3カラー（2R3C）トラフィックポリ
シング機能の一部として入力インターフェイスのカラーアウェア

ポリサーによって解析され、事前に分類されます。

トラフィックポリシングを設定し、ポリシーマップポリシング

コンフィギュレーションモードを開始します。

police rate, （118ページ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを作成
または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）
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説明コマンド

指定されたインターフェイス上のすべてのサービスポリシーに対

して設定されている全クラスのポリシー設定情報を表示します。

show policy-map interface, （
132ページ）

レート制限に違反するパケットに対して実施するアクションを設

定します。

violate-action, （149ページ）
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match cos
指定したサービスクラス（CoS）値をクラスマップの一致基準として識別するには、クラスマッ
プコンフィギュレーションモードで match cosコマンドを使用します。指定した CoSクラス値
をクラスマップの一致基準から削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

match [not] cos {cos-value [cos-value1 ... cos-value7]| inner inner-cos-value [inner cos-value1 ... inner
cos-value7]}

no match [not] cos {cos-value [cos-value1 ... cos-value7]| inner inner-cos-value [inner cos-value1 ... inner
cos-value7]}

___________________
構文の説明

（任意）指定した一致結果を除外します。not

0～ 7の正確な値を指定する識別子。パケットに一致する CoS IDを
8つまで指定できます。

cos-value

（任意）QinQ設定などの内部 CoS値を指定します。inner

0～ 7の正確な値を指定する識別子。パケットに一致する入力CoS ID
を 8つまで指定できます。

inner-cos-value

___________________
コマンドデフォルト 一致基準が指定されていません。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

match cosコマンドでは、クラスマップで指定されているクラスにパケットが属するかどうかを
判定するために検査対象の一致基準としてサービスクラスを指定します。
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match cosコマンドを使用するには、先に class-mapコマンドを入力して、一致基準を確立するた
めにクラスの名前を指定する必要があります。クラスマップ内で複数のmatch cosコマンドを指
定すると、最初の match cosコマンドに、後続の matchステートメントの値が追加されます。

match cosコマンドは、出力レイヤ 2インターフェイス、レイヤ 2サブインターフェイス、および
レイヤ 3物理インターフェイスでサポートされます。レイヤ 3インターフェイスはレイヤ 2サブ
インターフェイスを持つことができるため、レイヤ3物理インターフェイスもサポートされます。

•入力および出力

•レイヤ 2メインインターフェイスおよびサブインターフェイス

•レイヤ 3メインインターフェイス

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、policy1という名前のサービスポリシーを設定し、policy1をインターフェイスに付加する

例を示します。この例では、クラスマップ cos146は、1、4、または 6のサービスクラスの値に
対して、Packet-over-SONET（POS）インターフェイス 0/1/0/0.100に着信するすべてのパケットを
評価します。これらの CoS値のいずれかがマーキングされている着信パケットは、300 kbpsの帯
域幅設定でクラスキューに格納されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map cos146
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match cos 1 4 6
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# exit

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class cos146
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# bandwidth 300
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface
pos 0/1/0/0

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# service-policy
input

policy1

___________________
関連コマンド 説明コマンド

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させる

関連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）

特定の廃棄クラスの値をクラスマップの一致基準として識別

します。

match discard-class, （83ページ）
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説明コマンド

特定のプロトコルをクラスマップの一致基準として識別しま

す。

match protocol, （95ページ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを
作成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）

発信パケットのレイヤ 2サービスクラス（CoS）値を設定し
ます。

set cos, （221ページ）
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match vlan
選択された VLAN IDをクラスマップの一致基準として識別するには、クラスマップコンフィ
ギュレーションモードでmatch vlanコマンドを使用します。クラスマップからVLAN ID一致基
準を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

match vlan [inner] vlanid [vlanid1 ... vlanid7]

no match vlan [inner] vlanid [vlanid1 ... vlanid7]

___________________
構文の説明

（任意）QinQ設定などでの照合に内部 VLANを指定します。inner

1～ 4094の厳密値、または 1～ 4094の値範囲を指定する VLAN ID。 1つ
の matchステートメントで最大 8つの値を指定できます。

vlanid

___________________
コマンドデフォルト 一致基準が指定されていません。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

match vlanコマンドでは、クラスマップで指定されているクラスにパケットが属するかどうかを
判定するために検査対象の一致基準として使用される VLAN IDを指定します。

match vlanコマンドを使用するには、先に class-mapコマンドを入力して、一致基準を確立する
クラスの名前を指定する必要があります。クラスマップ内で複数の match vlanコマンドを指定
すると、最初のmatchvlanコマンドに後続のmatchステートメントの値が最大8つ追加されます。
この数を超過すると、ステートメントは拒絶されます。

このコマンドは、レイヤ 3の入力でだけサポートされます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、policy1という名前のサービスポリシーを設定し、policy1をインターフェイスに付加する

例を示します。この例では、クラスマップ vlan1で、ギガビットイーサネットインターフェイ
ス 0/1/0/0に着信するすべてのパケットに対して、VLAN IDが 1234、1698、および 3000～ 4000
の範囲にあるか評価します。これらの VLAN IDのいずれかがマーキングされている着信パケッ
トは、300 kbpsの帯域幅設定でクラスキューに格納されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map vlan1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match vlan 1234 1698 3000-4000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class vlan1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# bandwidth 300
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface gigabitethernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# service-policy input policy1

___________________
関連コマンド 説明コマンド

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させる

関連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）
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match ethertype
選択されたイーサネットタイプフィールドをクラスマップの一致基準として識別するには、ク

ラスマップコンフィギュレーションモードで match ethertypeコマンドを使用します。クラス
マップからイーサネットタイプフィールドの一致基準を削除するには、このコマンドの no形式
を使用します。

match ethertype ethertype_field

no match ethertype ethertype_field

___________________
構文の説明

イーサネットサービスを指定するイーサネットタイプフィールド。値は次のと

おりです。

• <1536-65535>：イーサネットの値。2054（ARPを表す値）だけがサポートさ
れています。

• arp：アドレス解決プロトコルの照合を行います。

• ipv4（サポートされません）。

• ipv6（サポートされません）。

サポートされる値以外の値を指定すると、設定をコミットすることができ

ます。ただし、インターフェイスにポリシーマップ（無効な ethertypeの
一致を含む）を適用する設定をコミットしようとすると、コミットアク

ションは拒否されます。

注意

ethertype_field

___________________
コマンドデフォルト 一致基準が指定されていません。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.1.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、イーサネットタイプを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map match-any arp_1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match ethertype arp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# exit

___________________
関連コマンド 説明コマンド

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させる

関連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）
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match fr-de
フレームリレー廃棄適性（DE）ビット設定に基づいてパケットを照合するには、クラスマップ
コンフィギュレーションモードでmatch fr-deコマンドを使用します。一致基準を削除するには、
このコマンドの no形式を使用します。

match fr-de fr-de-bit-value

no match fr-de fr-de-bit-value

___________________
構文の説明

（任意）指定した一致結果を除外します。not

フレームリレーDEビットを指定します。 1の値を指定できます。fr-de-bit-value

___________________
コマンドデフォルト パケットは、フレームリレー DEビット設定に基づいて照合されません。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

この一致基準は、service-policyコマンドを使用してサブインターフェイス（L2PVC）の下で使用
され、入力方向でだけサポートされます。この一致基準は、階層型ポリシーマップでも使用でき

ます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos
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___________________
例 次に、match-fr-deと呼ばれるクラスを作成し、フレームリレー DEビット設定に基づいてパケッ

トを照合する方法の例を示します。パケットは、フレームリレー DEビット 1と一致します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map match-fr-d
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match fr-de 1
RP/0/RSP0/CPU0:routerrouter(config-cmap)# end

フレームリレー DEビット 0を照合するには、次の設定を使用します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map match-not-fr-de
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match not fr-de 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# end

___________________
関連コマンド 説明コマンド

インターフェイスから送信されるすべてのトラフィックについて、

フレームリレーフレームのアドレスフィールドで廃棄適性（DE）
ビット設定を 1に変更します。

set fr-de, （102ページ）
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match frame-relay dlci
クラスマップで一致基準としてフレームリレーパケットのデータリンク接続識別子（DLCI）番
号または番号範囲を指定するには、クラスマップコンフィギュレーションモードで match
frame-relay dlciコマンドを使用します。以前に一致基準として指定した DLCI番号を削除するに
は、このコマンドの no形式を使用します。

match frame-relay dlci [Dlci| StartDlci-EndDlci]

no match frame-relay dlci [Dlci| StartDlci-EndDlci]

___________________
構文の説明

パケットに関連付けられた DLCI番号。範囲は 16～ 1007です。Dlci

16～ 1007の DLCI番号範囲。番号はハイフンで区切ります。StartDlci-EndDlci

___________________
コマンドデフォルト DLCI番号は指定されません。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

match frame-relay dlciコマンドの一致基準は、階層型ポリシーマップでだけ使用できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos
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___________________
例 次に、fr-dlciクラスマップを作成し、一致基準としてフレームリレーのDLCI番号範囲 100～ 200

を指定する例を示します。この条件を満たす DLCIのパケットが fr-dlciに置かれます。この例で
は、クラスマップ fr-dlciは 100～ 200の範囲にある DLCIの Packet-over-SONET/SDH（POS）イ
ンターフェイス 0/1/0/0.1に着信するすべてのパケットを評価します。着信パケットが 100～ 200
の範囲の DLCIでマーキングされている場合、パケットは 300 kbpsの帯域幅設定でクラスキュー
に格納されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map fr-dlci
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match frame-relay dlci 100-200
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# end
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class fr-dlci
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# bandwidth 300
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface pos 0/1/0/0.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# service-policy output policy1

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface pos 0/1/0/0.1 point-to-point pvc 16
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-subif)# pvc 16
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-fr-vc)# service-policy output policy1

___________________
関連コマンド
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match access-group
指定したアクセスコントロールリスト（ACL）番号をクラスマップの一致基準として識別する
には、クラスマップコンフィギュレーションモードで match access-groupコマンドを使用しま
す。クラスマップから ACL一致基準を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

match access-group ipv4 access-group-name

no match access-group ipv4 access-group-name

___________________
構文の説明

照合する IPv4アクセスグループの名前を指定します。ipv4

パケットが特定のクラスに属するかどうかを判定するために検査す

る対象の一致基準として内容を使用する ACL。
access-group-name

___________________
コマンドデフォルト クラスマップの一致基準として IPv6または IPv4のいずれも指定しない場合は、デフォルトで

IPv4アドレス指定が使用されます。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

クラスベースの機能（マーキング、ModifiedDeficit RoundRobin（MDRR）、ポリシングなど）の
場合は、ACLや入力インターフェイスなどの一致基準に基づいてトラフィッククラスを定義しま
す。クラスの一致基準を満たすパケットは、そのクラスのトラフィックの一部となります。

match access-groupコマンドでは、クラスマップで指定されているクラスにパケットが属するか
どうかを判定するために検査対象の一致基準として内容を使用する ACLを指定します。

対応するACLに SYN、ACK、FINなどの TCPフィールドがあるアクセスコントロールエントリ
はサポートされていません。
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match access-groupコマンドを使用するには、先に class-mapコマンドを入力して、一致基準を設
定するクラスの名前を指定する必要があります。1つのmatchステートメントで、最大8つの IPv4
および IPv6 ACLを指定できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、map1という名前のクラスマップを指定し、このクラスの一致基準として使用するように

map1を設定する方法の例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map map1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match access-group ipv4 map1

___________________
関連コマンド 説明コマンド

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させる関

連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを作
成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）
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match destination-address
特定の宛先MACアドレスをクラスマップの一致基準として明示的に識別するには、クラスマッ
プコンフィギュレーションモードでmatch destination-addressコマンドを使用します。特定の宛
先MACアドレスをクラスマップの一致基準から削除するには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

match destination-address mac address

no match destination-address mac address

___________________
構文の説明 MACアドレスを指定します。mac

宛先MACアドレスを指定します。address

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

match destination-addressコマンドでは、クラスマップで指定されているクラスにパケットが属
するかどうかを判定するために検査対象の一致基準として宛先アドレスを指定します。

match destination-addressコマンドを使用するには、先に class-mapコマンドを入力して、一致基
準を確立するためにクラスの名前を指定する必要があります。クラスマップ内で複数の match
destination-addressコマンドを指定すると、最後に入力したコマンドだけが適用されます。

match destination-addressコマンドは、出力サービスポリシーでだけサポートされます。

レイヤ 3ターゲットに対するレイヤ 2一致基準や、レイヤ 2ターゲットに対するレイヤ 3一致基
準は、許可されていません。 match destination-addressコマンドは、出力レイヤ 2インターフェ
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イス、レイヤ 2サブインターフェイス、およびレイヤ 3物理インターフェイスでサポートされま
す。レイヤ 3インターフェイスはレイヤ 2サブインターフェイスを持つことができるため、レイ
ヤ 3物理インターフェイスもサポートされます。

このコマンドは、イーサネットインターフェイスに付加されたポリシーマップに使用できます。

このコマンドは、Packet-over-SONET/SDH（POS）インターフェイスまたは経路選択済み VLAN
サブインターフェイスに接続するポリシーには使用できません。

一致する 48ビットMACアドレスは、L2VPN PEインターフェイスで xxxx.xxxx.xxxxフォーマッ
トで指定します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、宛先MACアドレスを照合する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#class-map match-any A
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match destination-address mac 000.f0d0.2356

___________________
関連コマンド 説明コマンド

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させる

関連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）
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match discard-class
特定の廃棄クラスの値をクラスマップの一致基準として識別するには、クラスマップコンフィ

ギュレーションモードでmatch discard-classコマンドを使用します。指定した廃棄クラスの値を
クラスマップの一致基準から削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

match [not] discard-class discard-class-value [discard-class-value1 ... discard-class-value7]

no match [not] discard-class discard-class-value [discard-class-value1 ... discard-class-value7]

___________________
構文の説明

（任意）指定した一致結果を除外します。not

廃棄クラス ID。パケットに一致する廃棄クラス IDを 8つまで指定で
きます。クラス IDはスペースで区切ります。範囲は 0～ 7です。

discard-class-value

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

match discard-classコマンドでは、クラスマップで指定されているクラスにパケットが属するか
どうかを判定するために検査対象の一致基準として廃棄クラスを指定します。

match discard-classコマンドを使用するには、先に class-mapコマンドを入力して、一致基準を確
立するためにクラスの名前を指定する必要があります。クラスマップ内で複数のmatchdiscard-class
コマンドを指定すると、既存の matchステートメントに新しい値が追加されます。

matchdiscard-classコマンドでは、パケット上にマーキングされた廃棄クラスを調べる一致基準を
設定します。 1つの matchステートメントで、最大 8つの廃棄クラスの値を照合できます。たと
えば、match discard-class 0 1 2 3 4 5 6 7を使用すると、廃棄クラスの値 0、1、2、3、4、5、6、お
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よび 7に一致する結果が返されます。一致すると見なされるために必要な値は、7つのうちのい
ずれかだけです（OR演算）。

廃棄クラスの値は、一致基準としてだけ使用されます。値に数学的意味はありません。たとえ

ば、廃棄クラス値 2が 1より大きいわけではありません。値が示すのは、廃棄クラス値 2がマー
キングされたパケットと廃棄クラス値 1がマーキングされたパケットの扱いが異なることだけで
す。

match discard-classコマンドは、出力ポリシーにだけ適用されます。（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、policy1という名前のサービスポリシーをインターフェイスに付加する例を示します。こ

の例では、ギガビットイーサネットインターフェイス 0/1/0/9から発信されるすべてのパケット
を、廃棄クラス値 5と評価するため、クラスマップ discard class5を作成します。廃棄クラス値 5
がマーキングされたパケットは、300 kbpsの帯域幅設定でクラスキューに格納されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map discard-class5
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match discard-class 5
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class discard-class5
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# bandwidth 300
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface gigabitethernet 0/1/0/9
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# service-policy output policy1

___________________
関連コマンド 説明コマンド

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させる関

連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを作成
または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）

IP Version 4（IPv4）またはマルチプロトコルラベルスイッチン
グ（MPLS）パケットの廃棄クラスおよびQualityofService（QoS）
グループ IDを設定します。

set discard-class, （104ページ）

パケットの Quality of Service（QoS）グループ IDを設定します。set qos-group
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match dscp
特定の IP DiffServコードポイント（DSCP）値をクラスマップの一致基準として識別するには、
クラスマップコンフィギュレーションモードでmatch dscpコマンドを使用します。クラスマッ
プから DSCP値を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

match [not] dscp [ipv4| ipv6] dscp-value [dscp-value1 ... dscp-value7]

no match [not] dscp [ipv4| ipv6] dscp-value [dscp-value1 ... dscp-value7]

___________________
構文の説明

（任意）指定した一致結果を除外します。not

（任意）IPv4 DSCP値を指定します。ipv4

（任意）IPv6 DSCP値を指定します。ipv6

正確な値または値の範囲を指定する IP DSCP値 ID。範囲は 0～ 63です。
パケットに一致する IPDSCP値を8つまで指定できます。数値の代わりに、
予約済みキーワードも指定できます。表 4：IP DSCP予約済みキーワード,
（86ページ）に、予約済みキーワードを示します。

dscp-value

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、IPバージョン 4（IPv4）および IPv6の両方のパケットに一致します。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

match dscpコマンドでは、クラスマップで指定されているクラスにパケットが属するかどうかを
判定するために検査対象の一致基準として DSCP値を指定します。
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match dscpコマンドを使用するには、先に class-mapコマンドを入力して、一致基準を確立する
ためにクラスの名前を指定する必要があります。クラスマップ内で複数の match dscpコマンド
を指定すると、最後に入力したコマンドだけが適用されます。

match dscpコマンドでは、IPヘッダーのタイプオブサービス（ToS）バイトのうち、上位 6ビッ
トを調べます。一致すると見なされるために必要な値は、8つのうちのいずれかだけです（OR演
算）。

コマンドでサポートする IP DSCP値は 8つだけです。 8つの値すべてが照合された後に、match
ステートメントをさらに設定しようとすると、ステートメントが拒否されます。

IP DSCP値は、一致基準としてだけ使用されます。値に数学的意味はありません。たとえば、IP
DSCP値 2が 1より大きいわけではありません。値が示すのは、IP DSCP値 2がマーキングされ
たパケットと IP DSCP値 1がマーキングされたパケットの扱いが異なることだけです。これらの
マーキングされたパケットの扱いは、ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで、

QoSポリシーの設定を使用してユーザが定義します。

次の表に示す予約済みキーワードは、数値の代わりに指定できます。

表 4：IP DSCP 予約済みキーワード

予約済みキーワードDSCP 値

default0

AF1110

AF1212

AF1314

AF2118

AF2220

AF2322

AF3126

AF3228

AF3330

AF4134

AF4236

AF4338

EF46
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予約済みキーワードDSCP 値

CS18

CS216

CS324

CS432

CS540

CS648

CS756

ipv4 dscpipv4

ipv6 dscpipv6

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、policy1という名前のサービスポリシーを設定し、policy1をインターフェイスに付加する

例を示します。この例では、クラスマップ dscp14は、IP DSCP値 14の Packet-over-SONET/SDH
（POS）インターフェイス 0/1/0/0に着信するすべてのパケットを評価します。 IP DSCP値 14が
マーキングされている着信パケットは、300 kbpsの帯域幅設定でクラスキューに格納されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map dscp14
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match dscp ipv4 14
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# exit

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class dscp14
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# bandwidth 300
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface pos 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# service-policy input policy1
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___________________
関連コマンド 説明コマンド

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させる

関連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを作
成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）

タイプオブサービス（ToS）バイト内の IP DiffServコードポ
イント（DSCP）を設定することでパケットをマーキングしま
す。

set dscp, （106ページ）

IP precedence値を一致基準として識別します。match precedence, （92ページ）
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match mpls experimental topmost
最上位のマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）ラベル内にある特定の 3ビット
experimental（EXP）フィールド値をクラスマップの一致基準として識別するには、クラスマップ
コンフィギュレーションモードでmatch mpls experimental topmostコマンドを使用します。 EXP
フィールド値をクラスマップの一致基準から削除するには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

match [not] mpls experimental topmost exp-value [exp-value1 ...exp-value7]

no match [not] mpls experimental topmost exp-value [exp-value1 ...exp-value7]

___________________
構文の説明

（任意）指定した一致結果を除外します。not

0～ 7の正確な値を指定する EXP値。MPLSヘッダーに一致する EXP
値を 8つまで指定できます。

exp-value

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

クラスマップでは match mpls experimental topmostコマンドを使用して、パケットに一致する
MPLS EXP値を識別します。

matchmpls experimental topmostコマンドを使用するには、先に class-mapコマンドを入力して、
一致基準を確立するためにクラスの名前を指定する必要があります。クラスマップ内で複数の

match mpls experimental topmostコマンドを指定すると、既存の matchステートメントに新しい
値が追加されます。
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このコマンドでは、MPLSパケットの最上位ラベルに含まれる 3つの EXPビットを調べます。 1
つの matchステートメントで、最大 8つの EXP値を照合できます。たとえば、match mpls
experimental topmost 2 4 5 7を使用すると、EXP値 2、4、5、および 7に一致する結果が返されま
す。一致すると見なされるために必要な値は、4つのうちのいずれかだけです（OR演算）。

EXP値は、一致基準としてだけ使用されます。値に数学的意味はありません。たとえば、EXP
値 2が 1より大きいわけではありません。値が示すのは、EXP値 2がマーキングされたパケット
とEXP値 1がマーキングされたパケットの扱いが異なることです。これらの異なるパケットの扱
いは、ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで、QoSポリシーの設定を使用し
てユーザが定義します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、policy1という名前のサービスポリシーを設定し、policy1をインターフェイスに付加する

例を示します。この例では、クラスマップmplsmap1で、ギガビットイーサネットインターフェ
イス 0/1/0/9に着信するすべてのパケットを、MPLS EXP値 1に評価します。MPLS EXP値 1が
マーキングされている着信パケットは、300 kbpsの帯域幅設定でクラスキューに格納されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map mplsmap1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match mpls experimental topmost 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class mplsmap1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# bandwidth 300
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface gigabitethernet 0/1/0/9
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# service-policy input output policy1

___________________
関連コマンド 説明コマンド

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させ

る関連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）

特定の IPDiffServコードポイント（DSCP）値をクラスマッ
プの一致基準として識別します。

match dscp, （85ページ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを
作成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）

set mpls experimental, （108ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータモジュラ QoS コマンドリファレンスリ
リース 4.2

90 OL-26082-01-J  

パケット分類コマンド

match mpls experimental topmost



説明コマンド

指定されたインターフェイス上のすべてのサービスポリシー

に対して設定されている全クラスのポリシー設定情報を表示

します。

show policy-map interface, （132ペー
ジ）
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match precedence
IP precedence値を一致基準として識別するには、クラスマップコンフィギュレーションモードで
match precedenceコマンドを使用します。クラスマップから precedence値を削除するには、この
コマンドの no形式を使用します。

match [not] precedence [ipv4| ipv6] precedence-value [precedence-value1 ... precedence-value7]

no match [not] precedence [ipv4| ipv6] precedence-value [precedence-value1 ... precedence-value7]

___________________
構文の説明

（任意）指定した一致結果を除外します。not

（任意）IPv4 precedence値を指定します。ipv4

（任意）IPv6 precedence値を指定します。ipv6

正確な値を指定する IP precedence値 ID。範囲は 0～ 7です。数値の代わ
りに、予約済みキーワードも指定できます。表 5：IP precedence値と名前,
（93ページ）に、予約済みキーワードを示します。

1つのmatchステートメントで、最大 8つの precedence値を照合できます。

precedence-value

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、IPバージョン 4（IPv4）および IPv6の両方のパケットに一致します。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

match precedenceコマンドでは、クラスマップで指定されているクラスにパケットが属するかど
うかを判定するために検査対象の一致基準として precedence値を指定します。
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matchprecedenceコマンドを使用するには、先に class-mapコマンドを入力して、一致基準を確立
するためにクラスの名前を指定する必要があります。クラスマップ内で複数のmatch precedence
コマンドを指定すると、最後に入力したコマンドだけが適用されます。

matchprecedenceコマンドでは、IPヘッダーのサービスタイプ（ToS）バイトのうち、上位3ビッ
トを調べます。 1つの matchステートメントで、最大 8つの precedence値を照合できます。たと
えば、match precedence ipv4 0 1 2 3 4 5 6 7を使用すると、IP precedence値 0、1、2、3、4、5、6、
および 7に一致する結果が返されます。一致すると見なされるために必要な値は、8つのうちの
いずれかだけです（OR演算）。

precedence値は、一致基準としてだけ使用されます。値に数学的意味はありません。たとえば、
precedence値 2が 1より大きいわけではありません。値が示すのは、precedence値 2がマーキン
グされたパケットと precedence値 1がマーキングされたパケットが異なることだけです。これら
の異なるパケットの扱いは、ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで、QoSポ
リシーの設定を使用してユーザが定義します。

次の表に、IP precedence値と対応する名前を、重要度の高い順に示します。

表 5：IP precedence 値と名前

名前値

routine0

priority1

immediate2

flash3

flash-override4

critical5

internet6

network7

ipv4 precedenceipv4

ipv6 precedenceipv6

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos
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___________________
例 次に、policy1という名前のサービスポリシーを設定し、policy1をインターフェイスに付加する

例を示します。この例では、クラスマップ ipprec5で、ギガビットイーサネットインターフェイ
ス 0/1/0/9に着信するすべてのパケットを、precedence値 5に評価します。 precedence値 5がマー
キングされている着信パケットは、300 kbpsの帯域幅設定でクラスキューに格納されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map ipprec5
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match precedence ipv4 5
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class ipprec5
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# bandwidth 300
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface gigabitethernet 0/1/0/9
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# service-policy input policy1

___________________
関連コマンド 説明コマンド

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させる

関連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを
作成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）

IPヘッダーに優先順位を設定します。set precedence, （110ページ）

指定されたインターフェイス上のすべてのサービスポリシー

に対して設定されている全クラスのポリシー設定情報を表示

します。

show policy-map interface, （132ペー
ジ）
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match protocol
特定のプロトコルをクラスマップの一致基準として識別するには、クラスマップコンフィギュ

レーションモードで match protocolコマンドを使用します。クラスマップからプロトコルごと
の一致基準を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

match [not] protocol protocol-value [protocol-value1 ... protocol-value7]

no match [not] protocol protocol-value [protocol-value1 ... protocol-value7]

___________________
構文の説明

（任意）指定した一致結果を除外します。not

プロトコル ID。 1つのmatchステートメントで 1つの protocol-value（数
字と名前の任意の組み合わせ）を照合できます。

protocol-value

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

トラフィッククラスの定義は、プロトコル、アクセスコントロールリスト（ACL）、入力イン
ターフェイス、QoSラベル、experimental（EXP）フィールド値などの一致基準に基づいています。
クラスの一致基準を満たすパケットは、そのクラスのトラフィックの一部となります。

match protocolコマンドは、パケットがクラスマップで指定されたクラスに属するかどうか判別
するために照合される一致基準として使用されるプロトコル名を指定します。使用可能なプロト

コル名はその後の表に一覧表示されます。

protocol-value引数は、プロトコル番号の範囲をサポートしています。クラスを識別した後で、
match protocolコマンドを使用して一致基準を設定できます。
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表 6：プロトコル名と説明

説明名前

認証ヘッダープロトコルahp

Cisco Enhanced Interior Gateway Routing Protocoleigrp

Encapsulation Security Payloadesp

Cisco Generic Routing Encapsulation Tunnelinggre

インターネット制御メッセージプロトコルicmp

Internet Gateway Message Protocoligmp

Cisco IGRP Routing protocoligrp

IP-in-IPトンネリングipinip

すべての IPv4プロトコルipv4

すべての IPv6プロトコルipv6

すべてのMPLSパケットmpls

KA9Q NOS互換 IP-over-IPトンネリングnos

Open Shortest Path First、ルーティングプロトコ
ル

ospf

ペイロード圧縮プロトコルpcp

Protocol Independent Multicastpim

Stream Control Transmission Protocolsctp

Transport Control Protocoltcp

ユーザデータグラムプロトコルudp

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos
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___________________
例 次の例では、すべての TCPパケットが class1クラスに属しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match protocol tcp

___________________
関連コマンド 説明コマンド

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させる

関連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）

指定したアクセスコントロールリスト（ACL）番号をクラス
マップの一致基準として識別します。

match access-group, （79ページ）

最上位のマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）ラ
ベル内にある特定の 3ビット experimental（EXP）フィールド
値をクラスマップの一致基準として識別します。

matchmpls experimental topmost, （
89ページ）

クラスマップの一致基準として特定のQualityofService（QoS）
グループ値を識別します。

match qos-group, （98ページ）
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match qos-group
クラスマップの一致基準として特定のQuality of Service（QoS）グループ値を識別するには、クラ
スマップコンフィギュレーションモードでmatch qos-groupコマンドを使用します。特定のQoS
グループ値をクラスマップの一致基準から削除するには、このコマンドのno形式を使用します。

match [not] qos-group [qos-group-value 1 ... qos-group-value8]

no match [not] qos-group

___________________
構文の説明

（任意）指定した一致結果を除外します。not

0～ 63の厳密値、または 0～ 63の値範囲を指定する QoSグループ値
ID。 1つの matchステートメントで最大 8つの値を入力できます。

qos-group-value

___________________
コマンドデフォルト 一致基準が指定されていません。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

match qos-groupコマンドでは、パケット上にマーキングされた QoSグループを調べる一致基準
を設定します。 1つのmatchステートメントで、最大 8つの QoSグループ値を照合できます。た
とえば、match qos-group 4 9 11 15 16 21 30 31を使用すると、QoSグループ値 4、9、11、15、16、
21、30、および 31に一致する結果が返されます。一致すると見なされるために必要な値は、8つ
のうちのいずれかだけです（OR演算）。

QoSグループ値は、一致基準としてだけ使用されます。値に数学的意味はありません。たとえ
ば、QoSグループ値 2が 1より大きいわけではありません。値が示すのは、QoSグループ値 2が
マーキングされたパケットと QoSグループ値 1がマーキングされたパケットの扱いが異なること
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だけです。これらの異なるパケットの取り扱いは、ポリシーマップクラスコンフィギュレーショ

ンモードで service-policyコマンドを使用して定義されます。

QoSグループの設定は、ローカルルータの範囲に制限されています。通常、QoSグループはロー
カルルータに設定され、WREDまたはMDRRと併せて使用されることで、グループ IDに基づく
異なるレベルのサービスを提供しています。

match qos-groupコマンドは、出力ポリシーでだけサポートされています。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、policy1という名前のサービスポリシーをインターフェイスに付加する例を示します。こ

の例では、クラスマップ qosgroup5で、GigabitEthernet 0/1/0/9から発信されるすべてのパケットを
QoSグループ値 5と評価します。QoSグループ値 5がマーキングされているパケットは、300 kbps
の帯域幅設定でクラスキューに格納されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map qosgroup5
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match qos-group 5
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class qosgroup5
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# bandwidth 300
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface gigabitethernet 0/1/0/9
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# service-policy output policy1

___________________
関連コマンド 説明コマンド

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させる関

連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを作成
または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）

IP Version 4（IPv4）またはマルチプロトコルラベルスイッチン
グ（MPLS）パケットの廃棄クラスおよびQualityofService（QoS）
グループ IDを設定します。

set discard-class, （104ページ）

パケットの Quality of Service（QoS）グループ IDを設定します。set qos-group
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match source-address
特定のソースMACアドレスをクラスマップの一致基準として識別するには、クラスマップコン
フィギュレーションモードで match source-addressコマンドを使用します。特定のソースMAC
アドレスをクラスマップの一致基準から削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

match source-address mac address

no match source-address mac address

___________________
構文の説明 MACアドレスを指定します。mac

ソースMACアドレスを指定します。address

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

match source-addressコマンドでは、クラスマップで指定されているクラスにパケットが属する
かどうかを判定するために検査対象の一致基準として使用されるソースアドレスを指定します。

match source-addressコマンドを使用するには、先に class-mapコマンドを入力して、一致基準を
確立するクラスの名前を指定する必要があります。クラスマップ内で複数のmatch source-address
コマンドを指定すると、最後に入力したコマンドだけが適用されます。

このコマンドは、入力サービスポリシーだけでサポートされます。

レイヤ 3ターゲットに対するレイヤ 2一致基準や、レイヤ 2ターゲットに対するレイヤ 3一致基
準は、許可されていません。
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match source-addressコマンドは、出力レイヤ 2インターフェイス、レイヤ 2サブインターフェイ
ス、およびレイヤ 3物理インターフェイスでサポートされます。レイヤ 3インターフェイスはレ
イヤ 2サブインターフェイスを持つことができるため、レイヤ 3物理インターフェイスもサポー
トされます。

match source-addressコマンドは、イーサネットインターフェイスに付加されたポリシーマップ
に使用できます。このコマンドは、Packet-over-SONET/SDH（POS）インターフェイスまたは経路
選択済み VLANサブインターフェイスに接続するポリシーには使用できません。

一致する 48ビットMACアドレスは、L2VPN PEインターフェイスで xxxx.xxxx.xxxxフォーマッ
トで指定します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、ソースMACアドレスを照合する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map match-any A
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match source-address mac 0003.f0d0.2356

___________________
関連コマンド 説明コマンド

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させる

関連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）
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set fr-de
インターフェイスから送信されるすべてのトラフィックについて、フレームリレーフレームのア

ドレスフィールドで廃棄適性（DE）ビット設定を 1に変更するには、ポリシーマップコンフィ
ギュレーションモードで set fr-deコマンドを使用します。 DEビットの設定を削除するには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

set fr-de [ fr-de-bit-value ]

no set fr-de [ fr-de-bit-value ]

___________________
構文の説明

（任意）指定した一致結果を除外します。not

（任意）フレームリレー DEビットを指定します。 0または 1の値を
指定できます。 1の値を指定できます。

fr-de-bit-value

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は 0です。

___________________
コマンドモード ポリシーマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

トラフィックポリシーでこのコマンドをディセーブルにするには、トラフィックポリシーのポリ

シーマップコンフィギュレーションモードで、no set fr-deコマンドを使用します。

DEビットがすでに 1に設定されている場合、フレームは変更されません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos
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___________________
例 次に、set fr-deコマンドを使用してトラフィックポリシーでDEビットを設定する例を示します。

ルータにより、ip-precedenceクラスに属す発信パケットの DEビットが設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map ip-precedence
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match precedence 0 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map set-de
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class ip-precedence
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# set fr-de 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface serial 0/1/0/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# no ip address
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# encapsulation frame-relay
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# interface serial 0/1/0/0.1 point-to-point
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-subif)# ip address 10.1.1.1 255.255.255.252
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-subif)# pvc 16
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-fr-vc)# service-policy output set-de

___________________
関連コマンド 説明コマンド

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを作
成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）
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set discard-class
IP Version 4（IPv4）またはマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）パケットの廃棄クラ
スおよびQuality of Service（QoS）グループ IDを設定するには、ポリシーマップクラスコンフィ
ギュレーションモードで set discard-classコマンドを使用します。 discard-class値を変更せずにそ
のままにしておくには、このコマンドの no形式を使用します。

set discard-class discard-class-value

no set discard-class discard-class-value

___________________
構文の説明

廃棄クラスの ID。 0～ 7の整数がパケット上でマーキングされ
ます。

discard-class-value

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

set discard-classコマンドは、廃棄クラスの IDをパケットと関連付けます。廃棄クラスを設定し
た後、Modified Deficit Round Robin（MDRR）や重み付けランダム早期検出（WRED）などの他の
QoSサービスをビット設定で操作できます。

Discard-classは、per hop behavior（PHB）の廃棄部分を示します。 set discard-classコマンドは、
通常、パイプモードで使用されます。 Discard-classは、出力インターフェイスのパケットを分類
するために PHBマーキングが使用されるときに必要となります。

discard-class値は、輻輳の発生時にドロップされるトラフィックのタイプを指定するために使用で
きます。
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廃棄クラスのマーキングは、ノードのローカルでだけ意味があります。（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、MPLS EXPビット 1に一致するパケットに対し、廃棄クラス値を 5に設定する例を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map cust1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match mpls experimental topmost 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class cust1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# set discard-class 5
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface gigabitethernet 0/1/0/9
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# service-policy input policy2

___________________
関連コマンド 説明コマンド

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させる

関連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを作
成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）

入力インターフェイスまたは出力インターフェイスに、イン

ターフェイスのサービスポリシーとして使用されるポリシー

マップを対応付けます。

service-policy（インターフェイ
ス）, （195ページ）
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set dscp
タイプオブサービス（ToS）バイト内の IP DiffServコードポイント（DSCP）を設定することで
パケットをマーキングするには、ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで set
dscpコマンドを使用します。以前に設定した DSCP値を削除するには、このコマンドの no形式
を使用します。

set dscp [tunnel] dscp-value

no set dscp [tunnel] dscp-value

___________________
構文の説明

（任意）外部 IPヘッダーの DSCPを設定します。このコマンドは、入力方
向のレイヤ 3インターフェイスで使用できます。

tunnel

DSCP値を設定する 0～ 63の番号。数値の代わりに、予約済みキーワード
も指定できます。表 4：IP DSCP予約済みキーワード, （86ページ）に、
予約済みキーワードを示します。

dscp-value

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

入力方向のレイヤ3インターフェイスに tunnelキーワードが
追加されました。

リリース 3.9.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

DSCPビットを設定すると、他のQuality ofService（QoS）サービスがビット設定で動作できます。

マーキングされたトラフィックには、ネットワークによってプライオリティ（または緊急処理の

タイプ）が設定されます。通常は、ネットワーク（または管理ドメイン）のエッジに DSCP値を
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設定します。データはこの DSCP値に基づいてキューイングされます。Modified Deficit Round
Robin（MDRR）は、輻輳ポイントで高DSCPトラフィックの処理を高速化できます。重み付けラ
ンダム早期検出（WRED）により、輻輳時に高 DSCPトラフィックの損失率を他のトラフィック
より確実に小さくできます。

数値の代わりに、予約済みキーワードも指定できます。表 4：IP DSCP予約済みキーワード, （
86ページ）に、予約済みキーワードを示します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、ポリシーマップ policy1内でDSCP ToSバイトを 8に設定する例を示します。 class1の一致

基準を満たすすべてのパケットには、DSCP値 8がマーキングされます。パケットのマーキング
方法はネットワーク設定によって決まります。

RP/0/RSP0/CPU0:router (config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# set dscp 8

___________________
関連コマンド 説明コマンド

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを
作成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）

入力インターフェイスまたは出力インターフェイスに、イン

ターフェイスのサービスポリシーとして使用されるポリシー

マップを対応付けます。

service-policy（インターフェイス）,
（195ページ）

IPヘッダーに優先順位を設定します。set precedence, （110ページ）

指定されたインターフェイス上のすべてのサービスポリシー

に対して設定されている全クラスのポリシー設定情報を表示

します。

show policy-map interface, （132ペー
ジ）
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set mpls experimental
マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）パケットの experimental（EXP）値を最上位また
はインポジションのラベルに設定するには、ポリシーマップコンフィギュレーションモードで

set mpls experimentalコマンドを使用します。 EXP値を変更せずにそのままにしておくには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

set mpls experimental {imposition| topmost} exp-value

no set mpls experimental {imposition| topmost} exp-value

___________________
構文の説明

インポジションラベルの EXP値を設定するように指定します。imposition

最上位ラベルの EXP値を設定するように指定します。topmost

MPLSパケットラベルの値。範囲は 0～ 7です。exp-value

___________________
コマンドデフォルト MPLS EXP値は設定されていません。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

MPLS EXPビットを設定すると、Modified Deficit Round Robin（MDRR）や重み付けランダム早期
検出（WRED）などの他の QoSサービスがビット設定で動作します。

ネットワークは、ネットワーク内のダウンストリームポイントにMDRRまたはWREDを適用す
ることで、マーキングされたトラフィックにプライオリティ（または緊急処理のタイプ）を与え

ます。通常は、ネットワーク（または管理ドメイン）のエッジにMPLSEXP値を設定します。そ
の後、キューイングはこのMPLSEXP値に基づいて実行されます。MDRRは、輻輳ポイントにお
いて、優先順位が高いトラフィックの処理を高速化できます。WREDを使用すると、トラフィッ
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ク輻輳時における優先順位が高いトラフィックの損失率は、他のトラフィックよりも低くなりま

す。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、アクセスリスト 101に一致するパケットに対し、MPLS EXP値を 5に設定する例を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match access-group ipv4 acl101
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# exit

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# set mpls experimental topmost 5
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface pos 0/7/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# service-policy output policy1

___________________
関連コマンド 説明コマンド

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させる

関連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを作
成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）

入力インターフェイスまたは出力インターフェイスに、イン

ターフェイスのサービスポリシーとして使用されるポリシー

マップを対応付けます。

service-policy（インターフェイ
ス）, （195ページ）
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set precedence
IPヘッダーに優先順位の値を設定するには、ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモー
ドで set precedenceコマンドを使用します。 precedence値を変更せずにそのままにしておくには、
このコマンドの no形式を使用します。

set precedence [tunnel] value

no set precedence [tunnel] value

___________________
構文の説明

（任意）外部 IPヘッダーで IP precedenceを設定します。このコマンドは、入
力方向のレイヤ 3インターフェイスで使用できます。

tunnel

precedenceビットを IPヘッダーに設定する番号または名前。範囲は 0～ 7で
す。数値の代わりに、予約済みキーワードも指定できます。表5：IPprecedence
値と名前, （93ページ）に、予約済みキーワードを示します。

value

___________________
コマンドデフォルト

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

入力方向のレイヤ3インターフェイスに tunnelキーワードが追
加されました。

リリース 3.9.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

優先順位は、番号や対応する名前を使用して設定できます。 IP Precedenceビットを設定すると、
Modified Deficit Round Robin（MDRR）や重み付けランダム早期検出（WRED）などの他の QoS
サービスがビット設定で動作します。

ネットワークは、ネットワーク内のダウンストリームポイントにMDRRまたはWREDを適用す
ることで、マーキングされたトラフィックにプライオリティ（または緊急処理のタイプ）を与え

ます。 IP precedenceをネットワーク（または管理ドメイン）のエッジに設定して、キューイング
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を実行することができます。MDRRは、輻輳ポイントにおいて、優先順位が高いトラフィックの
処理を高速化できます。WREDを使用すると、トラフィック輻輳時における優先順位が高いトラ
フィックの損失率は、他のトラフィックよりも低くなります。

0（ルーティン）や 1（プライオリティ）のようなキーワードから precedence値へのマッピング
は、場合によって役立ちます。つまり、precedenceビットの使用はまだ発展途上にあります。
precedence値の意味は、その値を使用する他の機能をイネーブルにすることで定義できます。ハ
イエンド Internet QoSの場合、IP precedenceは、ネットワーク上で数値的に優劣が付けられる処理
に必ずしも該当しないサービスクラスを設定するために使用できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、アクセスコントロールリスト customer1に一致するパケットに対し、IP precedenceを 5

（critical）に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match access-group ipv4 customer1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# exit

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# set precedence 5
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface gigabitethernet 0/1/0/9
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# service-policy output policy1

___________________
関連コマンド 説明コマンド

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させる

関連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを作
成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）

入力インターフェイスまたは出力インターフェイスに、イン

ターフェイスのサービスポリシーとして使用されるポリシー

マップを対応付けます。

service-policy（インターフェイ
ス）, （195ページ）
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shape average
指定されたアルゴリズムに従って指示されたビットレートにトラフィックをシェーピングするに

は、ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで shape averageコマンドを使用しま
す。トラフィックシェーピングを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

shape average {percent percentage| rate [ units ]}

no shape average {percent percentage| rate [ units ]}

___________________
構文の説明

インターフェイス帯域幅をパーセンテージで指定します。値は 1～ 100
の範囲になります。

percent percentage

指定された単位の平均的なシェーピングレート。値は 1～ 4294967295
の範囲になります。

rate

（任意）帯域幅の単位。値は次のとおりです。

• bps：ビット/秒（デフォルト）

• gbps：ギガビット/秒

• kbps：キロビット/秒

• mbps：メガビット/秒

units

___________________
コマンドデフォルト units: bps

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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子ポリシーの shapeaverageコマンドでは、パーセンテージのパラメータに使用されるリファレン
スは、親ポリシーの最大レートに関連しています。シェーピングまたはポリシングが親ポリシー

で設定されていない場合、親ポリシーはインターフェイスレートを継承します。

クラス用に設定された整形と帯域幅の両方がある場合、整形のパーセント値は、帯域幅のパーセ

ント値よりも確実に大きくなるように設定してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、トラフィックシェーピングを親のシェーパー比率の 50パーセントに設定する例を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# shape average percent 50

次に、トラフィックシェーピングを 100000 kbpsに設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# shape average 100000 kbps
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show qos interface
特定のインターフェイスのQoS情報を表示するには、EXECモードで show qos interfaceコマンド
を使用します。

show qos interface type interface-path-id {input| output} [location node-id]

___________________
構文の説明

インターフェイスのタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用します。

type

次に示す、物理インターフェイスインスタンスまたは仮想インターフェイスイ

ンスタンスのいずれかです。

•物理インターフェイスインスタンス。名前表記は rack/slot/module/portで、
値の間のスラッシュは表記の一部として必要です。

◦ rack：ラックのシャーシ番号。

◦ slot：モジュラサービスカードまたはラインカードの物理スロット番
号。

◦ module：モジュール番号。物理層インターフェイスモジュール
（PLIM）は、常に 0です。

◦ port：インターフェイスの物理ポート番号。

ルートプロセッサカード上に管理イーサネットインターフェイ

スがある場合、物理スロット番号は英数字（RSP0RP0または
RP1）で、モジュールは CPU0です。例：インターフェイス
MgmtEth0/ RSP0 RP1 /CPU0/0。

（注）

•仮想インターフェイスインスタンス。数字の範囲は、インターフェイス
タイプによって異なります。

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプを参
照してください。

interface-path-id

指定したポリシーマップを入力インターフェイスに付加します。input

指定したポリシーマップを出力インターフェイスに付加します。output

（任意）指定したノードの詳細な QoS情報を表示します。 node-id引数は、
rack/slot/moduleの形式で入力します。

location node-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show qos interfaceコマンドは、インターフェイスに付加されたサービスポリシー内のすべてのク
ラスに関する設定を表示します。

police rateコマンドの処理キーワードによってハードウェア内にプログラムされた実際の値を確
認するには、このコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りqos

___________________
例 次に、ギガビットイーサネットインターフェイスの QoS情報の出力例を示します。

show qos interface gig0/0/0/11.1 output

Wed Mar 18 18:25:20.140 UTC
Interface: GigabitEthernet0_0_0_11.1 output Bandwidth: 1000000 kbps ANCP: 999936 kbps
Policy: parent-3play-subscriber-line Total number of classes: 5
----------------------------------------------------------------------
Level: 0 Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: N/A
Shape Profile: 1 CIR: 200000 kbps (200 mbps)
CBS: 100352 bytes PIR: 999936 kbps PBS: 12517376 bytes
WFQ Profile: 1 Committed Weight: 51 Excess Weight: 100
Bandwidth: 200000 kbps, BW sum for Level 0: 1000000 kbps, Excess Ratio: 100
----------------------------------------------------------------------
Level: 1 Policy: child-3play Class: 3play-voip
Parent Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: 136 (Priority 1)
Queue Limit: 16 kbytes Profile: 3 Scale Profile: 0
Policer Profile: 0 (Single)
Conform: 65 kbps (65 kbps) Burst: 1598 bytes (0 Default)
Child Policer Conform: TX
Child Policer Exceed: DROP
Child Policer Violate: DROP
----------------------------------------------------------------------
Level: 1 Policy: child-3play Class: 3play-video
Parent Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: 137 (Priority 2)
Queue Limit: 8 kbytes (11 Unknown) Profile: 4 Scale Profile: 0
Policer Profile: 24 (Single)
Conform: 128 kbps (128 kbps) Burst: 1598 bytes (0 Default)
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Child Policer Conform: TX
Child Policer Exceed: DROP
Child Policer Violate: DROP
WRED Type: COS based Table: 0 Profile: 4 Scale Profile: 0 Curves: 3
Default RED Curve Thresholds Min : 8 kbytes Max: 8 kbytes
WRED Curve: 1 Thresholds Min : 8 kbytes Max: 8 kbytes
Match: 3
WRED Curve: 2 Thresholds Min : 8 kbytes Max: 8 kbytes
Match: 4
----------------------------------------------------------------------
Level: 1 Policy: child-3play Class: 3play-premium
Parent Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: 138 (Priority Normal)
Queue Limit: 2097 kbytes Profile: 2 Scale Profile: 0
WFQ Profile: 6 Committed Weight: 1020 Excess Weight: 1020
Bandwidth: 200000 kbps, BW sum for Level 1: 200000 kbps, Excess Ratio: 1
----------------------------------------------------------------------
Level: 1 Policy: child-3play Class: class-default
Parent Policy: parent-3play-subscriber-line Class: class-default
QueueID: 139 (Priority Normal)
Queue Limit: 65 kbytes Profile: 1 Scale Profile: 3
WFQ Profile: 0 Committed Weight: 1 Excess Weight: 1020
Bandwidth: 0 kbps, BW sum for Level 1: 200000 kbps, Excess Ratio: 1
----------------------------------------------------------------------

___________________
関連コマンド 説明コマンド

インターフェイス上の QoSポリシーの不一致情報を
表示します。

show qos inconsistency, （143ページ）
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輻輳管理コマンド

この章では、輻輳を管理するために使用するコマンドについて説明します。輻輳管理の概念、

設定作業、および例の詳細については、『CiscoASR 9000 Series Aggregation Services RouterModular
Quality of Service Configuration Guide』の「Configuring Congestion Management」の章を参照してく
ださい。

• police rate, 118 ページ

• policy-map, 123 ページ

• priority（QoS）, 125 ページ

• show fmgr interface, 127 ページ

• show hw-module qos output shape granularity location, 130 ページ

• show policy-map interface, 132 ページ

• show policy-map shared-policy-instance, 137 ページ

• show policy-map targets, 141 ページ

• show qos inconsistency, 143 ページ

• show qos shared-policy-instance, 146 ページ

• violate-action, 149 ページ
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police rate
トラフィックポリシングを設定し、ポリシーマップポリシングコンフィギュレーションモード

を開始するには、ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで police rateコマンド
を使用します。コンフィギュレーションからトラフィックポリシングを削除するには、このコマ

ンドの no形式を使用します。

police rate {value [ units ]| percent percentage} [burst burst-size [ burst-units ]] [peak-rate {value [ units ]|
percent percentage}] [peak-burst peak-burst [ burst-units ]]

no police rate {value [ units ]| percent percentage} [burst burst-size [ burst-units ]] [peak-rate {value
[ units ]| percent percentage}] [peak-burst peak-burst [ burst-units ]]

___________________
構文の説明 Committed information rate（CIR;認定情報速度）。範囲は 1～ 4294967295

です。

value

（任意）CIRの測定単位。値は次のとおりです。

• bps：ビット/秒（デフォルト）

• gbps：ギガビット/秒

• kbps：キロビット/秒

• mbps：メガビット/秒

• pps：パケット/秒

units

CIRの割合としてポリシングレートを指定します。範囲は 1～ 100で
す。このキーワードの使用方法の詳細については、使用上のガイドライ

ンを参照してください。

percent percentage

（任意）バーストサイズを指定します（指定の burst-unitsで）。範囲
は 1～ 4294967295です。

burst burst-size

（任意）バースト値の測定単位。値は次のとおりです。

• bytes：バイト（デフォルト）

• gbytes：ギガバイト

• kbytes：キロバイト

• mbytes：メガバイト

• ms：ミリ秒

• us：マイクロ秒

• packets：パケット

burst-units
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（任意）指定のunitsで、最大情報レート（PIR）を指定します。範囲は
1～ 4294967295です。

peak-rate value

（任意）指定の burst-unitsでピークバーストサイズを指定します。範
囲は 1～ 4294967295です。

peak-burst peak-burst

___________________
コマンドデフォルト データのフローの制限はどのインターフェイスにも適用されません。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

ppsおよび packetsキーワードが追加されました。リリース 4.0.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

police rateでは、IPパケットに対しては DSCP、優先順位、または廃棄クラスを設定でき、MPLS
パケットに対しては EXP値と廃棄クラス値を設定できます。

ポリシングは、入力と出力の両方の方向に適用できます。

処理キーワードで設定されたパラメータは、ハードウェアで端数が丸められます。ハードウェア

でプログラミングされた実際の値を確認するには、show qos interfaceコマンドを使用します。

police rateコマンドでは、次の方法で percentキーワードを解釈します。

• 1レベルのポリシーの場合、percentキーワードがリンクレートの割合として CIRを指定し
ます。たとえば、police rate percent 35コマンドは、リンクレートの 35%として CIRを設定
します。

• 2レベルのポリシーの場合、親ポリシーでは、percentキーワードがリンクレートの割合とし
て親 CIRを指定します。子ポリシーでは、percentキーワードが、親の最大ポリシングレー
トまたは親の最大シェーピングレートの割合として子 CIRを指定します。トラフィックポ
リシングまたはシェーピングが親で設定されていない場合、親はインターフェイスのポリシ

ングまたはシェーピングレートを継承します。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータモジュラ QoS コマンドリファレンスリリー
ス 4.2    

   OL-26082-01-J 119

輻輳管理コマンド

police rate



階層型ポリシングも同様にサポートされています。このような設定では、次の例に示すように、

親と子の両方のポリシーにポリシングステートメントを含むクラスマップがあります。

!
policy-map child
class gold
police rate percent 50
conform-action set precedence immediate
exceed-action drop
!
!
policy-map parent
class match_all
police rate 10000 kbps burst 15000
exceed-action drop
service-policy child
!

2レベルの階層型ポリシーマップからなるルータは、階層型入力ポリシングをサポートしていま
す。 2レベルは次のとおりです。

•親レベル：class-defaultまたは match-vlanクラス（nCmDモデル）だけで構成され、送信/ド
ロップアクションだけのポリシーを持ちます。

•子レベル：キューイングアクション以外のすべてのアクションを設定できるフラットポリ
シーで構成されています。このレベルには、継続的なビットサポートが必要な設定は含ま

れていません。

入力インターフェイスに異なる分類のサブモデルを適用しながら、入力インターフェイスをポリ

シングできます。階層型ポリシーマップ内のアクションの順番は、モジュラ Quality of Serviceコ
マンドラインインターフェイス（MQC）で指定されているとおり、子から親です。これは、ポ
リシー/設定アクション後に実行されるキューイングアクション（シェーピング）を除きます。
ポリシーアクションが子ポリシーで設定されている場合、子ポリシーのアクションは親ポリシー

のアクションの前に実行されます。

ポリシーアクションは、class-defaultトラフィック用に指定された conform-actionと exceed-action
オプション下の送信/ドロップアクションでだけ呼び出されます。

次に、階層型ポリサー設定の例を示します。

!
policy-map parent
class class-default

service-policy child
police rate percent 50
conform-action transmit
exceed-action drop

!

設定値は、トラフィックに適用されたレイヤ 2のカプセル化を考慮します。これは、入力と
出力の両方のポリシングに適用されます。イーサネット伝送の場合、カプセル化は 14バイト
と見なされます。IEEE 802.1Qの場合、カプセル化は 18バイトです。

（注）
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ポリサーは、64 kbpsの段階的なサイズを使用します。設定される値は、最も近い 64 kbpsの単位
に切り捨てられます。実行コンフィギュレーションで出力される値は、ユーザによって入力され

た設定値を示します。

バースト値が具体的に設定されていない場合、CIR値の 100ミリ秒に相当する値が自動的に設定
されます。たとえば、1,000,000 kbpsの CIR値が入力された場合、バースト値は 12,500,000バイ
トとして算出されます。ただし、サポートされている最大バースト値は、2,097,120バイトになり
ます。

ポリサーを定義する場合、パフォーマンスを最適なものにするために、次の計算式を使用してバー

スト値を求めます。

Bc = CIR bps *（1バイト/ 8ビット）* 1.5秒

Be =2 * Bc

たとえば、CIRが 2,000,000 bpsの場合、算出されるバースト値は 2,000,000 *（1/8）* 1.5 = 375,000
バイトになります。ピークバースト = 2 *バーストの計算式に従ってピークバースト値を設定し
ます。

8 ppsの最小ポリシングレートと 8 ppsの粒度がサポートされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次のMPLSの例では、GigabitEthernetインターフェイス 0/1/0/9から送信されるすべてのパケット

について、トラフィックポリシングが平均レートの 250 kbpsと通常バーストサイズの 50バイト
で設定されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match mpls experimental topmost 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# exit

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police rate 250 kbps burst 50
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)#conform-action set mpls experimental topmost 4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface gigabitethernet 0/1/0/9
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if) service-policy input policy1

この例では、GigabitEthernetインターフェイス 0/1/0/9から送信されるクラスマップクラス 1のす
べてのパケットについて、トラフィックポリシングが平均レートの 200 ppsと通常バーストサイ
ズの 50パケットで設定されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map pps-1r2c
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police rate 200 pps burst 50 packets
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface gigabitethernet 0/1/0/9
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if) service-policy output policy1

___________________
関連コマンド 説明コマンド

親ポリサーが子ポリサーで指定される最大レートに適合する入

力トラフィックをドロップしないようにします。

child-conform-aware, （161ペー
ジ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを作
成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）

指定されたインターフェイス上のすべてのサービスポリシー

に対して設定されている全クラスのポリシー設定情報を表示し

ます。

show policy-map interface, （132
ページ）
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policy-map
1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを作成または変更し、サービスポリ
シーを指定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで policy-mapコマンドを使用
します。ポリシーマップを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

policy-map [type qos] policy-name

no policy-map [type qos] policy-name

___________________
構文の説明

（任意）Quality of Service（QoS）のポリシーマップを指定しま
す。

type qos

ポリシーマップ名。policy-name

___________________
コマンドデフォルト ポリシーマップは設定されない限り存在しません。ポリシーマップはインターフェイスに適用

されるため、ポリシーマップが作成されるまで任意のインターフェイスにデータフローの制限は

適用されません。

タイプを指定しないと QoSになります。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

policy-mapコマンドを使用して、作成、追加または変更するポリシーマップの名前を指定してか
ら、クラスマップで一致基準を定義するクラスにポリシーを設定します。policy-mapコマンドを
入力すると、ポリシーマップコンフィギュレーションモードがイネーブルになり、そのポリシー

マップのクラスポリシーを設定または変更できます。

クラスポリシーをポリシーマップ内で設定できるのは、クラスに一致基準が定義されている場合

だけです。クラスの一致基準を設定するには、class-mapおよび matchコマンドを使用します。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータモジュラ QoS コマンドリファレンスリリー
ス 4.2    

   OL-26082-01-J 123

輻輳管理コマンド

policy-map



1つのポリシーマップで最大 512のクラスを設定できるため、ポリシーマップには、512を超え
るクラスポリシーは含まれていません。 1つのポリシーマップに含まれる最大 512のクラスポ
リシーには、暗黙のデフォルトクラスとその子ポリシーが含まれています。

単一のポリシーマップを複数のインターフェイスに同時に対応付けることができます。

サポートされているポリシーマップの最大数は 2000です。

ポリシーマップが物理ポートに適用されると、同じ物理ポートのすべてのサブインターフェ

イスが同じポリシーを継承します。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、policy1と呼ばれるポリシーマップの作成方法と、そのポリシーマップに含まれる 2つの

クラスポリシーの設定方法の例を示します。ポリシーマップは、class1と、設定した一致基準を
満たさないパケットが転送されるデフォルトクラス（class-default）のポリシー仕様を含むように
定義されています。Class1は、アクセスコントロールリスト 136に一致するトラフィックのポリ
シーを指定します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match access-group ipv4 136

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police cir 250
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# set precedence 3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class-default
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# queue-limit bytes 1000000

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定しま

す。

class（ポリシーマップ）, （53ペー
ジ）

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応さ

せる関連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）
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priority（QoS）
ポリシーマップに属するトラフィックのクラスにプライオリティを割り当てるには、ポリシー

マップクラスコンフィギュレーションモードで priorityコマンドを使用します。クラスに指定
したプライオリティを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

priority [level priority-level]

no priority

___________________
構文の説明

（任意）クラスのプライオリティレベルの値を設定します。値は、1ま
たは 2です。デフォルトのレベルは 1です。レベル 1のトラフィックは
プライオリティが高くなります。

level priority-level

___________________
コマンドデフォルト デフォルトのアクションはありません。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

priorityコマンドでは、低遅延キューイング（LLQ）を設定し、完全優先キューイング（PQ）を
提供します。完全 PQでは、音声などの遅延に影響されやすいデータを、他のキューのパケット
をキューから取り出す前にキューから取り出して送信できます。 priorityコマンドを使用してク
ラスがハイプライオリティとしてマーキングされている場合、プライオリティトラフィックを制

限するようにポリサーを設定することを推奨します。このポリサーは、プライオリティトラフィッ

クがラインカード上のその他すべてのトラフィックをスタベーション状態にしないことを保証す

るため、ロープライオリティのトラフィックは、スタベーション状態から保護されます。 police
rateを使用して、ポリサーを明示的に設定します。
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priorityコマンドは、（User Datagram Protocol [UDP;ユーザデータグラムプロトコル]ポートだけ
でなく）さまざまな基準に基づいてクラスを設定し、それらのクラスにプライオリティを割り当

てます。

bandwidthと priorityコマンドは、同じポリシーマップ内の同じクラスでは使用できません。こ
れらのコマンドは、同じポリシーマップで同時に使用できます。

ポリシーマップ内で、1つまたは複数のクラスにプライオリティステータスを指定できます。単
一ポリシーマップ内の複数のクラスがプライオリティクラスとして設定されると、これらのクラ

スからのすべてのトラフィックが、同じ単一のプライオリティキューにキューイングされます。

ファブリック QoSは、入力サービスポリシーの priorityコマンドを使用して設定します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、policy1と名付けられたポリシーマップのプライオリティキューイングを設定する例を示

します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# priority level 2

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ポリシーマップに属しているクラスに割り当てる最小帯域幅

を指定します。

bandwidth（QoS）, （155ページ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを
作成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）

指定されたインターフェイス上のすべてのサービスポリシー

に対して設定されている全クラスのポリシー設定情報を表示

します。

showpolicy-map interface, （132ペー
ジ）
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show fmgr interface
QoSの Ternary Content Addressable Memory（TCAM）機能エントリを表示するには、EXECモード
で show fmgr interfaceコマンドを使用します。

show fmgr interface type interface-path-id feature {policer| qos| qos-all} {input| output} [all| dup-bank|
hw| ipv4-mpls| ipv6| l2| location node-id| sw]

___________________
構文の説明

インターフェイスのタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライン
ヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリ

ストを表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘ
ルプを参照してください。

interface-path-id

機能固有の情報を表示します。feature

ポリサーエントリを表示します。policer

QoSエントリを表示します。qos

QoSおよびポリサー両方のエントリを表示します。qos-all

入力方向を指定します。input

出力方向を指定します。output

（任意）すべての TCAMエントリを表示します。all

（任意）ターボモードで重複バンクからエントリを表示します。dup-bank

（任意）ハードウェアから読み取ります。hw

（任意）ipv4-mplsエントリを表示します。ipv4-mpls

（任意）ipv6エントリを表示します。ipv6

（任意）レイヤ 2エントリを表示します。l2
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（任意）TCAM情報を表示するインターフェイスのロケーションを識別
します。 node-idは rack/slot/moduleの形式で入力します。

ルータに取り付けられているすべてのノードの場所を表示す

るには、show platformコマンドを使用します。
（注）

location node-id

（任意）ソフトウェアから読み取ります。sw

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.2

inキーワードが、inputキーワードに替わりました。

outキーワードが、outputキーワードに替わりました。

l2キーワードが追加されました。

リリース 3.5.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りqos

___________________
例 次の出力例は、ギガビットイーサネットインターフェイスのすべての入力 QoSおよびポリサー

TCAMエントリを表示する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show fmgr interface GigabitEthernet 0/1/5/0 feature qos-all in

QOS ENTRIES
===============================================================================
Interface = GigabitEthernet0_1_5_0 Feature = qos Direction = in
TCAM Fields:
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ip/mpls bndl vlg_id cid dscp exp dc qos-id

CSRAM Fields:
prio sh_q red_ctr qos_grp dc l2_mark l3_mark l3_mark_val max_th seg_size min_th
1st_seg pol_has_hpq
===============================================================================
No QoS configured on this interface

POLICER ENTRIES
===============================================================================
Interface = GigabitEthernet0_1_5_0 Feature = policer Direction = in
TCAM Fields:
IPv4: ip/mpls vlg_id l2_cos drid ip_src l4_proto frag dscp ip_dest qos_grp dc d
st_port qos-id
MPLS: ip/mpls vlg_id l2_cos label exp qos_grp dc qos-id

CSRAM Fields:
cid token1 stats_ptr conform1 exceed1 violate1 token2 conform2 exceed2 violate2
===============================================================================
No QoS configured on this interface

POLICER ENTRIES
===============================================================================
Interface = GigabitEthernet0_1_5_0 Feature = policer Direction = in
TCAM Fields:
IPv6: ipv6 vlg_id l2_cos dest_port src_port ip_dest ip_src ext_dst ext_rtg ext_
h ext_frag dest_rng_id dc qos_grp l4_proto dscp/prec qos-id

CSRAM Fields:
cid token1 stats_ptr conform1 exceed1 violate1 token2 conform2 exceed2 violate2
===============================================================================
No QoS configured on this interface

RP/0/RP0/CPU0:router#

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 7：show fmgr interface のフィールドの説明

説明フィールド

次の QoS情報を表示します。

• Interface：インターフェイスタイプと ID。

• Feature：指定したインターフェイスで現在
動作している機能。

• Direction：インターフェイスの方向（入力
または出力）。

QOS ENTRIES

一般的な CSRAM情報。CSRAM Fields

指定したインターフェイスの一般的なポリサー

および TCAM情報。
POLICER ENTRIES
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show hw-module qos output shape granularity location
シェーピング粒度の情報を表示するには、EXECモードで show hw-module qos output shape
granularity locationコマンドを使用します。

show hw-module qos output shape granularity location {all| interface-path-id}

___________________
構文の説明

すべてのインターフェイスのシェーピング粒度の情報を表示します。all

共有インターフェイスプロセッサ（SIP）の物理的な場所。名前の表記方法は
rack/slot/moduleで、値の間のスラッシュは表記の一部として必要です。

• rack：ラックのシャーシ番号。

• slot：モジュラサービスカードまたはラインカードの物理スロット番号。

• module：モジュール番号。物理層インターフェイスモジュール（PLIM）
は、常に 0です。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できないと考えられる場合、AAA管理者に連絡してください。

___________________
例 この出力例は、ロケーション0/1/CPU0の出力インターフェイスのシェーピング粒度を表示する方

法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show hw-module qos output shape granularity location 0/1/CPU0
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============= ====================================
QOS SHAPING GRANULARITY
====================================
Configured HW LC

Location Shape Programmed reload
Granularity Granularity (Y / N)

============ =========== ============ ========
0/1/CPU0 --- 256Kbps N
--------------------------------------------------

表 8：show hw-module qos output shape granularity locationのフィールドの説明, （131ページ）に、
この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 8：show hw-module qos output shape granularity location のフィールドの説明

説明フィールド

指定したロケーションのユーザ設定のシェーピ

ング粒度。

Configured Shape Granularity

指定したロケーションのハードウェアでプログ

ラムされたシェーピング粒度。

HW Programmed Granularity

ユーザ設定のシェーピング粒度をイネーブルに

するために、ラインカードのリロードが必要か

どうかを指定します。

LC reload (Y/N)

___________________
関連コマンド 説明コマンド

シェーピング粒度を設定します。hw-module qos output shape granularity location
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show policy-map interface
指定したインターフェイス上のすべてのサービスポリシーに対して設定されている全クラスのポ

リシー設定情報を表示するには、EXECモードで show policy-map interfaceコマンドを使用しま
す。

show policy-map interface type interface-path-id [input| output]

___________________
構文の説明

インターフェイスのタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機
能を使用します。

type

物理インターフェイスインスタンス。名前表記は rack/slot/module/portです。値
の間に表記の一部としてスラッシュが必要です。

• rack：ラックのシャーシ番号。

• slot：ラインカードの物理スロット番号。

• module：モジュール番号。物理層インターフェイスモジュール（PLIM）
は、常に 0です。

• port：インターフェイスの物理ポート番号。

ルートプロセッサカード上にある管理イーサネットインターフェイ

スへの参照の場合、物理スロット番号は英数字（RSP0または RSP1）
で、モジュールは CPU0です。

（注）

例：インターフェイスMgmtEth0/RSP0/CPU0/0

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプを参
照してください。

interface-path-id

（任意）指定されたポリシーマップおよびインターフェイスの着信トラフィッ

クのクラスごとの統計情報を表示します。

input

（任意）指定されたポリシーマップおよびインターフェイスの発信トラフィッ

クのクラスごとの統計情報を表示します。

output

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

show policy-map interfaceコマンドの出力が、IPHCの統計情
報を表示するように更新されました。

リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show policy-map interfaceコマンドは、インターフェイスに付加されたサービスポリシー内のク
ラスに関する統計情報を表示します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りqos

___________________
例 次の出力例は、出力および入力方向にある TenGigEインターフェイス 0/6/1/0のすべてのクラスの

ポリシー統計情報を表示する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show policy-map interface tengige 0/6/1/0

TenGigE0/6/1/0 input: policy1

Class class1
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Matched : 0/0 0
Transmitted : 0/0 0
Total Dropped : 0/0 0

Policing statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Policed(conform) : 0/0 0
Policed(exceed) : 0/0 0
Policed(violate) : 0/0 0
Policed and dropped : 0/0

Queueing statistics
Queue ID : 44
Taildropped(packets/bytes) : 0/0

Class class-default
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Matched : 0/0 0
Transmitted : 0/0 0
Total Dropped : 0/0 0

Queueing statistics
Queue ID : 44
High watermark (bytes)/(ms) : 0/0
Inst-queue-len (bytes)/(ms) : 0/0
Avg-queue-len (bytes)/(ms) : 0/0
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Taildropped(packets/bytes) : 0/0

TenGigE0/6/1/0 output: policy4

Class class1
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Matched : 0/0 0
Transmitted : 0/0 0
Total Dropped : 0/0 0

Policing statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Policed(conform) : 0/0 0
Policed(exceed) : 0/0 0
Policed(violate) : 0/0 0
Policed and dropped : 0/0

Queueing statistics
Queue ID : 51
Taildropped(packets/bytes) : 0/0

Class class-default
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Matched : 0/0 0
Transmitted : 0/0 0
Total Dropped : 0/0 0

Queueing statistics
Queue ID : 51
High watermark (bytes)/(ms) : 0/0
Inst-queue-len (bytes)/(ms) : 0/0
Avg-queue-len (bytes)/(ms) : 0/0
Taildropped(packets/bytes) : 0/0

次の出力例は、出力方向にあるシリアルインターフェイス0/0/3/0/3:0のすべてのクラスのポリシー
統計情報を表示する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show policy-map interface Serial0/0/3/0/3:0 output

show policy-map int Serial0/0/3/0/3:0 output
Mon May 18 22:06:14.698 UTC
Serial0/0/3/0/3:0 output: p1
Class class-default
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Matched : 0/0 0
Transmitted : 0/0 0
Total Dropped : 0/0 0

Queueing statistics
Queue ID : 0
High watermark (Unknown) : 0
Inst-queue-len (packets) : 0
Avg-queue-len (packets) : 0
Taildropped(packets/bytes) : 0/0

Compression Statistics
Header ip rtp
Sent Total (packets) : 880
Sent Compressed (packets) : 877
Sent full header (packets) : 342
Saved (bytes) : 31570
Sent (bytes) : 24750
Efficiency improvement factor : 2.27

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 9：show policy-map interface のフィールドの説明

説明フィールド

Classification statistics
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説明フィールド

このクラスに一致したパケット数またはバイト

数。

Matched

このクラスの送信されたパケット数またはバイ

ト数。

Transmitted

このクラスのドロップされたパケット数または

バイト数。

Total Dropped

Policing statistics

このクラスのポリシーレートに適合したパケッ

ト数またはバイト数。

Policed(conform)

このクラスのポリシーレートを超えたパケット

数またはバイト数。

Policed(exceed)

このクラスのポリシーレートに違反したパケッ

ト数またはバイト数。

Policed(violate)

このクラスのポリサーによってドロップされた

パケット数またはバイト数。

Policed and dropped

Queueing statistics

このクラスのパケットのキュー番号。Queue ID

キューの最大長。High watermark (bytes)/(ms)

キューの瞬時的長さ。Inst-queue-len (bytes)/(ms)

キューの平均の長さ。Avg-queue-len (bytes)/(ms)

このキューのテールドロップされたバイト数。Taildropped (bytes)

Compression Statistics

送信されたパケットの合計数。Sent Total

送信された圧縮パケットの数。Sent Compressed

フルヘッダーで送信されたパケットの数。Sent full header

保存されたバイト数。Saved
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説明フィールド

送信されたバイトの数。Sent

パケットの元のフルサイズとパケットの圧縮さ

れたサイズの比率。

Efficiency improvement factor
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show policy-map shared-policy-instance
共有ポリシーインスタンスのすべての詳細の統計情報を表示するには、EXECモードで show
policy-map shared-policy-instanceコマンドを使用します。

show policy-map shared-policy-instance instance-namemembermember-interface [input| output] location
node-id

___________________
構文の説明

共有ポリシーインスタンスを識別する、最大 32文字の文字列。instance-name

特定のバンドルメンバリンクを識別します。member

インターフェイスタイプおよびインターフェイスパス IDを識別し
ます。

member-interface

（任意）入力インターフェイスに付加されたポリシーマップを表示

します。

input

（任意）出力インターフェイスに付加されたポリシーマップを表示

します。

output

ノードのロケーション。 node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で
入力します。

location node-id

___________________
コマンドデフォルト inputと outputのいずれも選択しない場合、両方の統計情報が表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドが、バンドルインターフェイス上の共有ポリシー

インスタンスをサポートするように更新されました。

リリース 3.9.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

QoS統計情報を使用できるのは、共有ポリシーインスタンスについてのみです。メンバインター
フェイスごとの QoS統計情報はありません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、inst-shapeという名前の共有ポリシーインスタンスのすべての詳細の統計情報を表示する例

を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show policy-map shared-policy-instance inst-shape input location
0/RSP0/CPU0

input: shape
Class class-default
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Matched : 0/0 0
Transmitted : 0/0 0
Total Dropped : 0/0 0
Policy child Class class-default
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Matched : 0/0 0
Transmitted : 0/0 0
Total Dropped : 0/0 0

Queueing statistics
Queue ID : 268435466
High watermark (Unknown
Inst-queue-len (packets) : 0
Avg-queue-len (Unknown)
Taildropped(packets/bytes) : 0/0
Queue(conform) : 0/0 0
Queue(exceed) : 0/0 0
RED random drops(packets/bytes : 0/0

RP/0/RSP0/CPU0:router:router#show policy-map shared-policy-instance spi1 location 0/1/cPU0

Shared Policy Instance spi1 input: hier_l2_ingress

Class class-default
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Matched : 0/0 0
Transmitted : 0/0 0
Total Dropped : 0/0 0

Policing statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Policed(conform) : 0/0 0
Policed(exceed) : 0/0 0
Policed(violate) : 0/0 0
Policed and dropped : 0/0
Policy child_hier_l2_ingress Class cos3
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)

Matched : 0/0 0
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Transmitted : 0/0 0
Total Dropped : 0/0 0

Policing statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Policed(conform) : 0/0 0
Policed(exceed) : 0/0 0
Policed(violate) : 0/0 0
Policed and dropped : 0/0
Policed and dropped(parent policer) : 0/0

Policy child_hier_l2_ingress Class cos4
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)

Matched : 0/0 0
Transmitted : 0/0 0

Total Dropped : 0/0 0
Policing statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Policed(conform) : 0/0 0
Policed(exceed) : 0/0 0
Policed(violate) : 0/0 0
Policed and dropped : 0/0
Policed and dropped(parent policer) : 0/0

Policy child_hier_l2_ingress Class cos5
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Matched : 0/0 0
Transmitted : 0/0 0
Total Dropped : 0/0 0

Policing statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Policed(conform) : 0/0 0
Policed(exceed) : 0/0 0
Policed(violate) : 0/0 0
Policed and dropped : 0/0
Policed and dropped(parent policer) : 0/0

Policy child_hier_l2_ingress Class class-default
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Matched : 0/0 0
Transmitted : 0/0 0
Total Dropped : 0/0 0

Shared Policy Instance spi1 output: l2_egress

Class qos_grp1
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Matched : 0/0 0
Transmitted : 0/0 0
Total Dropped : 0/0 0

Queueing statistics
Queue ID : 18
High watermark : N/A
Inst-queue-len (packets) : 0
Avg-queue-len (packets) : 0
Taildropped(packets/bytes) : 0/0

Class class-default
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Matched : 0/0 0
Transmitted : 0/0 0
Total Dropped : 0/0 0

Queueing statistics
Queue ID : 19
High watermark : N/A
Inst-queue-len (packets) : 0
Avg-queue-len (packets) : 0
Taildropped(packets/bytes) : 0/0

___________________
関連コマンド 説明コマンド

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを
作成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）
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説明コマンド

入力インターフェイスまたは出力インターフェイスに、イン

ターフェイスのサービスポリシーとして使用されるポリシー

マップを対応付けます。

service-policy（インターフェイ
ス）, （195ページ）

指定されたインターフェイス上のすべてのサービスポリシー

に対して設定されている全クラスのポリシー設定情報を表示

します。

showpolicy-map interface, （132ペー
ジ）
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show policy-map targets
ポリシーマップを適用するインターフェイスに関する情報を表示するには、EXECモードで show
policy-map targetsコマンドを使用します。

show policy-map targets [location node-id| pmap-name name| type performance-traffic [location node-id|
pmap-name name]| type qos [location node-id| pmap-name name]]

___________________
構文の説明

（任意）指定した場所にポリシーマップを適用するインターフェイス

に関する情報を表示します。 node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で
入力します。

location node-id

（任意）指定したポリシーマップを適用するインターフェイスに関す

る情報を表示します。

pmap-name name

（任意）リアルタイムアプリケーションフローモニタリングポリシー

マップを適用するインターフェイスに関する情報を表示します。

type performance-traffic

（任意）QoSポリシーマップを適用するインターフェイスに関する情
報を表示します。これがデフォルトのタイプです。

type qos

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの QoSポリシータイプは QoSです。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

QoSポリシーを変更している間の短期間、変更するポリシーを使用するインターフェイスでは、
有効なポリシーがない状態が生じることがあります。このため、同時に最小限のインターフェイ
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スに影響する QoSポリシーを変更します。ポリシーマップの変更時に影響するインターフェイ
スの数を確認するには、show policy-map targetsコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りqos

___________________
例 次の例では、ギガビットイーサネットインターフェイス 0/1/0/0に主要ポリシーとして接続され

るポリシーマップが 1つあります。このインターフェイスの発信トラフィックは、ポリシーが変
更された場合、影響を受けます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show policy-map targets

Fri Jul 16 16:38:24.789 DST
1) Policymap: policy1 Type: qos

Targets (applied as main policy):
GigabitEthernet0/1/0/0 output

Total targets: 1

Targets (applied as child policy):
Total targets: 0

___________________
関連コマンド 説明コマンド

指定されたインターフェイス上のすべてのサービスポリシー

に対して設定されている全クラスのポリシー設定情報を表示

します。

show policy-map interface, （132ペー
ジ）
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show qos inconsistency
インターフェイス上の QoSポリシーの不一致情報を表示するには、EXECモードで show qos
inconsistencyコマンドを使用します。

show qos inconsistency {detail warning-type {file filename| location node-id}| summary {file filename|
location node-id}}

___________________
構文の説明

不一致のインターフェイスおよびポリシー名の詳細を表示します。detail

表示する警告タイプを選択します。

• 0：すべての警告タイプ

• 1：ANCP - No shaper at top policy map（最上位ポリシーマップにシェー
パーがありません）

• 2：ANCP -Multiple classes at top policy map（最上位ポリシーマップに複数
のクラスがあります）

• 3：ANCP - Downstream rate less than shaper rate（ダウンストリーム比率が
シェーパー比率を下回っています）

• 4：ANCP - Downstream rate more than port speed（ダウンストリーム比率が
ポート速度を上回っています）

• 5：ANCP - Policy resolution failure（ポリシーを解決できません）

• 6：ANCP - Traffic manager program failure（トラフィックマネージャをプ
ログラムできません）

• 7：Port speed - Policy resolution failure（ポリシーを解決できません）

• 8：Port speed - Traffic manager program failure（トラフィックマネージャを
プログラムできません）

• 9：Bundle member addition failure（バンドルメンバを追加できません）

• 10：Interface state not matching system configuration（インターフェイス状態
がシステム設定と一致しません）

warning-type

disk0:tmp.logまたは bootflash:などのファイル名を指定します。file filename

指定したノードの詳細な QoS情報を表示します。 node-id引数は、
rack/slot/moduleの形式で入力します。

location node-id

QoS不一致警告数のサマリーを表示します。summary___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りqos

___________________
例 次に、QoSポリシー不一致の詳細をすべての警告タイプについて表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show qos inconsistency detail 0 location 0/7/CPU0

Interface Lists with QoS Inconsistency Warning:
=========================================================

Node 0/7/CPU0
---------------------------------------------------------

Interfaces with QoS Inconsistency: ANCP - No Shaper at top policymap
==========================================================================
Interface Direction Policy Name SPI Name
--------------------------------------------------------------------------
GigabitEthernet0/7/0/1.5 output parent-none

Interfaces with QoS Inconsistency: ANCP - Downstream Rate less than Shaper Rate
==========================================================================
Interface Direction Policy Name SPI Name
--------------------------------------------------------------------------
GigabitEthernet0/7/0/1 output parent SPI1
GigabitEthernet0/7/0/1.2 output parent
GigabitEthernet0/7/0/1 output normal-policy-name normal-spi-name

次の例では、不一致警告数のサマリーを表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#
RP/0/RSP0/CPU0:router# show qos inconsistency summary location 0/7/CPU0

Summary Counts of QoS Inconsistency Warnings:
=========================================================

Node 0/7/CPU0

Inconsistency Warning Type Count
--------------------------------------------------------
ANCP - No Shaper at top policymap: 1
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ANCP - Downstream Rate less than Shaper Rate: 4

___________________
関連コマンド 説明コマンド

特定のインターフェイスのQoS情報を表示します。show qos interface, （114ページ）
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show qos shared-policy-instance
入力インターフェイスまたは出力インターフェイスに付加された特定の共有ポリシーインスタン

スの特定の場所に関するインターフェイス詳細を表示するには、EXECモードで show qos
shared-policy-instanceコマンドを使用します。

show qos shared-policy-instance instance-name {input| output} location node-id

___________________
構文の説明

共有ポリシーインスタンスを識別する、最大 32文字の文字列。instance-name

（任意）入力インターフェイスに付加された共有ポリシーインスタン

スの詳細を表示します。

input

（任意）出力インターフェイスに付加された共有ポリシーインスタン

スの詳細を表示します。

output

ノードのロケーション。 node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で入
力します。

location node-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドが、バンドルインターフェイス上の共有ポリシー

インスタンスをサポートするように更新されました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、ロケーション0/RSP0/CPU0の入力インターフェイスに付加された共有ポリシーインスタン

スの詳細を表示するコマンドの結果例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show qos shared-policy-instance instancetwo input location 0/RSP0/CPU0

shared-policy-instance: instancetwo input Bandwidth: 10000000 kbps
Policy: shape Total number of classes: 2
-----------------------------------------------------------------------
Level: 0 Policy: shape Class: class-default
QueueID: N/A
Shape Profile: 1 CIR: 16 kbps CBS: 1024 bytes PIR: 128000 kbps PBS:1605632
bytes WFQ Profile: 1 Committed Weight: 1 Excess Weight: 1
Bandwidth: 0 kbps, Parent Bandwidth: 10000000 kbps, Excess Ratio: 1
-----------------------------------------------------------------------
Level: 1 Policy: child Class: class-default Parent Policy: shape Class: class-default
QueueID: 268435466 (Priority Normal)
Queue Limit: 1572 kbytes Profile: 1 Scale Profile: 14 WFQ Profile: 2
Committed Weight: 10 Excess Weight: 1020
Bandwidth: 0 kbps, Parent Bandwidth: 0kbps, Excess Ratio: 1
--------------------------------------------------------------------------

RP/0/RSP0/CPU0:router:#show qos shared-policy-instance spi1 input location 0/1/cPU0

Instancespi1 -- Direction: input
Policy hier_l2_ingress
Total number of classes: 5
-----------------------------------------------
MPLS vmrid 160
IPV4 vmrid 159
IPV6 vmrid 158

LEVEL1 class: classid = 0x1
class name = class-default
Policer average = 600 mbits/sec (600000 kbps)
Policer conform burst = dflt (16777215 bytes)
Policer conform action = Just TX
Policer exceed action = DROP PKT

LEVEL2 class: classid = 0x2
class name = cos3
Policer average = 100 mbits/sec (100032 kbps)
Policer conform burst = dflt (3126000 bytes)
Policer conform action = SET EXP AND TX
Policer conform action value = 1
Policer exceed action = SET EXP AND TX
Policer exceed action value = 2

LEVEL2 class: classid = 0x3
class name = cos4
Policer average = 100 mbits/sec (100032 kbps)
Policer conform burst = dflt (3126000 bytes)
Policer conform action = SET EXP AND TX
Policer conform action value = 3
Policer exceed action = SET EXP AND TX
Policer exceed action value = 4

LEVEL2 class: classid = 0x4
class name = cos5
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Policer average = 100 mbits/sec (100032 kbps)
Policer conform burst = dflt (3126000 bytes)
Policer conform action = SET EXP AND TX
Policer conform action value = 5
Policer exceed action = SET EXP AND TX
Policer exceed action value = 6

LEVEL2 class: classid = 0x5
class name = class-default

RP/0/RSP0/CPU0:router:#show qos shared-policy-instance spi1 output location 0/1/cPU0

Instancespi1 -- Direction: output
Policy l2_egress
Total number of classes: 2
-----------------------------------------------
MPLS vmrid 17
IPV4 vmrid 16
IPV6 vmrid 24

LEVEL1 class: classid = 0x1
class name = qos_grp1
queue ID = 18
port ID = 2 (Bandwidth = 1000000, MTU = 1522)
Queue Max. BW. = 250 mbits/sec (250000 kbps)
Queue Max. Burst = 200 ms (4194304 bytes)
Queue Limit = 16384 packets (16384 pkts)

LEVEL1 class: classid = 0x2
class name = class-default
queue ID = 19
port ID = 2 (Bandwidth = 1000000, MTU = 1522)
Weight = 1 ( BW Remaining % = 0)
Queue Limit = 16384 packets (16384 pkts)

___________________
関連コマンド 説明コマンド

共有ポリシーインスタンスのすべての詳細の統計

情報を表示します。

show policy-map shared-policy-instance, （137
ページ）
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violate-action
レート制限に違反するパケットに対して実施するアクションを設定するには、ポリシーマップポ

リシングコンフィギュレーションモードで violate-actionコマンドを使用します。ポリシーマッ
プから適合アクションを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

violate-action {drop| set options| transmit}

no violate-action {drop| set options| transmit}

___________________
構文の説明

パケットをドロップします。drop

指定したパケットのプロパティを設定します。 optionsは、次のいずれかのキー
ワードまたはキーワード引数に置き換えられます。

• cos [inner] value：サービスクラスの値を設定します。範囲は 0～ 7です。

◦ inner：（任意）内部（CE）VLANを指定します。

• discard-class value：廃棄クラスの値を設定します。範囲は 0～ 7です。

• dscp value：DiffServコードポイント（DSCP）の値を設定し、パケットを送
信します。有効な値のリストについては、表 4：IP DSCP予約済みキーワー
ド, （86ページ）を参照してください。

• mpls experimental {topmost | imposition} value：マルチプロトコルラベルス
イッチング（MPLS）パケットの最上位ラベルまたは付加ラベルのexperimental
（EXP）の値を設定します。範囲は 0～ 7です。

• precedence precedence：IP precedenceを設定し、パケットを送信します。有
効な値のリストについては、表 5：IP precedence値と名前, （93ページ）を
参照してください。

• qos-groupvalue：QoSグループの値を設定します。範囲は 0～ 63です。

set options

パケットを送信します。transmit

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ポリシーマップポリシングコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

トラフィックポリシング機能に関する詳細については、police rate, （118ページ）コマンドを参
照してください。

violate-actionコマンドでは、IPパケットに対してはDSCP、precedence、または廃棄クラスを設定
でき、MPLSパケットに対しては EXPの値と廃棄クラスの値を設定できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、レート制限に違反するパケットをドロップするトラフィックポリシングをMPLSに対して

設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match mpls experimental topmost 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police rate 250 kbps burst 50
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# violate-action drop
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface gigabitethernet 0/1/0/9
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if) service-policy input policy1

___________________
関連コマンド 説明コマンド

レート制限に適合したパケットに対して実行するアクションを

設定します。

conform-action, （166ページ）

レート制限を超過したパケットに対して実行するアクションを

設定します。

exceed-action, （63ページ）
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説明コマンド

トラフィックポリシングを設定し、ポリシーマップポリシン

グコンフィギュレーションモードを開始します。

police rate, （118ページ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを作
成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）

指定されたインターフェイス上のすべてのサービスポリシー

に対して設定されている全クラスのポリシー設定情報を表示し

ます。

show policy-map interface, （132
ページ）
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輻輳回避コマンド

この章では、輻輳を回避するために使用するコマンドについて説明します。

輻輳回避は、パケットのドロップにより行われます。 Cisco IOS XRソフトウェアは、パケット
をドロップする次の Quality of Service（QoS）の輻輳回避技術をサポートします。

•ランダム早期検出（RED）

•重み付けランダム早期検出（WRED）

•テールドロップ

輻輳回避の概念、設定作業、および例の詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation
Services RouterModular Quality of Service ConfigurationGuide』の「Configuring CongestionAvoidance」
モジュールを参照してください。

• bandwidth（QoS）, 155 ページ

• bandwidth remaining, 159 ページ

• child-conform-aware, 161 ページ

• compress header ip, 164 ページ

• conform-action, 166 ページ

• conform-color, 171 ページ

• queue-limit, 174 ページ

• random-detect, 178 ページ

• random-detect cos, 182 ページ

• random-detect dscp, 184 ページ

• random-detect exp, 187 ページ

• random-detect precedence, 190 ページ

• service-policy（ポリシーマップクラス）, 193 ページ

• service-policy（インターフェイス）, 195 ページ
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• show qos summary, 198 ページ
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bandwidth（QoS）
ポリシーマップに属しているクラスに割り当てる最小帯域幅を指定するには、ポリシーマップ

クラスコンフィギュレーションモードで bandwidthコマンドを使用します。クラスに対する帯
域幅の指定を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

bandwidth {rate [ units ]| percent percentage-value}

no bandwidth {rate [ units ]| percent percentage-value}

___________________
構文の説明

クラスに割り当てる最小帯域幅。単位は unitsで指定します。範囲は 1
～ 4294967295です。

rate

帯域幅の単位を指定します。値は次のとおりです。

• bps：ビット/秒

• gbps：ギガビット/秒

• kbps：キロビット/秒（デフォルト）

• mbps：メガビット/秒

units

使用可能な帯域幅に対する絶対的な割合に基づいて、保証された帯域幅

を指定します。範囲は 1～ 100です。
percent percentage-value

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの単位は kbpsです。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン 適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユーザグループに属している必要

があります。このコマンドリファレンスには、各コマンドに必要なタスク IDが含まれます。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータモジュラ QoS コマンドリファレンスリリー
ス 4.2    

   OL-26082-01-J 155

輻輳回避コマンド

bandwidth（QoS）



ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用できないと考えられる場合、AAA管理者に連
絡してください。

特定のクラスに一致するトラフィックに割り当てる最小保証帯域幅を指定するには、bandwidth
コマンドを使用します。帯域幅は、特定の値として定義することも、インターフェイス帯域幅の

パーセンテージとして設定することもできます。

パーセンテージの値を設定する場合、期待できる精度は 1パーセントです。

帯域幅の値では、インターフェイスから送信されるトラフィックに適用されるレイヤ2のカプ
セル化が考慮されます。イーサネットの場合、カプセル化は 14バイトと見なされます。IEEE
802.1Qの場合、カプセル化は18バイトです。クラスに実際に割り当てられた帯域幅は、show
qos interfaceコマンドの出力で確認できます。

（注）

考慮されるレイヤ 2のカプセル化にはレイヤ 2のヘッダー全体が含まれないので、100%に近い帯
域幅保証を指定するときは注意が必要です。オーバーサブスクリプションになる可能性がありま

す。パケットサイズが小さい場合は特にその可能性があります。

ポリシーマップでは、クラスごとに 1つの bandwidthステートメントを使用できます。 1つのポ
リシーマップで、パーセンテージと実際の値の両方の帯域幅設定を使用できます。

bandwidthコマンドでは、帯域幅の共有方法は指定されません。代わりに、特定のクラスのトー
クンバケットに割り当てられるトークンの数を設定することで、クラスごとに保証される帯域幅

の大きさが指定されます。設定した動作が正しく機能するには、帯域幅とプライオリティトラ

フィックの合計が、インターフェイス自体の帯域幅を超えないようにする必要があります。イン

ターフェイスがオーバーサブスクライブ型の場合、予想できない動作が発生します。

トラフィックで使用可能な帯域幅を削減する階層型ポリシーが定義されていない限り、インター

フェイスの帯域幅は物理インターフェイスの帯域幅に設定されます。次に、トラフィックを指定

した値に整形するために使用されている階層型ポリシーの例を示します。その後、子ポリシーに

よって、整形された帯域幅を指定されているクラスの間で配分する方法が決定されます。

policy-map parent
class match_all
shape average 1000000
bandwidth 1000000
service-policy child

policy-map child
class gold
bandwidth percent 20

class silver
bandwidth percent 40

class default
bandwidth percent 40

bandwidthコマンドは、親ポリシーの一部です。この例の bandwidthコマンドでは、クラス
の最小帯域幅を設定するだけでなく、子ポリシーでの bandwidth percentステートメントの基
準ポイントもリセットします。

（注）
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•帯域幅が親クラスで設定されている場合は、親の最小帯域幅が子の帯域幅パーセンテージに
対する基準として使用されます。

•帯域幅が親クラスで設定されていない場合は、明示または暗黙の帯域幅残量に基づいてクラ
スに割り当てられる合計未割り当て帯域幅の一部である暗黙の最小帯域幅が、基準として使

用されます。

サブインターフェイスポリシーの場合は次のようになります。

•帯域幅が親クラスで設定されている場合は、親の最小帯域幅が子の帯域幅パーセンテージに
対する基準として使用されます。

•帯域幅の残量が親クラスで設定されている場合は、bandwidth-remaining-percent * interface-rate
が基準として使用されます。

•親クラスで帯域幅が設定されていない場合は、shape rateが基準として使用されます。

次の例では、階層型ポリシーがメインインターフェイスに割り当てられていて、親クラスは帯域

幅クラスと整形だけのクラスの混合です。

policy-map hqos
class c1
bandwidth percent 40
service-policy child

class c2
shape average 500000000
service-policy child

クラス c2の子ポリシーの基準は、クラス c2の整形比率によって制約されたクラス c2の暗黙の帯
域幅です。したがって、基準は（60パーセント *インターフェイス帯域幅）/3で 500000000 kbps
が限度です。

次の例では、階層型ポリシーはサブインターフェイスで設定されている class-defaultだけの親の整
形です。

policy-map sub_int_hqos
class c1ass-default
shape average 40
service-policy child

class-defaultの親の整形比率が基準として使用されます。

bandwidthコマンドで percentキーワードを使用すると、インターフェイスの帯域幅はレイヤ 2の
容量として定義され、ギガビットイーサネットまたはPOSのカプセル化は除外されますが、ハイ
レベルデータリンク制御（HDLC）フラグやフレームチェックシーケンス（FCS）などは含まれ
ます。これらを含む必要があるのは、これらはパケットごとに適用され、特定のパケットサイズ

のパケットが送信される数をシステムは予測できないためです。

たとえば、次のポリシーが OC-192インターフェイスに適用されるものとします。

policy-map oc-192
class c1
bandwidth percent 50

結果としてクラス c1に予約される帯域幅は 4,792,320 kbpsです。これは、GEまたは POSオー
バーヘッドを除く OC-192帯域幅の 50パーセントに相当します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、インターフェイス帯域幅の 50%を class1クラスに保証し、10%を class2クラスに保証する

例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# bandwidth percent 50
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# bandwidth percent 10

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定します。class（ポリシーマップ）, （53ペー
ジ）

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させる

関連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを
作成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）

キューが保持できる、ポリシーマップ内に設定されるクラス

ポリシーのパケットの最大数を指定または変更します。

queue-limit, （174ページ）

特定の IP precedenceを持つパケットの重み付けランダム早期
検出（WRED）しきい値を設定します。

random-detect precedence, （190ペー
ジ）

指定されたインターフェイス上のすべてのサービスポリシー

に対して設定されている全クラスのポリシー設定情報を表示

します。

show policy-map interface, （132ペー
ジ）

特定のインターフェイスの QoS情報を表示します。show qos interface, （114ページ）
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bandwidth remaining
残った帯域幅をさまざまなクラスに割り当てる方法を指定するには、ポリシーマップクラスコ

ンフィギュレーションモードで bandwidth remainingコマンドを使用します。システムのデフォ
ルトに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

bandwidth remaining [percent percentage-value| ratio ratio-value]

no bandwidth remaining [percent percentage-value| ratio ratio-value]

___________________
構文の説明

使用可能な帯域幅に対する絶対的な割合に基づいて、保証された

帯域幅を指定します。範囲は 1～ 100です。
percent percentage-value

帯域幅比率の値に基づいて、保証された帯域幅の量を指定します。

範囲は 1～ 1020です。
ratio ratio-value

___________________
コマンドデフォルト 帯域幅は指定されていません。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン 適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユーザグループに属している必要

があります。このコマンドリファレンスには、各コマンドに必要なタスク IDが含まれます。
ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用できないと考えられる場合、AAA管理者に連
絡してください。

特定のクラスに対してModified Deficit Round Robin（MDRR）の重みを設定するには、bandwidth
remainingコマンドを使用します。

出力サービスポリシーで適用するときは、このコマンドを使用して未割り当ての帯域幅を配分す

る方法を定義します。 通常、階層型ポリシーマップの親レベルで帯域幅設定と組み合わせて使

用します。この組み合わせを使用すると、最小帯域幅の保証が満たされる場合は、残りの帯域幅

が、ポリシーマップのクラス設定の bandwidth remainingコマンドで定義されている比率で配分
されます。
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使用可能な帯域幅は、残りの帯域幅が明示的に設定されていないキューイングクラスに均等に配

分されます。

出力では、インターフェイスの実際の帯域幅は、CRCを含まない、レイヤ 2の容量として決
定されます。これらを含む必要があるのは、これらはパケットごとに適用され、特定のパケッ

トサイズのパケットが送信される数をシステムは予測できないためです。

（注）

bandwidth remainingコマンドは、特定のクラスに帯域幅を比例的に割り当てるために使用されま
すが、帯域幅の容量が予約されることはありません。

入力および出力では、bandwidth remainingコマンドを指定しないと、帯域幅はポリシーマップ
で設定されているキューイングクラスの間に均等に配分されます。予想されるMDRRの動作を
正確に計算する場合は、リンクに残っている帯域幅を扱うので、クラス内のトラフィックのパケッ

トサイズに基づいて、リンクでの帯域幅の残りのパーセンテージに値を変換する必要があること

に注意してください。すべてのクラスのパケットサイズが等しい場合は、定義されている比率が

予想どおり正確にリンクに対して適用されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# bandwidth percent 50
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#bandwidth remaining percent 20
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)#class class2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# bandwidth percent 10
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# bandwidth remaining percent 80

次の例では、残りの帯域幅は 20:80の比率でクラス class1および class2で共有されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# bandwidth remaining percent 20
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# bandwidth remaining percent 80
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child-conform-aware
親ポリサーが子ポリサーで指定される最大レートに適合する入力トラフィックをドロップしない

ようにするには、ポリシーマップポリシングコンフィギュレーションモードでchild-conform-aware
コマンドを使用します。ポリシーマップからこのアクションを削除するには、このコマンドの

no形式を使用します。

child-conform-aware

no child-conform-aware

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト child-conform-awareコマンドは設定されていません。

___________________
コマンドモード ポリシーマップポリシングコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン 適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユーザグループに属している必要

があります。このコマンドリファレンスには、各コマンドに必要なタスク IDが含まれます。
ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用できないと考えられる場合、AAA管理者に連
絡してください。

階層型ポリシングでは、トラフィックは最初に子ポリサーレベルで、次にその親ポリサーレベル

でポリシングされます。子ポリサーで指定された最大レートに適合するトラフィックを親ポリ

サーでドロップできます。

拡張階層型の入力ポリシングでは、child-conform-awareコマンドは、親ポリサーが子ポリサーで
指定された最大レートに適合する入力トラフィックをドロップしないようにします。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos
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___________________
例 次に、2つのクラスが子ポリシーに定義された親および子ポリシーマップの例を示します。クラ

ス AF1では、exceedアクションがトラフィックをドロップする以外のアクションに設定されま
す。

child-conform-awareコマンドが親ポリシーで設定されていない場合、親ポリサーは、子ポリサー
の適合レートと一致するけれども親ポリサーの適合レートを超過するトラフィックをドロップし

ます。

child-conform-awareコマンドは、親ポリサーが子ポリサーで指定された最大レートに適合する入
力トラフィックをドロップしないようにします。

次に、2つのクラスが子ポリシーに定義された親と子ポリシーの例を示します。クラス AF1で
は、exceedアクションがトラフィックをドロップする以外のアクションに設定されます。

child-conform-awareコマンドが親ポリシーで設定されていない場合、親ポリサーは、子ポリサー
の適合レートと一致するけれども親ポリサーの適合レートを超過するトラフィックをドロップし

ます。

親ポリサーで使用すると、child-conform-awareコマンドは、親ポリサーが子ポリサーで指定され
た認定レートに適合する入力トラフィックをドロップしないようにします。

この例では、子ポリシーのクラス EFが 1 Mbpsの認定レート、conformアクション、exceedアク
ションで設定されます。 1 Mbps未満のトラフィックはMPLS EXPビットが 4に設定された親ポ
リサーが適用され、1 Mbpsを超えるトラフィックはドロップされます。

子ポリシーのクラスAF1は 1 Mbpsの認定レート、conformアクション、exceedアクションで設定
されます。 1 Mbps未満のトラフィックはMPLS EXPビットが 3に設定された親ポリサーが適用
され、1Mbpsを超えるトラフィックはMPLS EXPビットが 2に設定された親ポリシーが適用され
ます。

この子ポリシーを設定すると、親ポリサーは子クラスのトラフィックが2Mbpsの認定レートを超
えていると見なします。親ポリサーの child-conform-awareコマンドがない場合、親は 2 Mbpsに
ポリシングします。これにより、子ポリシーのクラスEFから一部の適合トラフィックがドロップ
されることがあります。 child-conform-awareコマンドが親ポリサーに設定されている場合、親ポ
リサーは子ポリシーで適合するトラフィックをドロップしません。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map parent
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class-default
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# service-policy child
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police rate 2 mbps
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# child-conform-aware
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# conform-action transmit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# exceed-action drop

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map child
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class EF
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police rate 1 mbps
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# conform-action set mpls experimental imposition
4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# exceed-action drop
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class AF1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police rate 1 mbps
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# conform-action set mpls experimental imposition
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3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# conform-action set mpls experimental imposition
2

___________________
関連コマンド 説明コマンド

レート制限を超過したパケットに対して実行するアクションを

設定します。

exceed-action, （63ページ）

トラフィックポリシングを設定し、ポリシーマップポリシン

グコンフィギュレーションモードを開始します。

police rate, （118ページ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを作
成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）

指定されたインターフェイス上のすべてのサービスポリシーに

対して設定されている全クラスのポリシー設定情報を表示しま

す。

show policy-map interface, （132
ページ）
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compress header ip
ポリシーマップクラスの IPヘッダー圧縮をイネーブルにするには、ポリシーマップクラスコン
フィギュレーションモードで compress header ipコマンドを使用します。ヘッダー圧縮をディ
セーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

compress header ip

no compress header ip

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、IPヘッダー圧縮はディセーブルです。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン 適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユーザグループに属している必要

があります。このコマンドリファレンスには、各コマンドに必要なタスク IDが含まれます。
ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用できないと考えられる場合、AAA管理者に連
絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、ポリシーマップクラスの IPヘッダー圧縮をイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#class-map class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match access-group ipv4 customer1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# compress header ip
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit

___________________
関連コマンド 説明コマンド

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させる

関連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを作
成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）

入力インターフェイスまたは出力インターフェイスに、イン

ターフェイスのサービスポリシーとして使用されるポリシー

マップを対応付けます。

service-policy（インターフェイ
ス）, （195ページ）
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conform-action
レート制限に適合したパケットに対して実行するアクションを設定するには、ポリシーマップポ

リシングコンフィギュレーションモードで conform-actionコマンドを使用します。ポリシーマッ
プから適合アクションを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

conform-action [drop| set options| transmit]

no conform-action [drop| set options| transmit]

___________________
構文の説明

（任意）パケットをドロップします。drop
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（任意）指定したパケットのプロパティを設定します。 optionsを、次のいずれかの
キーワードまたはキーワード引数に置き換えます。

• atm-clp value：セル損失率優先度（CLP）ビットを設定します。

• cos value：サービスクラスの値を設定します。範囲は 0～ 7です。

• cos [inner]value：サービスクラスの値を設定します。範囲は 0～ 7です。

• dei：ドロップ適性インジケータ（DEI）を設定します。0または1の値を指定で
きます。

• discard-class value：廃棄クラスの値を設定します。範囲は 0～ 7です。

• dscp value：DiffServコードポイント（DSCP）の値を設定し、パケットを送信し
ます。有効な値のリストについては、表 4：IP DSCP予約済みキーワード, （86
ページ）を参照してください。

• dscp [tunnel] value：DiffServコードポイント（DSCP）値を設定し、パケットを
送信します。有効な値のリストについては、表 4：IP DSCP予約済みキーワー
ド, （86ページ）を参照してください。 tunnelキーワードによって、DSCPは
外側ヘッダーに設定されます。

• mpls experimental {topmost | imposition} value：マルチプロトコルラベルスイッ
チング（MPLS）パケットの最上位ラベルまたは付加ラベルのexperimental（EXP）
値を設定します。範囲は 0～ 7です。

• precedence precedence：IP precedenceを設定し、パケットを参照します。有効な
値のリストについては、表 2を参照してください。

• precedence [tunnel] precedence：IP precedenceを設定し、パケットを送信します。
有効な値のリストについては、表 5：IP precedence値と名前, （93ページ）を参
照してください。 tunnelキーワードによって、優先順位が外側ヘッダーに設定
されます。

• qos-group value：QoSグループの値を設定します。

• srp-priority value：スペース再利用プロトコル（SRP）のプライオリティを設定
します。範囲は 0～ 7です。

set options

（任意）パケットを送信します。transmit

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、レート制限に準拠するパケットにアクションが設定されていない場合、パケッ

トは送信されます。

___________________
コマンドモード ポリシーマップポリシングコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

set deiキーワードが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

トラフィックポリシング機能の詳細については、police rate, （118ページ）コマンドを参照して
ください。

• experimental値、qos-group値、および廃棄クラス値または

• experimental値および qos-group値または

• experimental値および廃棄クラス値

ポリシーマップの set deiアクションは、802.1adパケットで次の項目に対してサポートされてい
ます。

•入力および出力

•レイヤ 2サブインターフェイス

•レイヤ 2メインインターフェイス

•レイヤ 3メインインターフェイス

set deiアクションは、802.1adカプセル化用に設定されていないインターフェイスのトラフィッ
クに対しては無視されます。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos
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___________________
例 次のMPLSの例では、レート制限に準拠するパケットのMPLS EXPビットを設定するために、ト

ラフィックポリシングが設定されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map class
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match mpls experimental topmost 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# exit

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map child
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class prec1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police rate 100000000 peak-rate 3125000 peak-burst
3125000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# conform-action set mpls experimental imp 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# conform-action set qos-group 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface gigabitethernet 0/1/0/9
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if) service-policy input policy1

この例では、ポリシングレートを 5 Mbpsに設定しています。適合するトラフィックは 0の DEI
値でマーキングします。ポリシングレートを超過したトラフィックは 1のDEI値でマーキングし
ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map 1ad-mark-dei
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class c1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police rate 5 mbps
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# conform-action set dei 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# exceed-action set dei 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# end-policy-map

___________________
関連コマンド 説明コマンド

親ポリサーが子ポリサーで指定される最大レートに適合する入力

トラフィックをドロップしないようにします。

child-conform-aware, （161ペー
ジ）

（SIP 700カードだけに使用されます）。アップストリームノー
ドで以前に非廃棄適性とマーキングされた入力レイヤ 2のフレー

conform-color, （171ページ）

ムリレーパケットの事前分類を設定します。これらの以前マー

キングされたパケットは、2レート 3カラー（2R3C）トラフィッ
クポリシング機能の一部として入力インターフェイスのカラーア

ウェアポリサーによって解析され、事前に分類されます。

レート制限を超過したパケットに対して実行するアクションを設

定します。

exceed-action, （63ページ）

トラフィックポリシングを設定し、ポリシーマップポリシング

コンフィギュレーションモードを開始します。

police rate, （118ページ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを作成
または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）
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説明コマンド

指定されたインターフェイス上のすべてのサービスポリシーに対

して設定されている全クラスのポリシー設定情報を表示します。

show policy-map interface, （132
ページ）

レート制限に違反するパケットに対して実施するアクションを設

定します。

violate-action, （149ページ）
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conform-color
非廃棄適性フレームリレーパケットの事前分類を設定するには、ポリシーマップポリシングコ

ンフィギュレーションモードで conform-colorコマンドを使用します。ポリシーマップから適合
カラーを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

conform-color class-map-name

no conform-color class-map-name

___________________
構文の説明

クラスマップを適合カラーに関連付けるように指定します。class-map-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトで、パケットに事前分類が設定されていない場合、パケットは入力インターフェイス

のカラーアウェアポリサーによって解析されず、通常のポリシング処理が行われます。

___________________
コマンドモード ポリシーマップポリシングコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

通常、以前のノードからのフレームリレーパケットは、デフォルトで fr-de = 0（非廃棄適性を意
味します）または fr-de = 1（廃棄適性を意味します）とマーキングされています。非廃棄適性の
処理については、fr-de=0ケース用のクラスマップを作成して、そのクラスマップに適合カラー
を割り当てる必要があります。

トラフィックポリシング機能の詳細については、police rate, （118ページ）コマンドを参照して
ください。

マルチアクションポリサーセットは、IPパケットには使用できません。（注）
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 この例では、適合カラーは非廃棄適性であるパケットの事前分類に設定されています。

RP/0/RSP0/CPU0:routerconfigure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map match-all match_not_frde
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match not fr-de 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# policy-map 2R3C_conform_example
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class-default
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police rate 768000 burst 288000 peak-rate 1536000
peak-burst 576000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# conform-color match_not_frde
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# conform-action set qos-group 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface pos 0/2/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if) service-policy input policy1

___________________
関連コマンド 説明コマンド

親ポリサーが子ポリサーで指定される最大レートに適合する入力

トラフィックをドロップしないようにします。

child-conform-aware, （161ペー
ジ）

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させる関

連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）

レート制限に適合したパケットに対して実行するアクションを設

定します。

conform-action, （166ページ）

レート制限を超過したパケットに対して実行するアクションを設

定します。

exceed-action, （63ページ）

（SIP 700カードだけに使用されます）。アップストリームノー
ドで以前に廃棄適性とマーキングされた入力レイヤ2のフレーム

exceed-color, （202ページ）

リレーパケットの事前分類を設定します。これらの以前マーキ

ングされたパケットは、2レート3カラー（2R3C）トラフィック
ポリシング機能の一部として入力インターフェイスのカラーア

ウェアポリサーによって解析され、事前に分類されます。

フレームリレー廃棄適性（DE）ビット設定に基づいてパケット
を照合します。

match fr-de, （75ページ）

トラフィックポリシングを設定し、ポリシーマップポリシング

コンフィギュレーションモードを開始します。

police rate, （118ページ）
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説明コマンド

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを作成
または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）

指定されたインターフェイス上のすべてのサービスポリシーに

対して設定されている全クラスのポリシー設定情報を表示しま

す。

show policy-map interface, （132
ページ）

レート制限に違反するパケットに対して実施するアクションを設

定します。

violate-action, （149ページ）
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queue-limit
キューが保持できる、ポリシーマップ内に設定されるクラスポリシーのパケットの最大数を指定

または変更するには、ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで queue-limitコマ
ンドを使用します。クラスからキューのパケット制限を削除するには、このコマンドの no形式
を使用します。

queue-limit value [ unit ]

no queue-limit

___________________
構文の説明

テールドロップの最大しきい値（バイト数）。範囲は 1～ 4294967295です。value

（任意）キュー制限値の単位値は次のとおりです。

• bytes：バイト

• kbytes：キロバイト

• mbytes：メガバイト

• ms：ミリ秒

• packets：パケット（デフォルト）

• us：マイクロ秒

指定された unitsがパケットの場合、パケットのサイズは 256バイトと
想定されます。

（注）

unit

___________________
コマンドデフォルト 100ミリ秒：テールドロップの最大しきい値

10ミリ秒：優先順位が高いキューの最大しきい値

最大しきい値の単位はパケットです。

デフォルトのキュー制限は、指定されたキュークラスの「サービス速度」の 100 msです。（注）

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

クラスの一致基準を満たすパケットは、スケジューリングメカニズムからサービスを提供される

まで、クラス用に確保されたキューに蓄積されます。queue-limitコマンドでは、クラスの最大し
きい値を定義します。そのしきい値に達したとき、クラスキューへの待機パケットはテールド

ロップ（パケットドロップ）します。テールドロップは、出力キューが満杯のときに、輻輳が

削除されるまでパケットをドロップする輻輳回避技術です。

show qos interfaceコマンドを使用して、キュー制限とその他のポリサー値を表示します。

キュー制限のデフォルト値

queue-limitがクラスで設定されていない場合、次のデフォルト値が使用されます。

• QoSが設定されていない場合：

◦キュー制限はインターフェイス速度で 100 msになります。

• QoSが設定され、重み付けランダム早期検出（WRED）が設定されていない場合：

◦キュー制限は、非プライオリティキューの保証サービス速度で 100 msになります。

◦キュー制限は、レベル 1プライオリティクラスのインターフェイス速度で 10msになり
ます。

◦キュー制限は、レベル 2プライオリティクラスの親保証サービス速度で 10msになりま
す。

• QoSが設定され、WREDが設定されている場合:

◦キュー制限は、WRED最大しきい値の 2倍です。最大しきい値は、明示的に設定され
た値または暗黙の 100 msです。

◦クラスに複数のWREDプロファイルが設定されている場合は、最大のしきい値が全プ
ロファイルに対する最大値になります。

◦ queue-limitが時間単位で設定されている場合は、保証サービス速度を使用してキュー制
限が計算されます。
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キュー制限が時間単位で設定されている場合は、クラスの保証サービス速度を使用してキュー制

限がバイト単位で計算されます。たとえば、time_unit（ms単位）* guaranteed_service_rate（kbps
単位）/ 8は、バイト単位の queue-limitに相当します。

キュー制限には次の制約事項が適用されます。

•キュー制限は、最大MTUサイズ（9 * 1024バイト = 9kb）以上である必要があります。

•キュー制限は、入力および出力キューイング ASICの最大パケットバッファサイズである 1
GBを超えることはできません。

•バンドルターゲットでは時間ベースの単位だけが許可されます。

保証サービス速度

保証サービス速度は、すべてのキューがバックログされたときのキューのサービス速度と定義さ

れ、次の式で求められます。

minimum_bandwidth +（bandwidth_remaining_percent * unallocated_bandwidth）

次に、保証サービス速度の計算の例を示します。

policy-map sample_policy
class c1
bandwidth percent 30
bandwidth remaining percent 40

class c2
bandwidth percent 20

class class-default

c1の保証サービス速度 = 30パーセント LR +（40パーセント * 50パーセント * LR）

c2の保証サービス速度 = 20パーセント LR +（30パーセント * 50パーセント * LR）

class-defaultの保証サービス速度 = 30パーセント * 50パーセント * LR

• LRは、サービスポリシー「sample_policy」が対応付けられているターゲットのラインレー
トです。

• 50パーセントは、割り当てられていない帯域幅です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、ポリシーマップ policy1でクラスのキュー制限を 1000000パケットに設定する例を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータモジュラ QoS コマンドリファレンスリ
リース 4.2

176 OL-26082-01-J  

輻輳回避コマンド

queue-limit



RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# queue-limit 1000000

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定しま

す。

class（ポリシーマップ）, （53ペー
ジ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマッ
プを作成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）

特定のインターフェイスの QoS情報を表示します。show qos interface, （114ページ）
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random-detect
ランダム早期検出（RED）をイネーブルにするには、ポリシーマップクラスコンフィギュレー
ションモードで random-detectコマンドを使用します。 REDを削除するには、このコマンドの
no形式を使用します。

random-detect {cos value| default| dei value| discard-class value| dscp value| exp value| precedence value|
min-threshold [ units ] max-threshold [ units ]}

no random-detect [cos value| default| dei value| discard-class value| dscp value| exp value| precedence
value| min-threshold [ units ] max-threshold [ units ]]

___________________
構文の説明 COSベースのWRED。cos value

デフォルトの最小しきい値および最大しきい値を使用した REDをイ
ネーブルにします。

default

廃棄適性インジケータベースのWRED。 0または 1の値を指定できま
す。

dei value

廃棄クラスベースのWRED。discard-class value

DSCPベースのWRED。dscp value

MPLS ExperimentalベースのWRED。exp value

優先順位ベースのWRED。値は次のとおりです。

• 0または routine

• 1または priority

• 2または immediate

• 3または flash

• 4または flash-override

• 5または critical

• 6または internet

• 7または network

precedence value

パケット数での最小しきい値。この引数の値の範囲は 0～ 1073741823
バイトです。

min-threshold
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指定されている単位での最大しきい値。この引数の値の範囲は、

min-threshold引数と 23のどちらか大きい方の値から 1073741823まで
です。キューの平均の長さが最大しきい値を超えると、REDは指定さ
れている廃棄クラス値のすべてのパケットをドロップします。

max-threshold

（任意）しきい値の単位。値は次のとおりです。

• bytes：バイト

• gbytes：ギガバイト

• kbytes：キロバイト

• mbytes：メガバイト

• ms：ミリ秒

• packets：パケット（デフォルト）

• us：マイクロ秒

units

___________________
コマンドデフォルト max-thresholdおよび min-thresholdのデフォルトの単位は packetsです。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されまし

た。

リリース 3.7.2

deiキーワードが追加されまし
た。

リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

RED輻輳回避技術は、TCPの輻輳制御メカニズムを利用しています。高輻輳期間になる前にパ
ケットをランダムにドロップすることで、REDは送信速度を下げるようにパケット送信元に伝え
ます。パケット送信元がTCPを使用している場合、送信元はすべてのパケットが宛先に届くよう
になるまで送信速度を下げます。これは輻輳が解消されたことを示します。 TCPにパケットの送
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信速度を下げさせる手段として REDを使用できます。 TCPは停止するだけでなく、素早く再起
動して、ネットワークがサポート可能なレートに伝送レートを対応させます。

REDは時間の損失を分散させて、トラフィックのバーストを吸収しながら通常の低いキューの深
さを維持します。インターフェイスでイネーブルにすると、REDは、設定時に選択したレートで
輻輳が発生した場合にパケットのドロップを開始します。

時間単位が使用されている場合は、保証サービス速度を使用してしきい値が計算されます。

REDのデフォルト値は、次のように計算されます。

B = 1/2デフォルトの max-threshold（基本は 100 ms）

Bはキューの帯域幅です。すべてのキューが輻輳しているとき、キューの帯域幅はキューの保証
サービス速度と等しくなります。

マーク確率値は常に 1に設定されます。

units引数の値がパケットの場合、パケットのサイズは 256バイトと想定されます。

重み付けランダム早期検出

重み付けランダム早期検出（WRED）には、次の制約事項が適用されます。

•時間単位のしきい値の場合、保証サービス速度を使用してバイト単位のしきい値が計算され
ます。

•保証サービス速度でのデフォルトの RED最小しきい値は、50 msです。

•保証サービス速度でのデフォルトの RED最大しきい値は 100 msです。

バンドルの場合、キュー制限およびWREDしきい値は時間単位だけでサポートされます。

サポートされるいずれかの random-detectコマンドを設定すると、REDがイネーブルになりま
す。

（注）

DEI値に基づくランダム早期検出は、次における 802.1adパケットでサポートされます。

•入力および出力

•レイヤ 2サブインターフェイス

•レイヤ 2メインインターフェイス

•レイヤ 3メインインターフェイス

ポリシーにマーキングアクションがある場合、マーキングされた値は、WREDの実行に使用
されます。

（注）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータモジュラ QoS コマンドリファレンスリ
リース 4.2

180 OL-26082-01-J  

輻輳回避コマンド

random-detect



___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、最小しきい値 1000000および最大しきい値 2000000を使用して REDをイネーブルにする例

を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# random-detect 1000000 2000000

この例では、DEI値が 0のパケットをドロップする前に、DEI値が 1のパケットをドロップする
ことで輻輳を管理します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map dei-sample
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class-default
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# random-detect dei 1 1000 6000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# random-detect dei 0 5000 10000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# end-policy-map

___________________
関連コマンド 説明コマンド

特定の IP precedenceを持つパケットの重み付けランダム早
期検出（WRED）しきい値を設定します。

random-detect precedence, （190ペー
ジ）

指定されたインターフェイス上のすべてのサービスポリシー

に対して設定されている全クラスのポリシー設定情報を表示

します。

show policy-map interface, （132ペー
ジ）
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random-detect cos
特定のサービスクラス（CoS）値を持つパケットの重み付けランダム早期検出（WRED）しきい
値を設定するには、ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで random-detect cos
コマンドを使用します。 CoSのデフォルトにしきい値を戻すには、このコマンドの no形式を使
用します。

random-detect cos cos-value min-threshold [ units ] max-threshold [ units ]

no random-detect cos cos-value min-threshold [ units ] max-threshold [ units ]

___________________
構文の説明 CoS値。有効な値は 0～ 7です。最大で 8つの値をカンマで区切って入

力できます。

cos-value

パケット数での最小しきい値。この引数の値の範囲は 0～ 1073741823バ
イトです。

min-threshold

パケット数での最大しきい値。この引数の値の範囲は、min-threshold引
数の値から 1073741823までです。

max-threshold

（任意）しきい値の単位。値は次のとおりです。

• bytes：バイト

• gbytes：ギガバイト

• kbytes：キロバイト

• mbytes：メガバイト

• ms：ミリ秒

• packets：パケット（デフォルト）

• us：マイクロ秒

units

___________________
コマンドデフォルト max-thresholdおよび min-thresholdのデフォルトの単位は packetsです。

min-threshold：30 ms

max-threshold：100 ms

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

random-detect cosコマンドは、レイヤ 2VPN接続回線または物理イーサネットインターフェイス
に付加されたサービスポリシーだけで使用できます。（レイヤ 3インターフェイスに付加された
ポリシーでは無効です）。

バンドルターゲットでは時間ベースの単位だけが許可されます。（注）

units引数の値がパケットの場合、パケットのサイズは 256バイトと想定されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、CoSを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map map1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class c
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# random-detect cos 3 1000 bytes 2000 bytes

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定しま

す。

class（ポリシーマップ）, （53ペー
ジ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマッ
プを作成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）

特定のインターフェイスの QoS情報を表示します。show qos interface, （114ページ）
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random-detect dscp
特定のDiffServコードポイント（DSCP）値でパケットの重み付けランダム早期検出（WRED）し
きい値を設定するには、ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで random-detect
dscpコマンドを使用します。 DSCP値のデフォルトにしきい値を戻すには、このコマンドの no
形式を使用します。

random-detect dscp dscp-value min-threshold [ units ] max-threshold [ units ]

no random-detect dscp dscp-value min-threshold [ units ] max-threshold [ units ]

___________________
構文の説明 DSCP値。最大で 8つの dscp-values（数値、範囲、および予約済みキーワード

の任意の組み合わせ）を、カンマで区切って使用できます。次の引数がサポー

トされています。

• DSCP値を設定する 0～ 63の番号。

• DSCP値の範囲。範囲は 0～ 63です。

•数値の代わりに、予約済みキーワードも指定できます。表 4：IP DSCP予
約済みキーワード, （86ページ）に、予約済みキーワードを示します。

dscp-value

パケット数での最小しきい値。この引数の値の範囲は 0～ 1073741823です。
平均キューの長さが最小しきい値に達すると、WREDでは、指定された DSCP
の値で一部のパケットがランダムにドロップされます。

min-threshold

パケット数での最大しきい値。この引数の値の範囲は、min-threshold引数の値
から 1073741823までです。キューの平均の長さが最大しきい値を超えると、
WREDは指定した DSCP値のすべてのパケットをドロップします。

max-threshold

（任意）しきい値の単位。値は次のとおりです。

• bytes：バイト

• gbytes：ギガバイト

• kbytes：キロバイト

• mbytes：メガバイト

• ms：ミリ秒

• packets：パケット数（デフォルト）

• us：マイクロ秒

units

___________________
コマンドデフォルト パケットをデフォルトの DSCP（000000）と一致させます。
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max-thresholdおよび min-thresholdのデフォルトの単位は packetsです。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

WREDは、輻輳が存在するときにランダムにパケットをドロップすることでトラフィックを遅く
する輻輳回避メカニズムです。WREDは、パケットのドロップに対して送信速度を下げることで
対応する TCPのようなプロトコルで最も有効です。

数値の代わりに、予約済みキーワードも指定できます。キーワードのリストについては、表 4：
IP DSCP予約済みキーワード, （86ページ）を参照してください。

units引数の値がパケットの場合、パケットのサイズは 256バイトと想定されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、DSCP AF11のパケットで、WREDの最小しきい値が 1,000,000バイト、最大しきい値が

2,000,000バイトの場合の例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# random-detect dscp AF11 1000000 2000000

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定します。class（ポリシーマップ）, （53ペー
ジ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップ
を作成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）
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説明コマンド

特定の IP precedenceを持つパケットの重み付けランダム早
期検出（WRED）しきい値を設定します。

random-detect precedence, （190ペー
ジ）

指定されたインターフェイス上のすべてのサービスポリシー

に対して設定されている全クラスのポリシー設定情報を表

示します。

show policy-map interface, （132ペー
ジ）
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random-detect exp
特定のMPLS experimental（EXP）ビット値でマーキングされたパケットの重み付けランダム早期
検出（WRED）しきい値を設定するには、ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモー
ドで random-detect expコマンドを使用します。値をデフォルトに戻すには、このコマンドの no
形式を使用します。

random-detect exp exp-value min-threshold [ units ] max-threshold [ units ]

no random-detect exp exp-value min-threshold [ units ] max-threshold [ units ]

___________________
構文の説明 MPLS EXP値。有効な値は 0～ 7です。最大で 8つの値をカンマで区切っ

て入力できます。

exp-value

パケット数での最小しきい値。この引数の値の範囲は 0～ 1073741823バイ
トです。

min-threshold

指定されている単位での最大しきい値。この引数の値の範囲は、min-threshold
引数の値から1073741823までです。キューの平均の長さが最大しきい値を
超えると、WREDは指定した EXP値のすべてのパケットをドロップしま
す。

max-threshold

（任意）しきい値の単位。値は次のとおりです。

• bytes：バイト

• gbytes：ギガバイト

• kbytes：キロバイト

• mbytes：メガバイト

• ms：ミリ秒

• packets：パケット数（デフォルト）

• us：マイクロ秒

units

___________________
コマンドデフォルト max-thresholdおよび min-thresholdのデフォルトの単位は packetsです。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

WREDは、輻輳が存在するときにランダムにパケットをドロップすることでトラフィックを遅く
する輻輳回避メカニズムです。WREDは、パケットのドロップに対して送信速度を下げることで
対応する TCPのようなプロトコルで最も有効です。

units引数の値がパケットの場合、パケットのサイズは 256バイトと想定されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、EXPフィールド値が 4のマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）で、WRED最小

しきい値が 1,000,000バイト、最大しきい値が 2,000,000バイトの場合の例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# random-detect exp 4 1000000 20000

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定します。class（ポリシーマップ）, （53ペー
ジ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを
作成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）

特定の DiffServコードポイント（DSCP）値でパケットの重
み付けランダム早期検出（WRED）しきい値を設定します。

random-detect dscp, （184ページ）

特定の IPprecedenceを持つパケットの重み付けランダム早期
検出（WRED）しきい値を設定します。

random-detect precedence, （190ペー
ジ）
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説明コマンド

指定されたインターフェイス上のすべてのサービスポリシー

に対して設定されている全クラスのポリシー設定情報を表示

します。

show policy-map interface, （132ペー
ジ）
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random-detect precedence
特定の IP precedenceを持つパケットの重み付けランダム早期検出（WRED）しきい値を設定する
には、ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで random-detect precedenceコマ
ンドを使用します。 precedenceのデフォルトにしきい値を戻すには、このコマンドのno形式を使
用します。

random-detect precedence precedence-value min-threshold [ units ] max-threshold [ units ]

no random-detect precedence precedence-value min-threshold [ units ] max-threshold [ units ]

___________________
構文の説明

正確な値を指定する IP precedence値 ID。範囲は 0～ 7です。数値の代わり
に、予約済みキーワードも指定できます。表 5：IP precedence値と名前, （
93ページ）に、予約済みキーワードを示します。最大で 8つの値または予
約済みキーワードをカンマで区切って入力できます。

precedence-value

パケット数での最小しきい値。範囲は、0～ 1073741823バイトです。min-threshold

指定されている単位での最大しきい値。範囲は、min-threshold引数の値から
1073741823までです。キューの平均の長さが最大しきい値を超えると、
WREDは指定した precedence値のすべてのパケットをドロップします。

max-threshold

（任意）しきい値の単位。値は次のとおりです。

• bytes：バイト

• gbytes：ギガバイト

• kbytes：キロバイト

• mbytes：メガバイト

• ms：ミリ秒

• packets：パケット数（デフォルト）

• us：マイクロ秒

units

___________________
コマンドデフォルト max-thresholdおよび min-thresholdのデフォルトの単位は packetsです。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

WREDは、輻輳が存在するときにランダムにパケットをドロップすることでトラフィックを遅く
する輻輳回避メカニズムです。WREDは、パケットのドロップに対して送信速度を下げることで
対応する TCPのようなプロトコルで最も有効です。

インターフェイスで random-detectコマンドを設定すると、パケットの IP precedenceに基づいて、
パケットに対する優先処理が行われます。異なる precedenceに対する処理を調節するには、
random-detect precedenceコマンドを使用します。

units引数の値がパケットの場合、パケットのサイズは 256バイトと想定されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、precedence 3のパケットで、WREDの最小しきい値が 1,000,000バイト、最大しきい値が

2,000,000バイトの場合の例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)#random-detect precedence 3 1000000 2000000

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ポリシーマップに属しているクラスに割り当てる最小帯域

幅を指定します。

bandwidth（QoS）, （155ページ）

ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定します。class（ポリシーマップ）,（53ペー
ジ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを
作成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）
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説明コマンド

特定の DiffServコードポイント（DSCP）値でパケットの重
み付けランダム早期検出（WRED）しきい値を設定します。

random-detect dscp, （184ページ）

指定されたインターフェイス上のすべてのサービスポリシー

に対して設定されている全クラスのポリシー設定情報を表示

します。

show policy-map interface, （132ペー
ジ）
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service-policy（ポリシーマップクラス）
ポリシーマップ内で QoSポリシーとしてサービスポリシー（階層型サービスポリシーと呼ばれ
る）を使用するには、ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで service-policyコ
マンドを使用します。特定のサービスポリシーをポリシーマップ内の QoSポリシーとしてディ
セーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

service-policy [type qos] policy-map-name

no service-policy [type qos] policy-map-name

___________________
構文の説明

（任意）QoSサービスポリシーを指定します。type qos

QoSポリシーとして使用する定義済みのポリシーマップの名前。名
前には最大 40文字までの英数字を指定できます。

policy-map-name

___________________
コマンドデフォルト サービスポリシーは指定されていません。

タイプを指定しないと QoSになります。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

service-policy（policy-mapclass）コマンドでは、ポリシーマップクラスコンフィギュレーション
モードで階層型サービスポリシーを作成します。

このコマンドは、インターフェイスコンフィギュレーションモードで使用される service-policy
（interface）コマンドとは異なります。
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子ポリシーは、親ポリシーマップのデフォルトクラスに関連付けられている事前に定義された

サービスポリシーです。既存のサービスポリシーを使用する新しいサービスポリシーが親ポリ

シーです。

service-policy（policy-map class）コマンドには、次の制約事項があります。

• priorityコマンドは、子ポリシーでだけ使用できます。

• bandwidthコマンドが子ポリシーで使用される場合、bandwidthコマンドも親ポリシーで使
用される必要があります。デフォルトクラスを使用するポリシーが1つの例外となります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、親サービスポリシーで階層型サービスポリシーを作成する方法の例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map child
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# priority
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map parent
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class-default
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# shape average 10000000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# service-policy child

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ポリシーマップに属しているクラスに割り当てる最小帯域幅

を指定します。

bandwidth（QoS）, （155ページ）

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させる

関連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを
作成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）

ポリシーマップに属するトラフィックのクラスにプライオリ

ティを割り当てます。

priority（QoS）, （125ページ）

入力インターフェイスまたは出力インターフェイスに、イン

ターフェイスのサービスポリシーとして使用されるポリシー

マップを対応付けます。

service-policy（インターフェイス）,
（195ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータモジュラ QoS コマンドリファレンスリ
リース 4.2

194 OL-26082-01-J  

輻輳回避コマンド

service-policy（ポリシーマップクラス）



service-policy（インターフェイス）
インターフェイスのサービスポリシーとして使用される入力インターフェイスまたは出力イン

ターフェイス、および必要に応じて複数のサブインターフェイスにポリシーマップを対応付ける

には、適切なコンフィギュレーションモードで service-policyコマンドを使用します。入力また
は出力インターフェイスからサービスポリシーを削除するには、このコマンドの no形式を使用
します。

service-policy {input| output} policy-map [shared-policy-instance instance-name]

no service-policy {input| output} policy-map [shared-policy-instance instance-name]

___________________
構文の説明

指定したポリシーマップを入力インターフェイスに付加します。input

指定したポリシーマップを出力インターフェイスに付加します。output

対応付けるサービスポリシーマップ（policy-mapコマンドによって
作成）の名前。

policy-map

（任意）複数のサブインターフェイス間でQoSリソースを共有できる
ようにします。

複数の物理インターフェイス間での共有はサポートされて

いません。

（注）

shared-policy-instance

（任意）共有ポリシーインスタンスを識別する、最大 32文字の文字
列。

instance-name

___________________
コマンドデフォルト サービスポリシーは指定されていません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

レイヤ 2送信コンフィギュレーション

サブインターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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変更箇所リリース

このコマンドが、バンドルインターフェイス上の共有ポリシー

インスタンスをサポートするように更新されました。

リリース 3.9.0

コマンドが、レイヤ 2送信コンフィギュレーションモードでサ
ポートされました。

リリース 3.6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

1つのポリシーマップを1つ以上のインターフェイスに対応付けて、そのインターフェイスのサー
ビスポリシーを指定できます。ポリシーマップを構成するクラスポリシーが、そのクラスのク

ラスマップ一致基準を満たすパケットに適用されます。新しいポリシーをインターフェイスに適

用するには、前のポリシーを削除する必要があります。新しいポリシーで既存のポリシーを置き

換えることはできません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、ポリシーマップ policy1を Packet-over-SONET/SDH（POS）インターフェイス 0/2/0/0に適

用する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match precedence ipv4 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# set precedence 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface pos 0/2/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# service-policy output policy1

次に、ポリシーマップ policy2を GigabitEthernetサブインターフェイス 0/1/0/0.1に適用する例を
示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map class2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# exit

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class-map class2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# set precedence 3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface gigabitethernet 0/1/0/0.1
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-subif)# service-policy input policy2 shared-policy-instance
ethernet101

次に、ポリシーマップ policy1を Bundle-Etherインターフェイス 100.1および 100.2に適用する例
を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface Bundle-Ether 100.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# service-policy policy1 shared-policy-instance subscriber1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# exit

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface Bundle-Ether 100.2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# service-policy output policy1 shared-policy-instance
subscriber1

___________________
関連コマンド 説明コマンド

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させ

る関連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップ
を作成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）

ポリシーマップ内のQoSポリシーとしてサービスポリシー
を使用します。

service-policy（ポリシーマップクラ
ス）, （193ページ）

指定されたインターフェイス上のすべてのサービスポリ

シーに対して設定されている全クラスのポリシー設定情報

を表示します。

show policy-map interface, （132ペー
ジ）

共有ポリシーインスタンスのすべての詳細の統計情報を表

示します。

show policy-map shared-policy-instance,
（137ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータモジュラ QoS コマンドリファレンスリリー
ス 4.2    

   OL-26082-01-J 197

輻輳回避コマンド

service-policy（インターフェイス）



show qos summary
特定のロケーションにあるインターフェイスを表示するには、EXECモードで show qos summary
コマンドを使用します。

show qos summary [shared-policy-instance instance-name location rack/slot/module/interface.subinterface|
police [interface type instance| location [rack/slot/module/interface.subinterface| location-name]]| policy
policy-name [interface type instance| location node-location]| queue [interface type instance| location
node-location]]

___________________
構文の説明

共有ポリシーインスタンスを識別する、最大 32文字の
文字列。

shared-policy-instance instance-name

rack/slot/module/interface.subinterfaceの形式で表したノー
ドの場所。

location rack/slot/module/
interface.subinterface

ポリサーインターフェイス統計情報を表示します。police

インターフェイスのタイプと番号。interface type instance

場所を完全修飾で指定する文字列。location location-name

ポリシーを識別する文字列。policy policy-name

場所を完全修飾で指定します。location node-location

キューの統計情報を表示します。queue

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、共有ポリシーインスタンスのロケーション0/RSP0/CPU0にあるインターフェイスを表示す

るコマンドの結果例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show qos summary shared-policy-instance instancetwo location
0/RSP0/CPU0

list of interfaces retrieved
TenGigE0/0/0.1
TenGigE0/0/0.2

RP/0/RSP0/CPU0:router#

___________________
関連コマンド 説明コマンド

共有ポリシーインスタンスのすべての詳細の統計情報を表

示します。

show policy-map shared-policy-instance,
（137ページ）

入力インターフェイスまたは出力インターフェイスに付加

された特定の共有ポリシーインスタンスの特定のロケー

ションに関するインターフェイス詳細を表示します。

show qos shared-policy-instance, （146
ページ）
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階層型モジュラ QoS コマンド

この章では、階層型 QoSコマンドの詳細について説明します。

階層型QoSでは、トラフィック管理をより細かい粒度で実行する、複数のポリシーレベルでQoS
動作を指定できます。 HQoSの概念、設定作業、および例の詳細については、『Cisco ASR 9000
Series Aggregation Services Router Modular Quality of Service Configuration Guide』を参照してくださ
い。

• exceed-color, 202 ページ

• match dei, 205 ページ

• set dei, 207 ページ
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exceed-color
廃棄適性であるフレームリレーパケットの事前分類を設定するには、ポリシーマップポリシン

グコンフィギュレーションモードで exceed-colorコマンドを使用します。ポリシーマップから
超過カラーを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

exceed-color class-map-name

no exceed-color class-map-name

___________________
構文の説明

クラスマップを超過カラーに関連付けるように指定します。class-map-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトで、パケットに事前分類が設定されていない場合、パケットは入力インターフェイス

のカラーアウェアポリサーによって解析されず、通常のポリシング処理が行われます。

___________________
コマンドモード ポリシーマップポリシングコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

通常、以前のノードからのフレームリレーパケットは、デフォルトで fr-de = 0（非廃棄適性を意
味します）または fr-de = 1（廃棄適性を意味します）とマーキングされています。廃棄適性の処
理については、fr-de=1ケース用のクラスマップを作成して、そのクラスマップに超過カラーを
割り当てる必要があります。

トラフィックポリシング機能の詳細については、police rate, （118ページ）コマンドを参照して
ください。

マルチアクションポリサーセットは、IPパケットには使用できません。（注）
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 この例では、超過カラーは廃棄適性であるパケットの事前分類に設定されています。

RP/0/RSP0/CPU0:routerconfigure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map match-all match_frde
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match fr-de 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# policy-map 2R3C_exceed_example
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class-default
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police rate 768000 burst 288000 peak-rate 1536000
peak-burst 576000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# exceed-color match_frde
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# exceed-action set qos-group 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface pos 0/2/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# service-policy input policy2

___________________
関連コマンド 説明コマンド

親ポリサーが子ポリサーで指定される最大レートに適合する入力

トラフィックをドロップしないようにします。

child-conform-aware, （161ペー
ジ）

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させる関

連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）

レート制限に適合したパケットに対して実行するアクションを設

定します。

conform-action, （166ページ）

（SIP 700カードだけに使用されます）。アップストリームノー
ドで以前に非廃棄適性とマーキングされた入力レイヤ2のフレー

conform-color, （171ページ）

ムリレーパケットの事前分類を設定します。これらの以前マー

キングされたパケットは、2レート3カラー（2R3C）トラフィッ
クポリシング機能の一部として入力インターフェイスのカラー

アウェアポリサーによって解析され、事前に分類されます。

レート制限を超過したパケットに対して実行するアクションを設

定します。

exceed-action, （63ページ）

フレームリレー廃棄適性（DE）ビット設定に基づいてパケット
を照合します。

match fr-de, （75ページ）

トラフィックポリシングを設定し、ポリシーマップポリシング

コンフィギュレーションモードを開始します。

police rate, （118ページ）
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説明コマンド

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを作成
または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）

指定されたインターフェイス上のすべてのサービスポリシーに

対して設定されている全クラスのポリシー設定情報を表示しま

す。

show policy-map interface, （132
ページ）

レート制限に違反するパケットに対して実施するアクションを設

定します。

violate-action, （149ページ）
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match dei
クラスマップの一致基準としてドロップ適性インジケータ（DEI）値を指定するには、クラスマッ
プコンフィギュレーションモードでmatch deiコマンドを使用します。指定したDEIクラス値を
クラスマップの一致基準から削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

match dei value

no match dei

___________________
構文の説明 DEIビットの値。 0または 1の値を指定できます。value

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの DEI値はありません。指定する必要があります。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.3

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

matchdeiコマンドでは、クラスマップで指定されているクラスにパケットが属するかどうかを判
定するために検査対象の一致基準として DEI値を指定します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos
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___________________
例 この例では、802.1ad CoSと DEIは、着信する 802.1q CoSから導かれます。 CoS値が 0のパケッ

トは、DEI値 1でマーキングされます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map match-any remark-cos
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match cos 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# end-class-map
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map p1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class remark-cos
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# set dei 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# end-policy-map

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface GigabitEthernet0/4/0/39.1 l2transport
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-subif)# encapsulation dot1q 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-subif)# rewrite ingress tag push dot1ad 5 symmetric
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-subif)# service-policy input p1

___________________
関連コマンド 説明コマンド

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させる

関連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）

指定したサービスクラス（CoS）値をクラスマップの一致基
準として識別します。

match cos, （68ページ）
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set dei
ポリシーマップクラスのドロップ適性インジケータ（DEI）値を設定するには、ポリシーマップ
クラスコンフィギュレーションモードで set deiコマンドを使用します。ポリシーマップクラス
から指定 DEI値を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

set dei value

no set dei

___________________
構文の説明 DEIビットの値。 0または 1の値を指定できます。value

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの DEI値はありません。指定する必要があります。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

set deiコマンドでは、ポリシーマップクラスで DEI値を指定します。たとえば、輻輳が発生し
ている場合、トラフィックをポリシングして超過トラフィックを DEI値 1でマーキングできるた
め、出力インターフェイスまたはその他のダウンストリームでトラフィックを優先的にドロップ

できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos
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___________________
例 この例では、802.1ad CoSと DEIは、着信する 802.1q CoSから導かれます。 CoS値が 0のパケッ

トは、DEI値 1でマーキングされます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# class-map match-any remark-cos
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# match cos 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-cmap)# end-class-map
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map p1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class remark-cos
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# set dei 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# end-policy-map

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface GigabitEthernet0/4/0/39.1 l2transport
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-subif)# encapsulation dot1q 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-subif)# rewrite ingress tag push dot1ad 5 symmetric
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-subif)# service-policy input p1

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定します。class（ポリシーマップ）, （53ペー
ジ）

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させ

る関連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを
作成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）
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リンクバンドルコマンド

リンクバンドルは、1つ以上のポートを集約したグループで、1つのリンクとして扱われます。
この章では、リンクバンドルで QoSに使用するコマンドについて説明します。リンクバンド
ル、関連する概念、および設定作業の詳細については、『CiscoASR9000SeriesAggregationServices
Router Modular Quality of Service Configuration Guide』を参照してください

• clear qos counters（共有ポリシーインスタンス）, 210 ページ

• clear qos counters interface, 212 ページ

• encap-sequence, 214 ページ
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clear qos counters（共有ポリシーインスタンス）
特定の共有ポリシーインスタンスのカウンタをクリアするには、EXECモードで clearqos counters
（共有ポリシーインスタンス）コマンドを使用します。

clear qos counters shared-policy-instance instance-name [input| output] location node-id

___________________
構文の説明

共有ポリシーインスタンスを識別する、最大 32文字の文字列。instance-name

（任意）入力インターフェイスに対応付けられた共有ポリシーインスタ

ンスの QoSカウンタをクリアします。
input

（任意）出力インターフェイスに対応付けられた共有ポリシーインスタ

ンスの QoSカウンタをクリアします。
output

ノードの場所です。 node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で入力しま
す。バンドルインターフェイス上の共有ポリシーインスタンスのnode-id
としてアクティブな RSPのロケーションを指定します。

location node-id

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドが、バンドルインターフェイス上の共有ポリシー

インスタンスをサポートするように更新されました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン

適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユーザグループに属している必要
があります。このコマンドリファレンスには、各コマンドに必要なタスク IDが含まれます。
ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用できないと考えられる場合、AAA管理者に連
絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、特定の共有ポリシーインスタンスの QoSカウンタをクリアする方法の例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear qos counters shared-policy-instance ethernet101 input location
0/1/CPU0

___________________
関連コマンド 説明コマンド

入力インターフェイスまたは出力インターフェイスに、

インターフェイスのサービスポリシーとして使用される

ポリシーマップを対応付けます。

service-policy（インターフェイス）, （
195ページ）

共有ポリシーインスタンスのすべての詳細の統計情報を

表示します。

show policy-map shared-policy-instance,
（137ページ）
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clear qos counters interface
指定したインターフェイスの QoSカウンタをクリアするには、EXECモードで clear qos counters
interfaceコマンドを使用します。

clear qos counters interface type [input| output]

___________________
構文の説明

インターフェイスのタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘ
ルプ機能を使用します。

type

（任意）指定したインターフェイスに対応付けられている入力QoSカウン
タをクリアします。

input

（任意）指定したインターフェイスに対応付けられている出力QoSカウン
タをクリアします。

output

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

interfaceキーワードが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

inputまたは outputキーワードを指定しないと、clear qos counters interfaceコマンドは指定した
インターフェイスに対応付けられているすべての入力および出力QoSカウンタをクリアします。
inputまたは outputキーワードを指定すると、インターフェイスに対応付けられている指定した
向きのカウンタだけがクリアされます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、ギガビットイーサネットインターフェイス 0/1/0/9に対応付けられている QoSカウンタを

クリアする方法の例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear qos counters interface gigabitethernet 0/1/0/9

次に、POSインターフェイス 0/7/0/3に対応付けられている出力QoSカウンタをクリアする方法の
例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear qos counters interface pos 0/7/0/3 output
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encap-sequence
出力方向のマルチクラスマルチリンク（MCMP）インターフェイスのトラフィックにトラフィッ
ククラスを設定するには、クラスマップコンフィギュレーションモードで encap-sequenceコマ
ンドを使用します。

encap-sequence [class-id| none]

no encap-sequence class-id

___________________
構文の説明

（任意）カプセル化のシーケンス番号。範囲は 1～ 15です。class-id

（任意）カプセル化のシーケンスなし。none

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

encap-sequenceコマンドは class-defaultでサポートされません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り/書き込みqos
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___________________
例 次に、カプセル化のシーケンスが 1つのポリシーマップに 3つのクラスを設定する例を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class voice
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# priority level 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police rate 128
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# encap-sequence none
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# class video
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# priority level 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police 1000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# encap-sequence 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# class mission-critical
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# bandwidth 1000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# encap-sequence 1

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定します。class（ポリシーマップ）, （53ペー
ジ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップ
を作成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）

ポリシーマップに属するトラフィックのクラスにプライオ

リティを割り当てます。

priority（QoS）, （125ページ）
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導入シナリオコマンド

この章では、他の技術マニュアルで説明されているMPLSや L2VPNなどの機能のQoS実装に使
用するコマンドについて説明します。詳細な導入シナリオについては、『Cisco ASR 9000 Series
Aggregation Services Router Modular Quality of Service Configuration Guide』を参照してください。

• random-detect discard-class, 218 ページ

• set cos, 221 ページ
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random-detect discard-class
特定の廃棄クラス値でパケットの重み付けランダム早期検出（WRED）しきい値を設定するには、
ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで random-detect discard-classコマンドを
使用します。廃棄クラスのデフォルトにしきい値を戻すには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

random-detect discard-class discard-value min-threshold [ units ] max-threshold [ units ]

no random-detect discard-class discard-value min-threshold [ units ] max-threshold [ units ]

___________________
構文の説明

廃棄クラスの値。有効な値は 0～ 7です。最大で 8つの値をカンマで区
切って入力できます。

discard-value

パケット数での最小しきい値。この引数の値の範囲は 0～ 1073741823バ
イトです。

min-threshold

パケット数での最大しきい値。この引数の値の範囲は、min-threshold引数
の値から 1073741823までです。キューの平均の長さが最大しきい値を超
えると、WREDは指定されている廃棄クラス値のすべてのパケットをド
ロップします。

max-threshold

（任意）しきい値の単位。値は次のとおりです。

• bytes：バイト

• gbytes：ギガバイト

• kbytes：キロバイト

• mbytes：メガバイト

• ms：ミリ秒

• packets：パケット数（デフォルト）

• us：マイクロ秒

units

___________________
コマンドデフォルト max-thresholdおよび min-thresholdのデフォルトの単位は packetsです。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

WREDは、輻輳が存在するときにランダムにパケットをドロップすることでトラフィックを遅く
する輻輳回避メカニズムです。WREDは、パケットのドロップに対して送信速度を下げることで
対応する TCPのようなプロトコルで最も有効です。

インターフェイスで random-detectdiscard-classコマンドを設定すると、パケットの廃棄クラスに
基づいて、パケットに対する優先処理が行われます。

units引数の値がパケットの場合、パケットのサイズは 256バイトと想定されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、廃棄クラス 3の廃棄クラス値を最小バイトしきい値 1000000および最大バイトしきい値

2000000に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# random-detect discard-class 3 1000000 2000000

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定します。class（ポリシーマップ）, （53ペー
ジ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップ
を作成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）

特定の IP precedenceを持つパケットの重み付けランダム早
期検出（WRED）しきい値を設定します。

random-detect precedence, （190ペー
ジ）
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説明コマンド

指定されたインターフェイス上のすべてのサービスポリシー

に対して設定されている全クラスのポリシー設定情報を表

示します。

show policy-map interface, （132ペー
ジ）
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set cos
発信パケットのレイヤ 2サービスクラス（CoS）の値を設定するには、ポリシーマップコンフィ
ギュレーションモードで set cosコマンドを使用します。特定の CoS値設定を削除するには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

set cos [inner] cos-value

no set cos [inner] cos-value

___________________
構文の説明

（任意）QinQ設定などの内部 CoSを指定します。inner

0～ 7の特定の IEEE 802.1Q CoS値です。cos-value

___________________
コマンドデフォルト 送信パケットのレイヤ 2 CoS値は設定されていません。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

スイッチに送信されているパケットをマーキングするには、set cosコマンドを使用します。ス
イッチは、CoS値のマーキングを含むレイヤ 2ヘッダー情報を利用できます。

レイヤ 3では、set cosコマンドは、インターフェイスの出力方向に対応付けられるサービスポリ
シーでだけ使用できます。インターフェイスが受信するパケットは、CoS値で設定できません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みqos
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___________________
例 次の例では、異なるサービスクラスの異なる CoS値を割り当てるためにポリシーマップ cos-set

が作成され、そのポリシーマップが出力ギガビットイーサネット VLANサブインターフェイス
0/1/0/9.100に対応付けられています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# policy-map cos-set
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# set cos 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# class class2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# set cos 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pmap)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface gigabitethernet 0/1/0/9.100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# service-policy output cos-set

___________________
関連コマンド 説明コマンド

トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させる

関連付けられたルールを定義します。

class-map, （56ページ）

1つ以上のインターフェイスに付加できるポリシーマップを作
成または変更し、サービスポリシーを指定します。

policy-map, （123ページ）

入力インターフェイスまたは出力インターフェイスに、イン

ターフェイスのサービスポリシーとして使用されるポリシー

マップを対応付けます。

service-policy（インターフェイ
ス）, （195ページ）
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索引

A

ancp an-port circuit-idコマンド 4
ancp neighborコマンド 6
ancp rate-adjustmentコマンド 8
ancp server sender-nameコマンド 10
ancpコマンド 2

B

bandwidth（QoS）コマンド 155
bandwidth remainingコマンド 159

C

child-conform-awareコマンド 161
class-mapコマンド 56
class（ポリシーマップ）コマンド 53
clear ancp an-portコマンド 12
clear ancp neighborコマンド 15
clear ancp summary statisticsコマンド 17
clear qos counters（共有ポリシーインスタンス）コマン
ド 210
clear qos counters interfaceコマンド 212
compress header ipコマンド 164
conform-actionコマンド 166
conform-colorコマンド 171

E

encap-sequenceコマンド 214
end-class-mapコマンド 59
end-policy-mapコマンド 61
exceed-actionコマンド 63
exceed-colorコマンド 202

M

match access-groupコマンド 79
match cosコマンド 68
match deiコマンド 205
match destination-addressコマンド 81
match discard-classコマンド 83
match dscpコマンド 85
match ethertypeコマンド 73
match fr-deコマンド 75
match frame-relay dlciコマンド 77
match mpls experimental topmostコマンド 89
match precedenceコマンド 92
match protocolコマンド 95
match qos-groupコマンド 98
match source-addressコマンド 100
match vlanコマンド 71

P

police rateコマンド 118
policy-mapコマンド 123
priority（QoS）コマンド 125

Q

queue-limitコマンド 174

R

random-detect cosコマンド 182
random-detect discard-classコマンド 218
random-detect dscpコマンド 184
random-detect expコマンド 187
random-detect precedenceコマンド 190
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random-detectコマンド 178

S

service-policy（インターフェイス）コマンド 195
service-policy（ポリシーマップクラス）コマンド 193
set cosコマンド 221
set deiコマンド 207
set discard-classコマンド 104
set dscpコマンド 106
set fr-deコマンド 102
set mpls experimentalコマンド 108
set precedenceコマンド 110
shape averageコマンド 112
show ancp an-port circuit-idコマンド 22
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